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「となりのトトロ」を臨床心理学的に眺める試み（2）
―分離と自立のプロセス―
今里　有紀子※ 1　疋田　基道※ 2
An Examination of “My Neighbor Totoro” from the
Viewpoint of Clinical Psychology(2):
Focusing on Separation and the Process of Independence.
Yukiko Imari and Motomichi Hikida
　Hayao Miyazaki，the director of “My Neighbor Totoro” seemed to want to impart 
the message that children must become independent from their parents，so we can 
observe the process of the children’s mental development in this movie. “Satsuki” 
strengthened her attacks against her mother when she faced the fact that she was 
separated from her parents. However as her ego grew up, she came to recognize 
her mother as a whole object. She felt guilty that she injured her mother, and she 
was very anxious about the loss of her mother. She tried to make amends with her 
mother desperately, and when she found her mother uninjured, finally she was able 
to overcome these anxieties. After these processes, she could observe the connection 
between her parents without any persecution complex. In this situation, the existence 
of Totoro (who was able to retain a comfortable state of mind although accepting 
projections from “Satsuki”) promoted her mental development.
Key words : “My Neighbor Totoro”, Separation from the parents, Mental development
キーワード：となりのトトロ，親からの分離，こころの成長
※ 1　本学人間生活学部児童臨床研究所
※ 2　本学人間生活学部児童臨床研究所　清心こころの相談室
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Ⅰ．はじめに
　著者らは前研究「『となりのトトロ』を
臨床心理学的に眺める試み（1）」（今里・
疋田，2013）において，「となりのトトロ」
の物語の中に描かれている防衛機制や登場
人物の無意識的な衝動について考察した。
今回はそのことをさらに補完するために，
この作品に伏流しているテーマや，宮崎駿
がこの作品を通して何を訴えようとしてい
るのかについて迫ってみたいと考えた。臨
床心理学，特に精神分析学的な視点は，そ
ういった作品全体に流れている言外の意味
を抽出してこそ，その本分を発揮すると言
えるかもしれない。
　このことを考察するにあたり，宮崎の次
の言葉が一つの手掛かりになると思われ
た。宮崎（1982）は「となりのトトロ」が
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作品のタイトルにもなっている“トトロ”
の存在が重要な鍵を握っているのではない
かと予測された。そこで，次の二つの仮説
を立てて検証してみたいと思う。
（1） 「となりのトトロ」には子ども（サツ
キとメイ）の精神的自立のプロセスが
描かれていると考えられる。
（2） “トトロ”の存在はサツキとメイの精
神的自立のプロセスにおいて重要な役
割をもっていると考えられる。
　この二つの仮説を以下において吟味，考
察していきたい。その際，筆者らは，子ど
もの心的な発達について重要な貢献をした
Klein とその後継者たちの考えを理論の拠
り所としていきたいと考えた。その理由に
ついて以下に述べたい。
　まずはじめに，Freud が示した精神−性
的発達論の中で，特に Freud が強調した
ことは，次のようなことであった。子ども
は自身のエディプス・コンプレックスを認
識し，親からの去勢不安に怯えるが，その
親と同一化することによって超自我を形成
し，その衝動を断念していくというもので
あった。しかし，Freud が強調したこのプ
ロセスは，主に男児の発達のプロセスであ
り，女児に関して Freud（1924）は「我々
の資料は−納得しかねるところであるが−
男の子の場合に比べてはるかに曖昧で不備
である」と述べている。
　この Freud の考えに変わって，男女ど
ちらの性であっても子どもの精神的発達に
ついて重要な視点を提供したのが Klein や
その後の Klein 派の考え方である。Klein
は子どもの心的な発達に関して，無意識的
な空想を重視し，その無意識的で言語化以
前の空想を直観的に鋭く捉えた。そして身
体器官に関する部分対象言語を用いて巧み
にそれを描写した。また，その空想に生と
死の二大本能が交錯する様や，それらが外
的な対象に投影される様を，一つ一つのこ
劇場公開される数年前に「親というものは，
子どもの純粋さ，大らかさをややもすれば
踏みにじることがあるんですね。そこで，
子どもに向かって『おまえら，親に食い殺
されるな』というような作品を世に送り出
したいと考えたのです。親からの自立です
ね（宮崎，1996 に所収）。」と述べている。
この思いは「となりのトトロ」にも，反映
されていると考えられる。つまり宮崎は「と
なりのトトロ」において，親から自立して
ほしいというメッセージ，それも穏やかな
成長過程ではなく，「食い殺されるな」と
いう表現からも窺えるように，苦しみや葛
藤を抱えながらも力強く成長していってほ
しいというメッセージを，作品の中に込め
ようとしたとも考えられる。
　本論では，このような視点から「となり
のトトロ」を再吟味し，「過酷ながらも親
からの自立（分離）のプロセスを力強く生
き抜いてほしい」というメッセージを，主
人公（サツキとメイ）の精神的自立のプロ
セスを追うことを通して，見出していきた
いと考える。
Ⅱ．研究の目的と仮説
　上述の通り「となりのトトロ」において，
「過酷ながらも親からの自立（分離）のプ
ロセスを力強く生き抜いてほしい」という
メッセージが，いかに表現されているかを
考察することを本論の目的の主軸とした
い。筆者らは，宮崎が作品に込めた言外の
メッセージというものの表象は，観客が主
人公に同一化することを通して，観客のこ
ころに自ずと湧き上がってくるものなので
はないかと考えた。その視点から作品を眺
めると，何よりも観客の同一化対象となる
と思われる主人公のサツキとメイが，作品
の中で力強く親から自立するプロセスが描
かれているのではないかと考えられた。そ
してまた，その自立のプロセスにおいて，
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い。父親のためを思って気を利かせたのに
もかかわらず，父親側の知る由もない事情
によってそのサツキの思いは父親には届か
ない。この状況はサツキに大きな不安や落
胆をもたらしたと思われる。
　そしてサツキと両親との間の大きな隔た
りをもっとも端的に描写しているのが，母
親の退院を楽しみに待つサツキのもとに，
カンタが電報を届けに来た後の描写である。
　サツキは母親の状態を案じ，母親の情報
を得ようとするが，すぐには叶わず，様々
な煩わしさが伴う。サツキは電話を借りる
ために本家に行かねばならず，交換手との
やり取りなどを経て，ようやく父親と話す。
しかしながら母親の状態はすぐには分から
ず，一度電話を切って，父親からの折り返
しを待つしかないというプロセスを追うの
である。母親の状態は，遠く離れた父親を
介してしか知ることができない。
　この描写はサツキの不安や焦りを観客に
効果的に伝えるための技法上のものである
だけではない。両親間では割とスムーズなや
り取りが，サツキが両親にアクセスしよう
とすると，色々な障害があり，なかなかそ
れが叶わない。それだけ遠く隔てられている，
つまり分離を伝える描写でもあると言える。
2．分離しているという事実
　このように物語が進むにつれてサツキと
両親とは分離しているという事実がより前
面に押し出されてくるが，この親と分離し
ている事実は，子どもにとっては大きな苦
痛をもたらす。
　Klein（1928）は離乳に伴う欲求不満につ
いて，以下のように論じている。子どもに
とって，離乳は母親の体に「噛みつき食い
尽し切りきざむ」という口唇期的なサディ
ズムを賦活させる。そして，そのサディズ
ムを母親に投影することで，子どもには母
親から噛みつかれ食い尽され切りきざま
ころの動きを細やかに追っていくことを通
して解明した。
　著者らは，「となりのトトロ」は，意識
的に捉え難い子どもの心的発達の無意識的
な面をアニメーションという形で象徴的，
隠喩的に表現しているのではないかと考え
た。このような素材に対して，無意識的側
面に鋭く切り込むことができる Klein およ
び Klein 派の考え方は，その象徴的に描か
れているこころの動きを抽出，考察するに
あたり大変有用であると考えられた。
Ⅲ．分析と考察
1．サツキと親との関係について
　子どもの親からの精神的な自立について
吟味していくために，まず「となりのトト
ロ」の中に描かれている，サツキと両親と
の関係について見ていきたい。なお，前研
究（2013）に則り今回も，サツキとメイは
サツキが主人格の一人の人物として仮定す
ることとする。
　物語の前半では，サツキと父親との関係
は良好であり，入院中の母親に会いにいく
こともスムーズに達成されている。しかし，
物語が進むにつれて，サツキと両親との間
には物理的にも心理的にも大きな距離があ
ることが徐々に表現されていく。それらの
いくつかを見ていきたい。
　サツキは新しい家での様々な出来事やト
トロとの出会いの数々を，母親が不在（入
院中）のために，母親に直に会って伝える
ことはできず，手紙という手段で伝えるし
かない。しかも，母親からの返信は映画の
中では描かれず，母親の言葉はサツキには
届いていないかのようである。
　またサツキは父親に傘を届けるべく，バ
ス停で父親の帰りを待つが，いつもの時間
のバスに父親は乗車しておらず，サツキは
バス停で待ちぼうけを食わされてしまう。
加えて，父親の帰りが遅い理由は分からな
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に対するさらなるサディステックな攻撃へ
とつながると推察できる。
3．対象喪失の恐れと抑うつ
　父親にやっと連絡が取れたサツキは，母
親の帰宅が延期になるという事態に直面す
る。この時，サツキのこころを占めたのは，
「母親が死んでしまうのではないか」とい
う不安であった。著者らはこの局面におい
てサツキの自我が，退行状態から少しずつ
脱し，愛する良い母親と，憎く悪い母親を
一人の全体的な対象としてとらえ始めたの
ではないかと考えた。
　退行したサツキのこころは，前述のよう
に憎しみや恨みを向ける悪い母親と一体感
を求める良い母親に分裂していると考えら
れる。このように早期の自我は母親との良
い体験を保持するために，良い母親と欲求
不満をもたらす悪い母親とに母親対象を分
裂させる。しかし自我の発達に伴い，子ど
もはその分裂していた対象が一人の全体的
な対象であることに徐々に気付いていくよ
うになる。
　Klein（1935）は，この段階において重
要な変化が生じることを述べている。それ
は愛情対象を喪失するという不安が支配的
になるということである。これまで攻撃を
加えていた悪い母親と，自分が希求する良
い母親が，同じ一人の対象として認知され
始める。そして，自らの攻撃によって良い
母親を喪失してしまうのではないかと恐
れ，子どもは母親が死ぬのではないかとい
う不安に襲われることを Klein（1935）は
述べている。母親の帰宅が延期になること
でサツキに生じた「母親が死んでしまうの
ではないか」という不安は，まさにこの対
象喪失の不安であると考えられる。
　そして Klein（1935）は，以下のような
ことも述べている。それは，このような局
面で子どもは，不安だけでなく，絶望や自
れる不安が生じることを述べている。つま
り，離乳という分離に付随する欲求不満が，
子どもの攻撃性を引き起こすのである。さ
らに，その攻撃性を母親に投影することで，
母親から食い殺される不安が生じる。この
ことは，宮崎が「親に食い殺されるな」と
表現したことにつながるように思われる。
この宮崎の言葉は，母親や両親との一体感
を求めても，それが叶わないことへの欲求
不満に根差したものであるとも考えられる。
　Steiner（1993）は，「人生の事実」につ
いて考察を深め，その事実の一つとして，
幼児が生存のために必要としている乳房
が，幼児の外部に存在していることを挙げ
ている。つまり子どもは自分が必要とする
良いものを保持しておらず，それは自分か
らは分離している，という事実である。こ
のことは，人が生きる上で出会う事実の一
つであろう。
　また Rosenfeld（1964）は「分離を意識す
ることは，対象へ依存しているという感情
を引き起こし，その結果不安になる。対象
への依存は，対象の価値への愛と認知を意
味しており，それは必然的に生じる欲求不
満とその結果ゆえに，攻撃性と不安と痛み
を引き起こす。」とも述べている。
　この分離の事実とその苦しみは，様々な
防衛機制を駆使し（今里・疋田 ,2013），日
常生活を明るく前向きに送っていたサツキ
にも，徐々に突き付けられていく。そして，
その分離に伴う欲求不満は，母親に対する
攻撃へとつながっていくと考えられる。と
ころが，サツキには母親への憎しみや恨み
だけではなく，母親との一体感を求める気
持ちもある。それゆえその二つの感情を向
ける母親は，父親をめぐるライバルとして
の悪い母親と，愛情対象としての良い母親
とに分裂しているとも言えよう。そのこと
を考えると，分離の事実によって引き起こ
された欲求不満は，その分裂した悪い母親
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進することを指摘している。子どもは，母
親に対する空想上の攻撃の結果として母親
が死んでしまうのではないかと恐れる（抑
うつ不安）が，その攻撃の報復をも恐れ
（迫害不安），その内的世界の不安を外的対
象に投影する。この投影のプロセスには，
不安を自身から排除することで不安を克服
しようという試みだけでなく，投影した外
的対象の振る舞いを通して，その不安が妥
当なものであったかどうかを検証し，不安
を克服しようとする試みをも含むことを
Klein は指摘している。つまり，不安の存
在がそれを克服しようという動きを導き，
現実検討を促進させるのである。不安の存
在を契機としたこのようなこころの動きが
サツキにも生じ，サツキは母親をより全体
的な対象として認知し始めることができた
と考えられる。その際，サツキはそれを一
人で達成したわけではなく，トトロの存在
があったからこそそれができたと思われる
が，このことについては後述する。
5．償いと修復
　Klein（1935）は，愛情対象を全体対象
として認識し，対象を傷つけたことへの抑
うつが生じると，さらなる別の重要な機制
が伴うと述べている。それは，傷つけた対
象への償いや修復である。そして「となり
のトトロ」においては，その償いや修復が，
迷子になったメイを懸命に探し出し，そし
て二人で母親にトウモロコシを届けるとい
う形で描かれていたと考えられる。メイは
前研究（2013）で明らかにしたように母子
一体願望の象徴であるため，メイ＝母親で
もあり，母親への死の不安は，メイの死の
不安（迷子になり池でおぼれること）と直
結している。それ故，メイが迷子になった
ことへの自責感にさいなまれ，必死にメイ
を探し出そうとしたことは，母親への償い
や傷ついた母親を修復しようというサツキ
責感，罪悪感などの大きな苦痛にさいなま
れ，それゆえ様々な活動が制止してしまう
ということである。実際に作品中で、サツ
キは母親の帰宅が延期されたことを知り，
ばったりと倒れ込んで動けなくなってしま
う。前研究（2013）では，このサツキの脱
力は，それまで用いていた躁的防衛が破綻
した結果であると考察した。加えて，今回
の研究では，Klein の考えに沿って，この
脱力をさらに細かく吟味すると，母親が死
んでしまうのではないかとの不安や，母親
を攻撃し，排除していたことへの罪悪感か
ら，全ての心的，肉体的活動が制止し，脱
力してしまった結果であったのではないか
とも考えられた。
4．抑うつポジション
　母親を全体対象として認知することに
よって生じるこの抑うつ的な心的体制を
Klein は抑うつポジションと概念化し，そし
てそれ以前の心的体制である妄想分裂ポジ
ションから区別した。対象の良い面，悪い
面をも統合し他者を全体対象として認識し
ていくこと，および自身の悪い面を外的対
象に投影せずに自我に統合することは，妄
想分裂ポジションから抑うつポジションへ
の移行を含んでいる。つまり，自我の統合
には抑うつポジションに至ることが必然で
あるが，この動きは一過性のものではない。
　Bion（1963）の考えを受けて，Britton
（1998）は抑うつポジションが次なる妄想
分裂ポジションを準備し，その妄想分裂ポ
ジションが次なる抑うつポジションを準備
するという，二つのポジション間に行き来
があることが心的な発達を形成していくと
論じている。
　では，このような抑うつ不安に圧倒され
る状況において，なぜサツキの自我は退
行から脱する兆しをみせたのであろうか。
Klein（1932）は，不安が自我の発達を促
26
界が，実は自分の欲求が叶えられないこと
に発するものであることに気付く。殺した
いほどの衝動は自らの欲求不満に根ざして
いることに気付き，罪悪感が生じる。しか
しそれとともに，自分自身の外に様々な対
象関係が広がり，外に世界があることが分
かり，それを観察できるようになる。今や
その外側の世界に自分のことを想う両親が
存在すると信じられるようになり，それは
安心感をもたらす。そして，それを土台と
して子どもは母親や両親との関係性に規定
されない，自分自身の楽しみや人生を見出
してくことができるのである。
7．トトロの存在について
　ここまで「となりのトトロ」に描かれて
いる心的発達のプロセスを考察してきた
が，ではその激動の心的発達を遂げている
サツキのもとに度々訪れるトトロの存在と
は一体何なのであろうか。トトロの存在意
義について宮崎（1988）は「トトロが存在
していることだけで，サツキとメイは救わ
れているんですよ。存在しているだけ
3 3 3 3 3 3 3 3
です
（宮崎，1996 に所収）。」と述べている。
　これまで述べてきたようにサツキのここ
ろの中には，様々な衝動や不安が渦巻いて
いるが，トトロはそういうサツキのそばに
ただいるだけの存在
3 3 3 3 3 3 3 3 3
ということである。確
かにトトロは伊崎（2006）が指摘するよう
に，母親不在の不安を埋めるために，サツ
キやメイが生み出した空想であろう。しか
し著者らはそれだけでなく，宮崎が述べた
この“ただそこにいるだけの存在
3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3
”という
ことの背後に重要な意義が見出せるのでは
ないかと考えた。
　先の項目で，不安の投影のプロセスには，
投影した外的対象の振る舞いを通して，そ
の不安が妥当なものであったかどうかを検
証し，不安を克服しようとする試みが含ま
れることを述べた。このことを踏まえ著者
の懸命の試みではないかと考えられる。
6．両親の交流を外側から眺めること
　メイと再会したサツキは，ネコバスに
乗って母親の病院へと向かう。そして病室
が見える木の上から父親と笑みを交わす母
親を眺めて安心する。Klein（1931）は「知
識欲が順調な発達を遂げるためには，母親
の身体が傷ついてはいない，ということを
子どもが感じ取ることが不可欠である」と
述べている。このように傷ついていない現
実の母親に触れることは，サツキにとって
知性や創造的な能力，つまり昇華の能力の
発展につながる重要な局面となったと考え
られる。
　そして，この病室を眺める場面はさらに
重要な心的発達を物語っている。それは，
両親の交わりを外側から観察することがで
き，そこに肯定的な意味を見出すことがで
きたということである。サツキは，病室の
両親の会話に参加することはできず，会話
が聞き取れない木の上から両親を眺めるこ
としかできない。それは両親の交わりとそ
こからの絶対的な分離を描いていると思わ
れる。
　この分離は両親から排除されている結果
ではなく，事実としてそこにあるものであ
ろう。この事実の直面には，母子一体では
ないことの悲しさや，両親の間に入ること
ができないことの怒りや抑うつといった大
きな痛みが伴う。しかしそれに耐えられる
ことで，子どもは自分が目撃者であって
参加者ではないという，「第三の対象関係
（Britton，1998）」の原型を子どもにもたら
す。そのことによって，心的な空間は拡大
し，様々な外界の関係性を観察できるよう
になる。
　無意識に追いやっていた自分自身の欲求
を発見し，それとの交流を回復することに
よって，それまでは迫害的に捉えていた世
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圧倒されずに外的な対象関係を観察でき，
好奇心をもってそれらの外的な世界と関わ
れるようになり，そして，その交流の中か
ら多くのものを生み出していくことができ
るようになったと考えられる。つまりこの
ことは外的な世界を信頼できるようになる
ことでもある。
　生きていく中で子ども達は，様々な困難
やトラウマに遭遇する。その苦しみの中に
は自らの欲求が満たされないために生じた
ものもある。その苦しみの原因を外在化し
て他者を責めるのではなく，自らのことと
して罪の意識や悲しみに触れ，傷ついた対
象を償っていくこと，それが Klein の主張
した心の成長である。そして，そのことが
成し遂げられるために欠かせないこととし
て Klein があわせて強調したのが，良い対
象との間での愛情に満ちた良い体験であっ
た。その良い体験，つまりは両親との愛情
に満ちた体験が基盤としてあったからこ
そ，サツキはトトロとの関係においても，
良性の関係を築くことができたと考えられ
る。そして宮崎が「トトロが存在している
ことだけで，サツキとメイは救われている
んですよ。」と述べたように，トトロがそ
こにいたことで，サツキは生きることへの
信頼をさらに確固たるものにしていったと
考えられる。
　折しも宮崎は 2013 年 9 月 6 日に長編映
画から引退することを表明した。その会見
の際，宮崎は「子ども達に『この世は生き
るに値するんだ』ということを伝えるのが，
自分たちの根幹になければならないと思
い，仕事をしてきた」と述べている。この
「この世は生きるに値するんだ」というメッ
セージは，「となりのトトロ」においても
力強く描かれていることが分かる。それは
「このへんな生き物は，まだ日本にいるの
です。たぶん。」という「となりのトトロ」
のキャッチコピーにも表れている。どんな
らは，トトロの存在が，不安を克服しよう
とするこのような懸命な試みにおいて，必
然的かつ必須とされた外的な対象であった
のでないかと考える。その不安の投影に対
してトトロは，何ら影響を受けず，ただ存
3 3 3
在しているだけ
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である。トトロはサツキの
心理状態に振り回されることなく，常に穏
やかで平静である。しかしそれでいてサツ
キのこころに寄り添い，ともに遊び，サツ
キに驚きや喜び，そして慰撫を与える。こ
のような対象として連想されるのが，心理
療法におけるセラピストの存在ではないだ
ろうか。
　Bion（1967）は，セラピストのコンテイ
ンメント機能を強調した。その機能とは，
クライエントの投影を受け取り，クライエ
ントの情緒を体験しながらも，こころの心
地よい状態を保持し，こころの平静さを保
つことができる能力を有することである。
トトロはまさしくこのようなセラピストの
機能を併せ持っていると考えられる。サツ
キに振り回されることのないトトロがそこ
に居続けたからこそ，サツキは自身の不安
を現実の外的な脅威としてではなく自分の
内的なものとして考えられる心的な機能を 
獲得していったと考えられる。そしてこのような
トトロの存在によってサツキは快や興奮を
味わうことができた。それは Klein（1932）
が「遊びの中で得る強い快楽（pleasure）は，
彼らの願望充足的な傾向の喜びからだけで
なく，彼らが遊びの中で達成する不安の克
服からも生じてくる」と述べるように，不
安の克服からもたらされたものであると考
えられる。
8．この世は生きるに値するということ
　このようなトトロの存在があったからこ
そ，サツキは不安を克服することができ，
大きな喜びを経験することができた。この
体験を経ることによって，サツキは不安に
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Ⅳ．おわりに
　前研究（2013）と本研究を通して，「と
なりのトトロ」を臨床心理学的な視点から
眺める試みを行ったが，その結果，多くの
臨床心理学的な素材をその中に見出すこと
ができた。つまりそれだけ「となりのトト
ロ」は，こころの機微やこころの成長に関
する含蓄に富んでいると言える。ファンタ
ジーアニメとして成立させながら，ここま
での豊かな意味を包含し得る作品を生み出
す，宮崎駿の創造力には驚きである。宮崎
には他にも多くの作品があるが，それらも
木部（2003）に代表されるように，数々の
理論的考察があり，宮崎作品の懐の大きさ
や奥深さを物語っている。
　この宮崎の創造力によって生み出される
空想の世界には，多くの人々が魅了され
る。その創造される空想のもつ意味もまた
臨床心理学的に興味深いテーマである。今
後，その臨床心理学とも密接にかかわって
くる空想という側面から，「となりのトト
ロ」に再度光を当てていくことは大変意義
深いと考えられる。
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伝えていると考えられる。
9．まとめ
　以上の考察から，「となりのトトロ」の
中に子ども（サツキ）の分離に伴うこころ
の成長プロセスを読み取ることは可能であ
ろう。まとめると次のようになる。エディ
プス・コンプレックスに基づく母親への恨
みや憎しみを抱いていたサツキは，両親と
分離している事実による欲求不満から，悪
い母親への攻撃を強めた。しかし，トトロ
の存在に支えられることでサツキは母親を
一人の全体対象として認知し始め，自身の
攻撃によって母親を傷つけ，失ってしまう
のではないかという不安や罪悪感を抱いた
と考えられる。その後，サツキは懸命に母
親への償いを行い，傷ついていない現実の
母親を発見し，不安を克服することができ
たように思われる。そのようなプロセスを
経て，サツキは迫害感にさいなまれずにエ
ディプス状況や外的世界を観察できるここ
ろのポジションに至ったと考えられる。加
えてその際，サツキの投影を受け入れなが
らも平静さを保ち続けたトトロの存在は，
サツキのその成長を促進させる重要な役割
を果たしていたと考えられた。
　このように，困難を経験しながらも懸命
に精神的自立を遂げたサツキの姿と，また
同時に，そばで穏やかに“ただそこに存在
していたトロロ”を描写することで，この
作品は，自立にむけての勇気や安心感を観
客に与えることができると考えられた。つ
まり，「過酷ながらも親からの自立（分離）
のプロセスを力強く生き抜いてほしい」と
いうメッセージは，作品の中に紛れもなく
描かれていると言えるのではないだろうか。
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The　 Study　 about The　 Life　sty　le　 Habits Inquiry　 among the　 Pe　rsons Re　ce　ive　d 
“Ninge　n Dock (Multiphasic He　alth Scre　e　nings/Comple　te　 Phy　sical e　xamination )”
－The　 Effe　ctive　 Use　fulne　ss for The　 Re　sults of Spe　cific He　alth Guidance　－ 
Takashi Ohnishi，Mariko Henmi，Rikako Inoue，Takako Takazawa，
and Koichi Hayashi
　We　 inve　stigate　d the　 re　lationship be　twe　e　n life　sty　le　 habits ― for e　xmple　 daily　 e　ating 
habits , e　xe　rcise　 habits and othe　r many　 life　 habits ―,and the　 clinical re　sults of the　 
Pe　rsons Re　ce　ive　d “Ninge　n Dock (Multiphasic He　alth Scre　e　nings/Comple　te　 Phy　sical 
e　xamination)”．
The　 re　sults obtaine　d we　re　 as follows： 
1) We　 atte　mpte　d to conduct life　sty　le　 studie　s on 173 male　s ranging in age　 from 27 to 81 
(ave　rage　 48.8) and fe　male　s ranging in age　 from 26 to 83 (ave　rage　 47.8) of the　 Pe　rsons 
who re　ce　ive　d “ Ninge　n Dock (Multiphasic He　alth Scre　e　nings/Comple　te　 Phy　sical 
e　xamination)” from May　 to June　 2012．
2) The　 re　lationship be　twe　e　n daily　 e　ating habits and clinical re　sults we　re　 inve　stigate　d．
3) Many　 daily　 e　ating habits ―for e　xample　 the　 lack of bre　akfast , ve　ge　table　 intake　 ,usually　 
atte　mpt to not e　ating until fullne　ss and salt intake　 ― was corre　late　d significantly　 
with the　 clinical re　sults （BMI ,Total chole　ste　rol ,Trigly　ce　ride　 and so on）of the　 
Pe　rsons Re　ce　ive　d “Ninge　n Dock (Multiphasic He　alth Scre　e　nings/Comple　te　 Phy　sical 
e　xamination)”．
4） In this our pre　se　nt study　,we　 can de　te　ct a significant re　lationships be　twe　e　n many　 
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Ⅰ．目　的
　現在の日本における健康課題として、特
に男性における肥満および肥満に関する疾
病リスクの増加とそれに伴う医療費や介護
負担の増加等が、大きな社会問題としてと
りあげられている。2000（平成 12）年か
ら始まったポピュレーションアプローチに
主点を置いた「健康日本 21」の取り組み
に加え、2008（平成 20）年には、メタボ
リックシンドロームに関連するリスク保有
者のコントロール、すなわちハイリスクア
プローチに主点を置いた特定健康診査（糖
尿病などの生活習慣病に関する健康診査）・
特定保健指導（特定健診の結果により健康
の保持に努める必要がある者に対する保健
指導）の制度がスタートした。
　今回の健診システムとしては、医療保険
者に対して、40 〜 74 歳の被保険者と被扶
養者に特定健診・特定保健指導を義務化し、
全国民共通のマニュアルに従って実施して
いくことが大きな特徴であり、医師、保健師、
管理栄養士等がこれらを担うこととされた。
　従来、わが国では疾病の予防対策として
早期発見・早期治療を目的とする 2 次予防
が主に展開されてきた。しかし、特定健診・
特定保健指導では「多少検査値が高い」と
いうことで見逃されてきた経過観察の人に
対してもアプローチをかけ、生活習慣病を
改善し、重症化・合併症に至らないように
積極的に保健指導を行うことにより、生活
習慣病の発症数を減らすことを狙いとして
いる。そのため、これらの施策は国民の生
活習慣病予防の推進、健康寿命の延伸に有
効であると考えられている。また、特定健
康指導の内容において、栄養・食事、運動
指導は最も重要な項目であり、栄養指導を
主体的に担う管理栄養士の役割及び責任は
重大であるといえる。
　本研究では、財団法人石川県予防医学協
会において実施された人間ドック受診者の
健診結果および我々が作成した生活習慣病
発症に関係すると考えられる生活習慣に関
する独自の調査結果から、生活習慣病とそ
のリスクファクターとの因果関係を検討す
ることを主な目的とした。また、特定保健
指導におけるより効果的な栄養指導を行う
ための方向性を模索することとした。
Ⅱ．対象および方法
　対象は、財団法人石川県予防医学協会に
おいて、2012 年 5 月の 1 ヶ月間に、人間
ドックを受診した 27 歳から 81 歳までの男
性 173 名、女性 55 名、計 228 名である。
　男性の平均年齢は 48.8 歳、女性は 47.8
歳であり、標準偏差は男性では 8.9 歳、女
性では 9.8 歳であった。t 検定の結果では
これらの間に有意な差は見られなかった。
　人間ドック検診時に、併せて我々が独自
に作成した、生活習慣病に対する知識や睡
眠に関する調査を実施し、これらの結果を
EXCEL にて解析を行った。
　生活習慣病に関する診断及びその影響因
子の解析に際しては、日本の 8 学会（日本動
脈硬化学会、日本糖尿病学会、日本高血圧学
会、日本肥満学会、日本循環器学会、日本腎
臓病学会、日本血栓止血学会、日本内科学会）
で承認された診断基準を用いた（表 1）。
　また本研究では、この生活習慣病の診断
基準に着目し、腹囲と臨床検査値（血圧、
中性脂肪、HDL コレステロール、空腹時
血糖）及び生活習慣（食習慣、運動習慣、
睡眠等）との因果関係、生活習慣と各疾病
（肥満、糖尿病、高血圧、脂質異常症）等
との因果関係の検討を行った。
Ⅲ．結　果
1．対象者の診断結果の概要
（1） BMI（kg/㎡）
　BMI の平均値は男性 23.8、女性 21.1 であ
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り、標準偏差は男性では 3.7、女性では 2.7
であった。t 検定の結果ではこれらの間に有
意な差が見られた（p ＜ 0.01）。また、BMI
は表 2 のように分類し、グラフに表した。
表 2　BMI の分類
BMI 分　類
18.5 未満 や　せ
18.5 〜 24.9 正常値
25.0 〜 29.9 Ⅰ度肥満
30.0 〜 34.9 Ⅱ度肥満
35.0 以上 Ⅲ度肥満
　男性は、やせが 5 名、正常値が 125 名、
Ⅰ度肥満が 35 名、Ⅱ度肥満が 4 名、Ⅲ度
肥満が 4 名であった。女性は、やせが 6 名、
正常値が 42 名、Ⅰ度肥満が 7 名、Ⅱ度肥満、
Ⅲ度肥満はともにいなかった（図 1、2）。
（2）　腹囲
　男性の平均腹囲は 86cm、女性の平均腹
囲は 79cm であり、標準偏差は男性では
28.3cm、女性では 26.7cm であった。t 検
定の結果ではこれらの間に有意な差が見ら
れた（p ＜ 0.01）。
表 1　石川県予防医学協会が健診時に使用している基準を基に独自に作成した判定基準
図 1　男性のBMI による区分
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　高血圧の基準を日本高血圧学会の「高血
圧治療ガイドライン 2004」4）に準じて分
類した（図 3）。
　このうち、男性では腹囲 85㎝以上を腹
囲異常者、女性では 90㎝以上を腹囲異常
者とした場合、男性では腹囲異常者は 85
名、女性では腹囲異常者は 6 名であった。
（3）体脂肪率および内臓脂肪面積
　男性では体脂肪率 14 〜 23％を適正、
25％以上を肥満とし、適正は 88 名、肥満
は 54 名であった。女性では体脂肪率 17 〜
27％を適正、30％以上を肥満とし 2）、適正
は 32 名、肥満は 16 名であった。
　また体脂肪率の平均値は男性では 22.9%、
女性では 26.8% であり、標準偏差は男性で
は 6.9％、女性では 7.8％であった。t 検定
の結果ではこれらの間に有意な差が見られ
た（p ＜ 0.01）。
　内臓脂肪面積の平均値は男性では 66.8
㎠、女性では 38.7㎠であり、標準偏差は男
性では 33.8㎠、女性では 25.4㎠であった。
t 検定の結果ではこれらの間に有意な差が
見られた。また、メタボリックシンドロー
ムの診断基準である 100㎠以上を異常値と
した場合 3）、男性では異常者は 18 名、女
性において該当者はいなかった。
（4）血圧
　血圧に関する結果は、臨床検査結果の得
られた男性 27 名、女性 19 名のみの記載と
する。
図 2　女性のBMI による区分
図 3　診察室血圧の分類
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名であり、血中脂質正常者は43名であった。
　 女 性 の 血 中 脂 質 異 常 者 は、LDL-Cho 
140mg/dl 以上の者が 10 名、TG 150mg/
dl 以上の者が 3 名であり、血中脂質正常
者は 38 名であった。HDL-Cho 40mg/dl 未
満に該当する者はいなかった。
　LDL-Cho の平均値は男性 123.3mg/dl、
女性 118.1mg/dl であり、標準偏差は男性
では 28.5mg/dl、女性では 26.9mg/dl であっ
た。t 検定の結果ではこれらの間に有意な
差は見られなかった。
　HDL-Cho の平均値は男性 57mg/dl、女
性 77mg/dl であり、標準偏差は男性では
13.1mg/dl、女性では 18.9mg/dl であった。
t 検定の結果ではこれらの間に有意な差は
見られなかった。
　TG の 平 均 値 は 男 性 127mg/dl、 女 性
81mg/dl で あ り、 標 準 偏 差 は 男 性 で は
74.2mg/dl、女性では 37.1mg/dl であった。
t 検定の結果ではこれらの間に有意な差が
見られた（p ＜ 0.01）。
　動脈硬化性疾患予防ガイドライン 2012 で
は、nonHDL-Cho（＝T-Cho－HDL-Cho）の
概念が導入されたため、T-Cho そのものが、
脂質異常症の診断基準には入っていないも
のの、血中脂質の一つであり、健康状態を
知る上での重要な検査項目となる。基準値
は 130 〜 219mg/dl とされており、対象者
において異常値（220mg/dl 以上）に該当し
た者は男性 24 名、女性 14 名であった。また、
平均値は男性 194.1mg/dl、女性 202.3mg/dl
であり、標準偏差は男性では 32.2mg/dl、女
性では 27.7mg/dl であった。t 検定の結果で
はこれらの間に有意な差は見られなかった。
（6）血糖
　空腹時血糖および、HbA1c の数値は結
果の得られた男性 108 名、女性 51 名、計
159 名の結果のみ記載することとする。空
腹時血糖の分類を表 4 に示した 6）。
　男性の収縮期血圧の平均は 117.2mmHg、
拡張期血圧の平均は 78.0mmHg、女性の収
縮期血圧の平均は 106.7mmHg、拡張期血圧
の平均は 67.6mmHg であった。なお、収縮
期血圧の標準偏差は男性では 13.4mmHg、
女性では 13.1mmHg であった。また、拡張
期血圧の標準偏差は男性では 10.7mmHg、
女性では 10.2mmHg であった。
　男性の血圧は、収縮期血圧 130mmHg
以上かつ / または拡張期血圧 85mmHg 以
上（血圧異常者）が 3 名、130mmHg 未満
かつ 85mmHg 未満（血圧正常者）が 24
名であった。
（5）血中脂質
　血中脂質の数値については結果の得られ
た男性 108 名、女性 51 名、計 159 名の結
果のみ記載することとする。
　日本動脈硬化学会「動脈硬化性疾患予防
ガイドライン 2012」5）による脂質異常症
のスクリーニングのための診断基準は表 3
の通りである。
表 3　脂質異常症：スクリーニングのため
の診断基準
LDL コレステ
ロ ルー
140mg/dl
以上
高 LDL コレス
テロ ルー血症
HDLコレステ
ロ ルー
40mg/dl
未満
低 HDL コレス
テロ ルー血症
トリグリセラ
イド（TG、中
性脂肪）
150mg/dl
以上 高トリグリセライド血症
　男性の血中脂質異常者は、LDL コレス
テロール（以下 LDL-Cho） 140mg/dl 以上
の者が 30 名、HDL コレステロール（以下
HDL-Cho）40mg/dl 未満の者が 9 名、中性
脂肪（以下 TG）150mg/dl 以上の者が 26
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（2）腹八分を心がけているか
　この質問に対し、「はい」と回答した人は、
男性 101 名（59％）、女性 42 名（75％）で
あった。
（3）野菜や海草類を多くとるようにしているか
　この質問に対し、「はい」と回答した人は、
男性 124 名（72％）、女性 46 名（82％）で
あった。
　「いいえ」と回答した人は、男性 48 名
（28％）、女性 10 名（18％）であった。
（4）食事時間は規則的であるか
　この質問に対し、「はい」と回答した人は、
男性 110 名（64％）、女性 44 名（79％）で
あった。
（5） 甘い飲み物（コーヒー加糖・微糖、ジュー
ス、スポーツドリンクなど）をとることが
多いか
　この質問に対し、「はい」と回答した人
は、男性 61 名（35％）、女性 14 名（25％）
であった。
（6）夕食後の間食が、週に 3 日以上あるか
　この質問に対し、「はい」と回答した人は、
男性 52 名（30％）、女性 22 名（39％）であった。
（7） 就寝前 2 時間以内の夕食が、週に 3 日
以上あるか
　この質問に対し、「はい」と回答した人は、
男性 73 名（43％）、女性 14 名（25％）であった。
　「いいえ」と回答した人は、男性 98 名
（57％）、女性 41 名（75％）であった。
（8）食べる速度が速いか
　この質問に対し、「速い」と回答した人
は、男性 77 名（45％）、女性 22 名（39％）
であった。
　「普通」と回答した人は、男性 84 名
表 4　空腹時血糖の分類
空腹時血糖
（mg/dl）
正 常 値 〜 99
正 常 高 値 100 〜 109
境 界 型 110 〜 125
糖 尿 病 域 126 〜
　男性の空腹時血糖は正常値に該当するも
のが 52 名、正常高値に該当するものが 35
名、境界型に該当するものが 11 名、糖尿
病域に該当するものが 10 名であった。
　女性の空腹時血糖は正常値に該当するも
のが44名、正常高値に該当するものが4名、
境界型に該当するものが 2 名、糖尿病域に
該当するものが 1 名であった。
　空腹時血糖の男性の平均は 105.3mg/dl、
女性は 94.1mg/dl であり、標準偏差は男性
では 27.1mg/dl、女性では 1.0mg/dl であっ
た。t 検定の結果ではこれらの間に有意な
差が見られた（p ＜ 0.01）。
　HbA1c の分類については診断基準値を
適用し、6.5％未満を正常値、6.5％以上を
異常値とした 7）。男性の HbA1c の正常値
に該当するものは 104 名、異常値に該当す
るものは 4 名であった。女性の HbA1c の
正常値に該当するものは 51 名、異常値に
該当するものはいなかった。HbA1c の男
性の平均は 5.4%、女性は 5.3% であり、標
準偏差は男性では 1.1％、女性では 0.3％で
あった。t 検定の結果ではこれらの間に有
意な差は見られなかった。
2．アンケート調査結果の概要
1） 財団法人石川県予防医学協会の人間
ドック問診票
（1）朝食を週 4 回以上食べているか
　この質問に対し、「はい」と回答した人は、
男性 142 名（83％）、女性 52 名（93％）で
あった。
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「2 〜 3 合未満」と回答した人は、男性 21
名（17％）、女性 0 名（0％）であった。
（14） タバコを吸いますか
　この質問に対し、「吸わない」と回答し
た人は、男性 51 名（30％）、女性 45 名（80％）
であった。
　「以前吸っていた」と回答した人は、男
性 44 名（25％）、女性 4 名（7％）であった。
　「吸う」と回答した人は、男性 77 名
（45％）、女性 7 名（13％）であった。
（15）一日のタバコの本数は
　この質問に対し、「1 〜 9 本」と回答し
た人は、男性 5 名（5％）、女性 4 名（54％）
であった。
　「10 〜 19 本」と回答した人は、男性 31
名（26％）、女性 5 名（33％）であった。
　「20 〜 29 本」と回答した人は、男性 68
名（55％）、女性 2 名（13％）であった。
（16）喫煙年数は
　この質問に対し、「10 〜 19 年」と回答
した人は、男性23名（19％）、女性1名（64％）
であった。「20 〜 29 年」と回答した人は、
男性53名（44％）、女性7名（18％）であった。
「30 〜 39 年」と回答した人は、男性 30 名
（25％）、女性 2 名（9％）であった。
（17） 1 回 30 分以上の運動を、週 2 回以上
で 1 年以上実施しているか
　この質問に対し、「はい」と回答した人は、
男性 42 名（50%）、女性 6 名（11%）であった。
（18） 運動や生活習慣を改善してみようと
思いますか
　この質問に対し、改善するつもりはない
と回答した男性は 40 名（23%）、女性で 8
名（14%）、改善するつもりである（6 ヶ
月以内）と回答した男性が 78 名（45%）、
（49％）、女性 29 名（52％）であった。
　「遅い」と回答した人は、男性 10 名（6％）、
女性 50 名（9％）であった。
（9） 日常生活でサプリメントを利用しているか
　この質問に対し、「利用する」と回答し
た人は、男性 27 名（16％）、女性 22 名（39％）
であった。
　「ほとんど利用しない」と回答した人は、
男性 145 名（84％）、女性 34 名（61％）で
あった。
（10） サプリメントの利用目的は
　この質問に対し、「健康維持・増進」と
回答した人は、男性 22 名（85％）、女性
18 名（82％）であった。
　「美容・ダイエット」と回答した人は、
男性 0 名（0％）、女性 3 名（14％）であった。
　「何となく体によさそうだから」と回答
した人は、男性 4 名（15％）、女性 1 名（4％）
であった。
（11） アルコールを飲みますか
　この質問に対し、「はい」と回答した人は、
男性 127 名（74％）、女性 25 名（45％）で
あった。
（12） アルコールを飲む頻度は
　この質問に対し、「週 7 日」と回答した
人が、男性では 56 名（44％）と一番多かっ
た。女性では 5 名（23％）が「週 1 日｣ お
よび「4 日」とそれぞれ答えていた。
（13） アルコールの 1 回の量は
　この質問に対し、「1 合未満」と回答し
た人は、男性 32 名（26％）、女性 13 名（52％）
であった。「1 合」と回答した人は、男性
32 名（25％）、女性 4 名（16％）であった。
　「1 合より多く 2 合未満」と回答した人は、
男性33名（26％）、女性6名（24％）であった。
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1）全体
　著明な相関がみられた（p ＜ 0.001）臨床
検査値としては、「BMI と腹囲」、「BMI と
収縮期血圧」、「BMIと拡張期血圧」、「BMI
と HDL-Cho」、「BMI と TG」、「BMI と
LDL-Cho」、「腹囲と収縮期血圧」、「腹囲と
拡張期血圧」、「腹囲と HDL-Cho」、「腹囲と
TG」、「収縮期血圧と拡張期血圧」、「T-Cho
と TG」「T-Cho と LDL-Cho」、「HDL-Cho
と TG」、「TG と LDL-Cho」であった。
　また特に強い相関がみられた（p ＜ 0.01）
臨床検査値は「BMIと LDL-Cho」、「腹囲と
LDL-Cho」、「腹囲と空腹時血糖」、「拡張期
血圧と TG」、「拡張期血圧と空腹時血糖」、
「HDL-Cho と LDL-Cho」であった。
　その他の有意差がみられた（p ＜ 0.05）臨
床検査値は、「収縮期血圧と TG」、「拡張期
血 圧 と HDL-Cho」、「T-Cho と HDL-Cho」
であった。
　対象者全体の臨床検査値の相関表を表 5
に示す。
女性が 21 名（38%）、近いうちに改善する
つもりであり、少しずつ始めている（1 ヶ
月以内）と回答したものが男性で 26 名
（15%）、女性で 15 名（27%）、すでに改善
に取り組んでいる（過去 6 ヶ月以内）と回
答したものが男性で 17 名（10%）、女性で、
8 名（14%）、すでに改善に取り組んでい
る（6 ヶ月以上）と回答したものが男性で
11 名（7%）、女性で 4 名（7%）という結
果となった。
2）我々が作成した調査票
　これについては、質問形式は若干異なる
が、前述の㈶石川県予防医学協会の問診票
の内容と重複する項目がかなりあり、ほぼ
同様の回答を得ることができた。
3．疾病と臨床検査値の相関関係
　今回の研究では、BMI、腹囲、収縮期血
圧、拡張期血圧、T-Cho、HDL-Cho、TG、
LDL-Cho、空腹時血糖における相関関係の
検討を行った。
表 5　全体の臨床検査値の相関
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「BMI と HDL-Cho」、「腹囲と拡張期血圧」
等であった。
　その他の有意差がみられた（p ＜ 0.05）
臨床検査値は、「BMI と収縮期血圧」、「BMI
と LDL-Cho」、「腹囲と収縮期血圧」であっ
た。
　男性対象者全体の臨床検査値の相関表を
表 6 に示す。
2）男性
　著明な相関がみられた（p ＜ 0.001）臨
床 検 査 値 は「BMI と 腹 囲 」、「BMI と
TG」、「腹囲と HDL-Cho」、「収縮期血圧と
拡張期血圧」、「T-Cho と TG」、「T-Cho と
LDL-Cho」、「HDL-Cho と TG」であった。
　また、特に強い相関がみられた（p ＜
0.01）臨床検査値は「BMI と拡張期血圧」、
表 6　男性の臨床検査値の相関
表 7　女性の臨床検査値の相関
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コール摂取量」、「空腹時血糖と歩く速度」、
「空腹時血糖と健康的睡眠時間」、「空腹時
血糖と夕食の時間」、「尿酸と塩分」、「尿酸
と歩く速度」、「尿酸と保健指導」であった。
　有意差がみられた（p ＜ 0.05）臨床検
査値と生活習慣の関係は、「BMI と残業時
間」、「収縮期血圧と塩分」、「内臓脂肪と生
活習慣改善意欲」、「内臓脂肪と理想体重」、
「総コレステロールと 20 歳体重」、「総コレ
ステロールと生活習慣改善意欲」、「TG と
歩く速度」、「TG とストレス」、「TG と塩
分」、「LDL とタバコ」、「LDL と 20 歳体
重」、「LDL と生活習慣改善意欲」、「HDL
と就寝前二時間以内の食事が週に 3 日以上
ある」、「HDL と飲酒の有無」、「HDL と普
段より体を動かす」、「HDL と残業時間」、
「HDL と 20 歳体重」、「空腹時血糖と腹八
分目」、「空腹時血糖と飲酒の有無」、「空腹
時血糖とアルコール摂取頻度」、「空腹時血
糖と喫煙習慣」、「空腹時血糖と運動習慣」、
「尿酸と生活習慣の改善」、「尿酸と睡眠・
休養」、「尿酸とストレス」、「尿酸とアルコー
ル摂取頻度」、「尿酸とアルコール量」であっ
た。
　また、有意差は見られなかったものの、
有意な傾向にあった（p ＜ 0.1）臨床検査
値と生活習慣の関係は「体脂肪率と食物繊
維」、「内臓脂肪面積と腹八分目」、「内臓脂
肪面積と残業時間」、「内臓脂肪面積と保健
指導」、「TG と 1 年以上運動の継続」、「TG
と運動習慣」、「LDL と腹八分目」、「LDL
と洋食の摂取頻度」、「LDL と就寝前二時
間以内の食事が週に 3 日以上ある」、「LDL
と飲酒の有無」、「LDL とアルコール摂取
頻度」、「HDL と腹八分目」、「HDL と洋食
の摂取頻度」、「HDL と規則的食事習慣」、
「HDL と間食」、「HDL と食べる速度」、「尿
酸と飲酒の有無」、「尿酸とタバコ」、「尿酸
と運動習慣」であった。
3）女性
　著明な相関がみられた（p ＜ 0.001）臨
床検査値は「BMI と腹囲」、「BMI と LDL-
Cho」、「腹囲と LDL-Cho」、「収縮期血圧
と拡張期血圧」、「T-Cho と LDL-Cho」、
「HDL-Cho と TG」、「TG と LDL-Cho」 で
あった。
　また特に強い相関がみられた（p ＜ 0.01） 
臨床検査値は「BMI と HDL-Cho」、「腹囲
と収縮期血圧」、「腹囲と拡張期血圧」、「腹
囲 と HDL-Cho」、「 腹 囲 と TG」、「T-Cho
と TG」、「HDL-Cho と LDL-Cho」であった。
　その他の有意差がみられた（p ＜ 0.05）
臨床検査値は、「BMI と収縮期血圧」、「BMI
と拡張期血圧」、「BMI と T-Cho」、「腹囲
と T-Cho」、「収縮期血圧と TG」、「拡張期
血圧と TG」であった。
　女性対象者全体の臨床検査値の相関表を
表 7 に示す。
4．疾病と生活習慣の相関関係
　今回の研究では、財団法人石川県予防医
学協会における健康診断受診票、我々が作
成した調査票と臨床検査値との相関関係の
検討を行った。
1）全体
　特に強い相関がみられた（p ＜ 0.01）臨
床検査値と生活習慣との関係は「BMI と
保健指導」、「BMI とストレス」、「BMI と
塩分」、「BMI と睡眠・休養」、「拡張期血
圧と塩分」、「内臓脂肪とタバコ」、「内臓脂
肪と乳製品」、「総コレステロールと歩く速
度」、「総コレステロールと睡眠・休養」、「総
コレステロールとストレス」、「総コレステ
ロールと保健指導」、「LDL と保健指導」、
「LDL と歩く速度」、「LDL と睡眠・休養」、
「LDL とストレス」、「HDL と塩分」、「HLD
と睡眠休養」、「HDL とストレス」、「HDL
と保健指導」、「HDL と生活習慣改善」、「空
腹時血糖と食物繊維」、「空腹時血糖とアル
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慣」、「体脂肪率と睡眠・休養」、「内臓脂肪
面積と残業時間」、「内臓脂肪面積と塩分」、
「総コレステロールと睡眠・休養」、「総コ
レステロールと腹八分目」、「総コレステ
ロールと残業時間」、「TG と朝食」、「TG
と野菜・海藻の摂取」、「TG と食べる速
度」、「TG とサプリメント」、「TG とアル
コール摂取量」、「TG と一年以上運動の継
続」、「TG と歯磨き」、「TG と生活習慣改
善意欲」、「LDL とタバコ」、「HDL と規則
的食事習慣」、「空腹時血糖と乳製品」、「空
腹時血糖と喫煙歴」、「空腹時血糖と運動習
慣」、「HbA1c と理想体重」、「クレアチニ
ンと改善意欲」、「クレアチニンと現在の食
事状況」、「クレアチニンと乳製品」、「尿酸
とサプリメント」、「尿酸と歩く速度」、「尿
酸と保健指導」、「尿酸と生活習慣改善意欲」
であった。
　また、有意差は見られなかったものの、
有意な傾向にあった（p ＜ 0.1）臨床検査
値と生活習慣の関係は「内臓脂肪面積と腹
八分目」、「内臓脂肪面積と就寝前二時間以
内の食事が週に 3 日以上ある」、「内臓脂肪
面積と運動習慣」、「内臓脂肪面積と 20 歳
体重」、「内臓脂肪面積と保健指導」、「HDL
と洋食の摂取頻度」、「HDL と甘い飲み物」、
「HDL と食べる速度」、「HDL と残業時間」、
「HDL と体重増減」であった。
3）女性
　著明な相関がみられた（p ＜ 0.001）臨
床検査値と生活習慣の関係は、「BMI と飲
酒の有無」のみであった。
　特に強い相関がみられた（p ＜ 0.01）臨
床検査値と生活習慣の関係は、「BMI と乳
製品」、「BMI とストレス」、「BMI と睡眠・
休養」「腹囲とタバコ」、「中性脂肪とストレ
ス」、「LDL と睡眠・休養」、「LDL とストレ
ス」、「HDL と生活改善」、「HDL とサプリ
メント」、「HDL と間食」、「空腹時血糖と
2）男性
　著明な相関がみられた（p ＜ 0.001）臨
床検査値と生活習慣の関係は、「BMI と保
健指導」、「BMI とストレス」、「BMI と生
活習慣改善意欲」であった。
　特に強い相関がみられた（p ＜ 0.01）臨
床検査値と生活習慣の関係は、「BMI と乳
製品」、「腹囲と腹八分目」、「腹囲と塩分」、
「腹囲と就寝前二時間以内の食事が週に 3
日以上ある」、「腹囲とタバコ」、「腹囲と歩
く速度」、「腹囲とストレス」、「腹囲と保健
指導」、「体脂肪率と朝食欠食」、「体脂肪率
と塩分」、「体脂肪率と保健指導」、「内臓脂
肪面積と歩く速さ」、「内臓脂肪面積とスト
レス」、「総コレステロールと歩く速度」、「総
コレステロールとストレス」、「総コレステ
ロールと 20 歳体重」、「総コレステロール
と保健指導」、「LDL と腹八分目」、「LDL
と歩く速度」、「LDL と 20 歳時体重」、「LDL
と保健指導」、「HDL と生活改善」、「HDL
と歩く速度」、「HDL と腹八分目」、「空腹
時血糖と食物繊維」、「空腹時血糖と腹八分
目」、「空腹時血糖と飲酒頻度」、「空腹時血
糖とアルコール摂取量」、「空腹時血糖と喫
煙習慣」、「HbA1c と夕食の時間が遅い」、
「HbA1c と食物繊維」、「HbA1c と歩く速
度」、「HbA1c と腹八分目」、「尿酸と睡眠」、
「尿酸とアルコール摂取頻度」であった。
　有意差がみられた（p ＜ 0.05）臨床検査
値と生活習慣の関係は、「BMI と夕食の時
間が遅い」、「BMI と食物繊維」、「BMI と
理想体重」、「BMI と塩分」、「BMI と残業
時間」、「BMI と睡眠・休養」、「BMI と普
段から体を動かす」、「BMI と就寝 2 時間
以内に食事をとる」、「腹囲と普段から体を
動かす」、「腹囲と睡眠・休養」、「収縮期血
圧と塩分」、「体脂肪率と夕食の時間」、「体
脂肪率と食物繊維」、「体脂肪率と腹八分
目」、「体脂肪率と就寝前二時間以内の食事
が週に 3 日以上ある」、「体脂肪率と運動習
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と合わせて、生活習慣の改善に関心を持っ
ている人が男性 77％、女性 86％であった。
また、『BMI』については、「正常値」が男
性 72％、女性 77％が最も多かった。
　これは、人間ドックを受診者は年齢層が
高く、健康問題を抱えやすいために生活習
慣への改善意識が高く、普段から規則正し
い食習慣や運動習慣を心がけているのでは
ないのではないかと考えられる。
　次に、人間ドックの結果から、『拡張期
血圧と食塩摂取量』との関連性については、
予想通り有意な差（p ＜ 0.01）が見られた。
これは、人間ドックの受診者は加齢に伴う
味覚の閾値の上昇が考えられることや、そ
れに加えて『平成 22 年国民健康・栄養調
査結果の概要』より、石川県は食塩摂取量
が高い都道府県の上位（男性 20 歳以上：
13 位、女性 20 歳以上：15 位）であり 8）、
寒い地方での生活で塩蔵物が郷土料理とし
て親しまれていることからくるものではな
いかと考えられる。
　また、『空腹時血糖と食物繊維』につい
ても、予想通り有意な差（p ＜ 0.01）が見
られた。これは、食物繊維の種類にもよる
が、特に芋類、海藻類、大根などの野菜類
に含まれる水溶性食物繊維は、栄養素の吸
収低下を引き起こすため血糖値を下げる作
用があることや 9）、近年、食物繊維につい
てはメディアで取り上げられている機会が
増えているため、食物繊維を多く含む食品
を多くとるように心がけている方が増えて
いるためではないかと考えられる。
　一方、『BMI と食べる速さ』との関連性
では、予想とは異なり有意な差は見ること
ができなかった。我々の予想としては、食
べる速さが速いほど、そのことが過食につ
ながるのではないかと予想し、肥満の主要
な原因になると考えた。これは、脳の中で
食欲をコントロールしている部分は視床下
部にある摂食中枢で、満腹中枢が食欲にブ
夕食の時間が遅い」、「クレアチニンと飲酒
習慣」、「クレアチニンと乳製品」であった。
　有意差がみられた（p ＜ 0.05）臨床検査
値と生活習慣の関係は、「BMI と現在の食
事についてどう思うか」、「BMI と睡眠時
間」、「BMI とサプリメント」、「腹囲と朝
食」、「腹囲と食事時間」、「腹囲と就寝前二
時間以内の食事が週に 3 日以上ある」、「腹
囲と一年以上運動の継続」、「体脂肪率と夕
食の時間が遅い」、「体脂肪率と食物繊維」、
「体脂肪率と就寝前二時間以内の食事が週
に 3 日以上ある」、「体脂肪率と体重の増
減」、「TG と塩分」、「TG と夕食後の間食
が週に 3 日以上ある」、「TG とサプリメン
ト」、「TG とアルコール摂取量」、「TG と
歩く速度」、「TG と睡眠・休養」、「TG と
生活習慣改善意欲」、「LDL とアルコール
摂取頻度」、「HDL と歩く速度」、「HDL と
食べる速度」、「空腹時血糖と外食」、「尿酸
とストレス」であった。
　また、有意差は見られなかったものの、
有意な傾向にあった（p ＜ 0.1）臨床検査
値と生活習慣の関係は「HDL と洋食の摂
取頻度」、「HDL と生活習慣睡眠休養」、
「HDL と生活習慣保健指導」であった。
Ⅳ．考　察
　今回、人間ドック受診者を対象として生
活習慣に関する意識調査を実施した。その
結果、臨床検査値と生活習慣に関する意識
調査での質問事項から、次のようなことを
明らかにすることができた。
　まず、『運動や生活習慣を改善してみよ
うと思いますか』という問いに対して、「改
善するつもりである（6 ヶ月以内）」が男
性 45%、女性 38% で最も多く、「近いうち
に改善するつもりであり、少しずつ始めて
いる（1 ヶ月以内）」、「すでに改善に取り
組んでいる（過去 6 ヶ月以内）」、「すでに
改善に取り組んでいる（過去 6 ヶ月以上）」
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乳酸が増加し、その生じた乳酸によって腎
臓での尿酸排泄が抑制されることや、アセ
トアルデヒドの酢酸への代謝により NAD
が消費され、その結果 NAD を必要とする
解糖系が障害され、ATP 産生が減少し、
これが原因となってアデニンヌクレオチド
の分解が促進することによって血清尿酸値
が上昇してしまうこと、そして一部のアル
コール飲料の中には尿酸が生成される前の
生体物質（前駆物質）であるプリン体が多
く含まれていることなどが原因として考え
られる 12）。
　次に、運動習慣に関しては、厚生労働省
研究班の調査により、内臓脂肪蓄積者では
「運動量が少ない」という特徴が明らかに
されている 13）。
　運動は血糖値の恒常性維持作用及びイン
スリン感受性を高める作用がある。これは、
筋肉を動かすエネルギーとして血糖や脂肪
が酸素と一緒に使われる有酸素運動によ
り、筋血流量が増大し、十分量の酸素を活
動筋へ供給することで、血糖や筋グリコー
ゲンを筋収縮のためのエネルギーとして獲
得するためである。
　また、運動には脂質代謝亢進作用がある
ため、冠状動脈疾患のリスク軽減に関与す
る。これは、遊離脂肪酸をエネルギー源と
する有酸素性運動は脂質代謝を亢進させる
ため、血中中性脂肪量、体脂肪量の減少、
肥満の解消や抗動脈硬化作用、血糖値の低
下をもたらし、また LDL-Cho を減少させ、
HDL-Cho を増加させるため、冠状動脈疾患
や高血圧などのリスク軽減に効果がある 14）。
　このことから、運動は血糖値の恒常性維
持、LDL コレステロールの減少、HDL の
増加等の作用があるため、「普段体を動かし
ている」人のほうが健康体であると言える。
　しかし、今回の結果からは、『総コレス
テロールと 1 年以上運動の継続』との関連
性については、有意な差は見られなかった。
レーキをかける役目を果たしているが、何
らかの要因で摂食中枢の調節機能が狂い、
食欲をうまくコントロールできなくなるこ
とによって、過食を招くと考えられている
こと 10）からも想像ができる。また、食べ
る速度と肥満が関連していることは一般に
知られていることであり、文献からは食べ
る速度が速いことと BMI、HbA1c、血圧、
中性脂肪、さらに HDL コレステロールと
も有意な関連を認めたという結果もみられ
た 11）。しかし、今回の我々の調査では有
意な差は見ることができなかった。このこ
とは、食べる速さとは主観的なものであり、
また速さの基準というものはなく、そのた
め、当人は食べる速さは普通と思っていて
も、他者から見るとその速度を速いと感じ
るなど個人での認識の差があることによる
ものであると思われ、今回の結果もこの認
識の差によるものではないかと考える。
　また、『BMI とアルコール』との関連性
についても、女性において有意な差がみ
られた。（p ＜ 0.001）これは、アルコール
飲料のエネルギー量が、ビール 100ml 中
40kcal、焼酎 100ml 中 206kcal、赤ワイン
100ml 中 73kcal と高エネルギーとなって
いるので、多量に摂取することが体重増加、
そして BMI 高値の原因になったためであ
ると予想される。
　他にも『収縮期血圧と食塩摂取量』、『腹
囲と就寝前二時間以内の食事が週に 3 日以
上』、『尿酸とアルコール摂取頻度』、『尿酸
とアルコール摂取量』との関連性において
有意な差（p ＜ 0.05）が見られた。
　『収縮期血圧と食塩摂取量』との関連性
では、上記に示している『拡張期血圧と食
塩摂取量』との関連性と同様の理由である
と考えられる。
　『尿酸とアルコール摂取頻度』、『尿酸と
アルコール摂取量』との関連性では、アル
コール摂取によるアルコール分解の過程で
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増加が生じるため体内に尿酸が留まりにく
いが、男性ではそのような現象はみられな
いこと 17）から、男性においてのみ有意差
が見られる（p ＜ 0.01）結果となったので
はないかと思われる。
　本研究では、人間ドック受診者の生活習
慣に関する意識が、実際の生活習慣や保健
行動に反映されているのかどうかを知り、
生活習慣病とそのリスクファクターとの因
果関係を検討することを主な目的とした。
今回のこの研究から、様々な生活面でのリ
スクファクターが生活習慣病発症に大きく
関与していると考えられた。
　本研究の今後の課題としては、アンケー
トの対象者が 228 名と少ないこと、男女比
が約 3：1 であり、女性が少なかったこと、
質問によっては、その内容が曖昧で、回答
者にとって答えにくい質問があったことな
どが挙げられると思われ、今後これらの点
において改善していくことが必要であると
思われた。
Ⅴ．結　論
　平成 20 年（2008）から開始された特定健
診・特定保健指導では、これまでと異なり
メタボリックシンドロームに焦点をあてて
いる。これは、平成 17 年 4 月に、日本内科
学会等内科系 8 学会が合同でメタボリック
シンドロームの疾患概念と診断基準を示し
たからである。これらの内容としては、内
臓脂肪型肥満を共通の要因として、高血糖、
脂質異常、高血圧を呈する病態であり、そ
れぞれが重複した場合は、虚血性心疾患、
脳血管疾患等の発症リスクが高く、内臓脂
肪を減少させることでそれらの発症リスク
の低減が図られるという考え方を基本とし
ている。
　すなわち、内臓脂肪型肥満に起因する糖
尿病、脂血異常症、高血圧症は予防可能で
あり、また、発症してしまった後でも、血
これは、総コレステロールは食事内容に由
来するためではないかと考えられる。
　HDL-Cho の上昇因子として運動が関係
していることはよく知られている。しかし、
今回の我々の調査で『HDL-Cho と 1 年以
上運動の継続』では予想とは反し、有意な
差は見られなかった。
　これは、対象が実施してきた運動の種類
や強度の差によるものではないかと考え
る。運動による HDL-Cho 値の低下効果は
実施する運動の条件に影響される。なお、
加藤らによれば運動の内容については、短
距離走等の無酸素運動より長距離走等の有
酸素運動の方が HDL-Cho 値低下効果が期
待されることを発表している 15）。
　また、設問の問い方が曖昧であったため、
運動強度の把握に個人差が出てきたのでは
ないかと考えられた。
　『内臓脂肪面積と間食』との関連性につ
いては、間食の頻度が多いほど内臓脂肪も
増加すると予想していたが、有意な差は見
られなかった。日本人は内臓脂肪型肥満や
糖尿病になりやすい民族であるため、夜食
や間食を控え、バランスのよい食事を心が
けていたことが挙げられる 16）。さらに、今
回の我々の調査では間食の量やその時間を
問わなかったため、間食の時間、内容、量
などの把握が出来なかったことや内臓脂肪
面積がこれらの要因以外に運動、睡眠など
多くの因子により左右されることなどに
よって有意差を得ることが困難であった。
　男女別の結果の中で、有意差（p ＜ 0.01）
が見られたものとしては、男性では「尿酸
とアルコール摂取頻度」が挙げられること
に対し、女性では有意差は見られなかった。
これは結果の項に『アルコールを飲む頻度』
として示されている通り、男性はアルコー
ルを飲む頻度が女性に比べ多いことや、生
理学的に女性は女性ホルモンであるエスト
ロゲンにより尿酸生成の低下および排泄の
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及び主な生活習慣の状況　p36
9） 須見登志子・池田智美「切干大根摂取
によるストレプトゾトシン糖尿病ラッ
ト小腸の形態変化」　山陽学園短期大学
紀要 33, 19-29, 2002
10）e　- ヘルスネット　厚生労働省　メタボ
　 リック症候群が気になる方のための健康
情報サイト
　 http://www.e　-he　althne　t.mhlw.go.jp/
information/dictionary　/me　tabolic/y　m-
015.html
11）横山宏樹・多田純子・上川二代・菅野 
　 咲子・横田友紀・蔵光雅恵「メタボリッ
クシンドローム関連因子（BMI, HbA1c, 
血圧 , 中性脂肪 , HDL コレステロール）
へ及ぼす生活習慣の影響 : 生活習慣アン
ケート調査から」 
　 糖尿病 = Journal of the　 Japan Diabe　te　s 
Socie　ty　 48（11）, 809-813, 2005-11-30 
12）山本徹也「低尿酸血症 , 高尿酸血症」（兵
　 庫県医科大学医学会平成 15 年度学術講
演会要旨）　兵庫医科大学医学会雑誌 28
（3）, 207-217, 2003-12-25
糖、血中脂質、血圧等をコントロールする
ことにより、心筋梗塞等の心血管疾患、脳
梗塞等の脳血管疾患、人工透析を必要とす
る腎不全などへの進展や重症化を予防する
ことは可能であるという考え方である。
　内臓脂肪症候群（メタボリックシンド
ローム）の概念を導入することにより、内
臓脂肪の蓄積、体重増加が血糖や中性脂肪、
血圧などの上昇をもたらすとともに、様々
な形で血管を損傷し、動脈硬化を引き起こ
し、心血管疾患、脳血管疾患、人工透析が
必要な腎不全などに至る原因となることを
詳細なデータで示すことができるため、健
診受診者にとって、生活習慣と健診結果、
疾病発症との関係が理解しやすく、生活習
慣の改善に向けての明確な動機づけができ
るようになると考える 18）。これらのこと
から、特定健診・特定保健指導における管
理栄養士としての栄養指導は重要な役割を
担うものといえる。
　本調査を通して、将来管理栄養士が栄養
指導を行う際、食事量や栄養バランスだけ
でなく、生活習慣に関する正しい知識を提
供し、個々に合った指導や情報提供を行っ
ていく必要があることを明らかにすること
ができた。
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各種女性特有の疾患に対する薬膳の効能・効果の
評価ならびにウコンを用いた薬膳からの主成分の確認
大西　孝司※１・逸見　眞理子※１・井上　里加子※１・高澤　卓子※２・
林　宏一※３・畑田　昌輝※４・山崎　仁※４・野口　衛※ 5
Study　 about The　  The　ore　tical Estimation of　 The　 Positive　 Ef　f　e　cts of　 He　rbal
 Dishe　s f　or Wome　ns’　 Dise　ase　s , and The　 Me　asure　me　nt of　 The　 Main
Compone　nts （Curcumin）　 f　rom He　rbal Dishe　s using　 Curcuma　Longa.
Takashi Ohnishi,　Mariko Hennmi,　Rikako inoue，Takako Takazawa，
Koichi Hayashi,　Masate　ru　hatada，Hitoshi yamazaki
 and Mamoru noguchi
　We　 inve　stig　ate　d the　 positive　 e　ffe　cts of　 Chine　se　 he　rbal dishe　s cooke　d with raw me　dical 
plants and othe　r f　ood mate　rials. To e　stimate　 the　 positive　 e　ffe　cts of　 he　rbal dishe　s f　or 
wome　ns’ dise　ase　s , we　 applie　d a the　ore　tical basis which use　d the　 the　ory　 of　 old Chine　se　 
me　dicine　 base　d on the　 ne　w me　thods e　stablishe　d by　 Dr. Watanabe　 with radar chart 
（=radar g　raph;RG）patte　rns. The　 re　sults obtaine　d we　re　 as f　ollows：
（1）　 This me　thods applie　d to the　 he　rbal dishe　s and the　 Chine　se　 me　dicine　s （Kampo）　 we　re　 
e　ffe　ctive　 f　or many　 wome　ns’ dise　ase　s such as ane　mia，constipation and so on.
（2）　  We　 compare　d the　 RG patte　rns f　or the　 he　rbal dishe　s and the　 Chine　se　 me　dicine　s 
（Kampo）　 which have　 be　e　n pre　scribe　d f　or the　 same　 dise　ase　.
（3）　  We　 can clarif　y　 that if　 both RG patte　rns f　or the　 he　rbal dishe　s and the　 Chine　se　 
me　dicine　s （Kampo）　 have　 similar patte　rns , both of　 the　m showe　d same　 me　dical e　ffe　cts 
f　or the　 human . 
（4）　  It is conclude　d that RG patte　rns may　 be　 use　d to asse　ss the　 biolog　ical activitie　s of　 the　 
he　rbal dishe　s in comparison with Kampo pre　scriptions．
（5）　  From the　se　 re　sults , we　 are　 convince　d that this ne　w me　thods is suf　f　icie　ntly　 
applicable　 f　or the　 e　valuation of　 he　rbal dishe　s f　or wome　ns’ dise　ase　s .
（6）　  We　 atte　mpt the　 analy　tical de　te　rmination of　 Curcumin by　 the　 me　thods use　d HPLC to 
e　stimate　 the　 positive　 e　ffe　ct f　rom he　rbal dishe　s which is cooke　d with Curcuma　　Longa .
キーワード：薬膳、女性特有疾患、効能・効果、ウコン主成分
※ 1　本学人間生活学部食品栄養学科
※ 2　香川県三豊市立和光中学校
※ 3　武庫川女子大学生活環境科学部食物栄養学科
※ 4　NPO 法人　食と健康を考える会
※ 5　NPO 法人　食と健康を考える会会長（元国立医薬品食品衛生研究所大阪支所）
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治療のため、臨床的に用いられている 4）。
　また漢方医学とは、古代中国で生まれ、
経験の積み重ねにより体系化され、日本に
伝来し独自の発展をとげて現代まで受け継
がれてきた伝統医学の一つである。この漢
方医学に使用される漢方（処方）が漢方薬
で、天然物である生薬を原則として二種類
以上組み合わせた薬である 5）。
　近年の日本の経済状況から、医療に経費
をかけすぎるとの批判があり、より有効に
治療できないかとの考え方がでてきてい
る。先にも述べたように医食同源という言
葉があるが、薬膳を作製することで疾病の
予防、改善を日常の食事摂取の中で行うこ
とができ、漢方薬を使用した場合と同じよ
うな効果が得ることができないかというこ
とを調べることにした。
　今回我々は、女性特有にみられる症状を
改善することが期待できると思われる薬膳
に関する研究を行った。まず、貧血、月経
痛、冷え症、便秘といった 4 つの疾患に着
目し、これらに効果があると考えられる薬
膳（食事献立）を作製することにした。
　また、作製した献立に対して野口ら 6）〜9）
の手法に準じ、東洋医学的観点から漢方薬
の効能効果を評価することができるレー
ダーグラフ（以下、RG と略す）を作成し、
薬膳と既存の漢方薬の薬効を比較し、漢方
薬と同じような効能効果が薬膳としても期
待できるかを検討した。
Ⅰ . 目　的
1．薬膳の効能効果に関する研究
　昔から「医食同源」、「薬食同源」という
言葉がよくいわれている 1）。中国では、病
気を治すことよりも、病気を未然に防ぐこ
とが大切であると考え、食の予防医学を実
践してきた。これは、食と薬を同じ源と考
え、日常の食事で病気を予防しようとする、
食養生の考え方である 2）。そして、同様に
「薬膳」も今やごく普通の言葉になってき
た。薬膳は、中国食文化の一部分であり、
長い間、中国の人々の健康維持の増進に重
要な役割を果たしてきたと考えられる。
　薬膳に使われる食品は、一般に食事療法
で使われている食品と、現在中国衛生部が
「食療中薬（食事療法に役立つ食物の総称）」
と認めているものの 2 種類がある 3）。中国
食養生というと、「生薬（薬草の根や茎、
葉などの有用部分を乾燥させたものや動物
由来のもの、鉱物など）の入った食事」＝「薬
膳」と考えられているが、薬膳とは、必ず
しも生薬が入っていなければならないもの
ではなく、「薬と同じようにからだによい
効果を与える食事」を指すといえる。つま
り体のバランスを調整するために、中医学
や中薬学の理論に基づいて食材を配合しな
がら、料理としては味や色、香り、形がき
ちんと配慮されているもの、そしておいし
い食事であること、それが薬膳である。中
国では薬膳は、実際の病院において患者の
（7）　  From the　 analy　sis of　 he　rbal dishe　s f　or  wome　ns’ dise　ase　s，we　 can de　te　rminate　d 
Curcumin in “ Daizu no dry　 curry　 “ .
（8）　  We　 conclude　d the　 positive　 e　ffe　cts of　 Chine　se　 he　rbal dishe　s  f　or wome　ns’ dise　ase　s by　 
the　 analy　sis of　 Curcumin..
Ke　y　 words :  He　rbal Dishe　s，Wome　ns’ Dise　ase　，Positive　 Ef　f　e　ct，Main Compone　nt of　 
Curcuma　　Longa
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での実例からそれぞれの五味五性によって
分けられている 6）。五味とは酸・苦・甘・辛・
鹹のことであり、中医学でいう、肝・心・脾・
肺・腎の五臓と親密な関係にある。五味そ
れぞれにはたらきがあり、体調に応じて体
内のバランスを整える働きがあるとされて
いる。
　例えば辛剤は気、鹹剤は水か脾胃、酸剤
は血、専ら食用にするものは脾胃剤である
など東洋医学的な分類法としてはすでに定
められており、現在のところ（図 1）に示
すような五味調和が用いられている。
2．高速液体クロマトグラフによる測定法
　今回、薬膳（大豆のドライカレー）の材
料として使用したウコンに含まれる活性成
分のクルクミン量を、HPLC を用いること
により測定し、その薬効について検証を加
えた。HPLC を用いた測定手法および測定
条件は次頁のとおりである。
2． 大豆のドライカレーからのウコン主成分の確認 10）
　今回薬膳に使用したウコン（ターメリッ
ク）の主成分であるクルクミンは、カレー
などの料理に用いられており、着色剤とし
ても使用されている。
　漢方薬では、利胆、芳香性健胃、消炎、
止血、通経薬として肝臓炎、胆道炎、胆石
症、吐血、血尿、閉経通、胸脇部や腹部の
痛みの治療に用いる。
　そこで今回、ウコン（ターメリック）を
使用した薬膳中にクルクミンが検出される
かどうかを、高速液体クロマトグラフ（以
下、HPLC と略す）を用いることによって
分析し、その薬効について検証した。
Ⅱ . 方　法
1． 薬膳の作製法とレーダーグラフの作成法 6）〜9）
　2011 年 4 月に本学調理室にて、薬膳料
理の調理を実施した。後日、そのメニュー
に対する RG を作成し、これを用いて調理
した薬膳と既存の漢方薬の効能効果を比
較・検証した。
　RG の作成法は以下のとおりである。生
薬や薬膳材料を気、血、水、脾胃剤にわけ、
食品や薬材全体の中に含まれる気剤、血剤、
水剤、脾胃剤の割合を百分率で算出し、そ
れぞれの軸上にプロットする。また、元と
なる漢薬や食品の五味五性よりそれぞれの
食品あるいは薬材の薬性および寒熱比を読
みとり、絶対値の和を算出し、その値を百
分率で示す 6）。
　食品、薬材のすべてに辛温、甘平、苦寒
というように二連式でその薬味薬性が付け
られている。これを用いて漢方処方や薬膳料
理全体としての寒熱を計算するために、渡
邊らにより数値化されたデータを使用した。
　また、この方法を用いる場合の一番基本
になる、それぞれの食品が気、血、水、脾
胃剤のどのグループに属するのかといった
点については、渡邊らの掲示されたこれま 図 1　五味調和
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（4）クルクミンの HPLC 分析条件
　分析機種：日立製作所　Ｌ－2350 型
　カ ラ ム： Ine　rrtsil　ODS－3 カラム
　　　　　　（φ 4.6mm × 15cm）
　移 動 相：水－アセトニトリル－酢酸
　　　　　　（55：45：1）
　流　　量：1.0ml/min
　カラム温度：40℃
　検 出 器：VIS（425nm）
　注 入 量：5μl
Ⅲ．献　立 11）〜 21）
1．献立
〈貧血〉
　【主食】うなぎといり卵の混ぜ寿司
　【副菜】ほうれん草のお浸し
　【汁物】牛肉の薬膳スープ
　【デザート】 ドライマンゴーと干しぶどう
の蒸しケーキ
〈冷え性〉
　【主食】大豆のドライカレー
　【副菜】ゆばと水菜の煮物
　【汁物】かぶとえのきだけのスープ
　【デザート】白玉のなつめあん
〈月経痛〉
　【主食】小茴香ご飯
　【主菜】海老の三色炒め
　【副菜】小松菜のゆず味噌和え
　【汁物】杜仲ワンタンスープ
　【デザート】ごまだんご
〈便秘〉
　【主食】さつまいもの玄米ご飯
　【主菜】れんこんのはさみ揚げ
　【副菜】ブロッコリーのおかか和え
　【汁物】まいたけのお吸い物
（1） 市販カレー粉中のクルクミン含量測定
方法
（2） 薬膳（大豆のドライカレー）含量測定
方法
（3） 市販ドリンク剤中のクルクミン含量測
定方法
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ほうれん草のお浸しは、桂枝加竜骨牡蛎湯
と近い形を示した。桂枝加竜骨牡蛎湯の適
応症として、疲労感、精神不安、神経過敏、
陰萎、盗汗、手足の冷え、易疲労感、夜尿
症、失禁などがあげられる。
2．用いた生薬
　今回の薬膳に用いた生薬の写真を下に示す
（写真 1）。
Ⅳ．結果及び考察
1． 薬膳と漢方薬のレーダーチャートにお
ける比較・検証 11）〜 21）
〈貧血〉
　貧血の予防・改善効果があるとされる漢
方薬は、四物湯、六君子湯、帰脾湯、当帰
芍薬散等であり、今回作成した薬膳の RG
と漢方薬の RG を比較・検証した。
　うなぎといり卵の混ぜ寿司の RG は当帰
芍薬散の RG と比べ、全体的に見ると近い
形を示した。
　当帰芍薬散の適応症としては、貧血、月
経異常、易疲労感、手足の冷え、頭痛、め
まい、肩こり、動悸などがあげられる。
　牛肉の薬膳スープは、桂枝湯と近い形を
示した。桂枝湯の適応症として、体が衰え
写真 1　今回使用した生薬
左上段から、陳皮、小茴香、杜仲、肉蓯蓉、淫羊藿、
下段左から当帰、生姜、鬱金、大棗、松の実
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邪の初期症状、微熱、悪寒が衰えたときの
風邪の初期症状、微熱、悪寒などの症状の
予防・改善効果があることが推測された。
〈冷え性〉
　冷え性の予防・改善効果があるとされる
漢方薬は、桂枝人参湯、小建中湯、桂枝湯、
桂枝茯苓丸等であり、今回作成した薬膳の
RG と漢方薬の RG を比較・検証した。
　大豆のドライカレーの RG は、特に温剤
の方向に伸び、桂枝人参湯、小建中湯、桂
枝湯と近い形を示した。
　桂枝人参湯の適応症として、心窩部膨満
感、疲労感、胃腸虚弱、下痢、動悸、頭痛、
冷え症、悪心、嘔吐、食欲不振、心窩部停
滞感などがあげられる。
　小建中湯の適応症としては、疲れ目、神
経過敏、めまい、疲労しやすい、腹痛、動悸、
食欲不振、冷え症、頻尿などがあげられる。
　桂枝湯は適応症として、体が衰えたときの
風邪の初期症状、冷え性などがあげられる。
たときの風邪の初期症状、微熱、悪寒が衰
えたときの風邪の初期症状、微熱、悪寒な
どがあげられる。
　ドライマンゴーと干しぶどうのケーキ
は、脾胃剤の方向に伸びているが、漢方薬
と該当する RG は見られなかった。
　この結果、うなぎといり卵の混ぜ寿司の
RG は全体的に見ると当帰芍薬散の RG と近
似していた。しかし、血剤と温剤の方向に
RG が伸びていないため、他の食材と組み
合わせることでより近い形になるよう、献
立を検討していく必要があると考えられる。
　また、ほうれん草のお浸しの RG は桂枝
加竜骨牡蛎の RG と近似しており、疲労感、
精神不安、神経過敏、陰萎、盗汗、手足の
冷え、易疲労感、夜尿症、失禁などの症状
の予防・改善効果があることが推測された。
　牛肉の薬膳スープの RG は、桂枝湯の
RG と近似しており、体が衰えたときの風
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　白玉のなつめあんの RG は、特に脾胃剤
の方向に伸びているが、漢方薬と該当する
RG は見られなかった。
　この結果、大豆のドライカレーの RG は
桂枝人参湯、小建中湯、桂枝湯の RG と近
似しており、冷え症の予防・改善効果があ
ることが推測された。
　また、かぶとえのきたけのスープの RG
は桂枝加芍薬湯 RG と近似しており、冷え
症の予防・改善効果は見られなかったが、
腹痛、下痢、便秘、過敏性大腸症候群など
の予防・改善効果があることが推測された。
〈月経痛〉
　月経痛の予防・改善効果があるとされる
漢方薬は四物湯、温経湯、半夏厚朴湯、当
帰芍薬散等であり、今回作成した薬膳の
RG と漢方薬の RG を比較・検証した。
　小茴香ご飯の RG は、月経痛の予防・改
善効果があるとされる漢方薬との一致は見
られなかった。しかし、温剤、気剤の方向
に特に伸びており、桂枝人参湯と近い形を
示した。桂枝人参湯の適応症として、心窩
部膨満感、疲労感、胃腸虚弱、下痢、動悸、
頭痛、冷え症、悪心、嘔吐、食欲不振、心
窩部停滞感などがあげられる。
　湯葉と水菜の煮物の RG は、特に温剤と
脾胃剤の方向に伸びているが、漢方薬と該
当する RG は見られなかった。
　かぶとえのきだけのスープは、特に温剤の
方向に伸び、桂枝加芍薬湯と近い形を示した。
桂枝加芍薬湯の適応症として、腹痛、下痢、
便秘、過敏性大腸症候群などがあげられる。
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　海老の三色炒めの RG は月経痛の予防・
改善効果があるとされる漢方薬との一致は
見られなかった。しかし、脾胃剤、温剤の
方向に特に伸びており、黄耆建中湯と近い
形を示した。黄耆建中湯の適応症状として、
虚弱体質、寝汗、動悸、息切れなどがあげ
られる。
　小松菜とくるみのゆず味噌和えのRGは、
血剤、温剤、寒剤、水剤、脾胃剤の方向に
バランスよく伸び、当帰芍薬散と近い形を
示した。当帰芍薬散の適応症としては、貧
血、月経異常、易疲労感、手足の冷え、頭痛、
めまい、肩こり、動悸などがあげられる。
　杜仲ワンタンスープの RG は月経痛の予
防・改善効果があるとされる漢方薬との一
致は見られなかった。しかし、温剤の方向
に特に伸びており、小建中湯と近い形を示
海老の三色炒め
黄耆建中湯
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RG と近似しており、疲労倦怠感、冷え症、
食欲不振、寝汗、腹痛、特に小児の下痢、
便秘、動悸、また、虚弱児に用いられるこ
とが多いとされるのぼせ、口渇、頻尿など
の疾患の予防・改善効果があることが推測
された。
〈便秘〉
　便秘の予防・改善効果があるとされる漢
方薬は、桂枝加芍薬湯、加味逍遙散、四逆
散、小建中湯であり、今回作成した薬膳の
RG と漢方薬の RG を比較・検証した。
　さつまいもの玄米ご飯の RG は、特に温
剤と脾胃剤の方向に伸び、桂枝加芍薬湯と
近い形を示した。桂枝加芍薬湯の適応症と
して、腹痛、下痢、便秘、過敏性大腸症候
群などがあげられる。
した。小建中湯の適応症状として、疲労倦
怠感、冷え症、食欲不振、寝汗、腹痛、特
に小児の下痢、便秘、動悸、また、虚弱児
に用いられることが多いとされるのぼせ、
口渇、頻尿などがあげられる。
　この結果、小茴香ご飯の RG は桂枝人参
湯の RG と近似しており、心窩部膨満感、
疲労感、胃腸虚弱、下痢、動悸、頭痛、冷
え症、悪心、嘔吐、食欲不振、心窩部停滞
感などの疾患の予防・改善効果があること
が推測された。
　海老の三色炒めの RG は黄耆建中湯の
RG と近似しており、虚弱体質、寝汗、動悸、
息切れなどの疾患の予防・改善効果がある
ことが推測された。
　小松菜とくるみのゆず味噌和えの RG は
当帰芍薬散の RG と近似しており、月経痛
の予防・改善効果があることが推測された。
　杜仲ワンタンスープの RG は小建中湯の
　れんこんのはさみ揚げの RG は、特に温
剤の方向に伸び、小建中湯と近い形を示し
た。小建中湯の適応症として、便秘、手足
杜仲ワンタンスープ
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の冷え、疲労倦怠、神経質などがあげられ
る。
　ブロッコリーのおかか和えの RG は、便
秘の予防・改善効果があるとされる漢方薬
との RG の一致はみられなかったが、特に
水剤と脾胃剤の方向に伸び、麦門冬湯と近
い形を示した。
　麦門冬湯の適応症として、咽喉炎、気管
支炎、肺炎などがあげられる。
　まいたけのお吸い物の RG と該当する漢
方薬の RG は見られなかった。
　この結果、さつまいもの玄米ご飯、れん
こんのはさみ揚げの RG はそれぞれ桂枝加
芍薬湯、小建中湯の RG と近似しており、
便秘の予防・改善効果があることが推測さ
れた。
　また、ブロッコリーのおかか和えの RG
は麦門冬湯の RG と近似しており、呼吸器
系の疾患の予防・改善効果があることが推
測された。
2．大豆のドライカレーからのウコン主成
分の分析
1）高速液体クロマトグラフの写真
　クルクミンの分析に用いた高速液体クロ
マトグラフ写真を以下に示す（写真 2）。
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3） 市販カレー粉及び薬膳（大豆のドライ
カレー）中のクルクミン含有量
（1）市販カレー粉中のクルクミン含有量
　　 　Ⅱ，2．の項に記載の測定法に従い、
HPLC を使用し、市販カレー粉中のクル
クミン含量を測定した。その結果、1g　
中に 4.66mg　 含まれることを確認した。
（2） 薬膳（大豆のドライカレー）中のクル
クミン含有量の計算
　　 　市販ドライカレー粉を使用した薬膳
（大豆のドライカレー）中のクルクミ
ン含量を HPLC を使用し測定すると、
クルクミンは「大豆のドライカレー」
100g　 中から 10.01mg　 検出された。
（3） 「大豆のドライカレー」から検出した
ウコン主成分であるクルクミン含量に
関する考察
　　 　今回メニュー作成時に使用した市販
2） 高速液体クロマトグラフを使用したウ
コン主成分の分析結果
　クルクミンの今回の測定条件における結
果は図 2 にみられるように良好な直線を示
した。
　また、クルクミンの標準品、市販カレー
粉から検出したクルクミン、薬膳（大豆のド
ライカレー）、及び参考に分析を行った市販
ドリンク剤中のクルクミンから検出したク
ルクミンのクロマトグラムを図3〜6に示す。
図 2　クルクミン検量線
図 3　クルクミン標準品のHPLCクロマトグラム
図 5　薬膳（大豆のドライカレー）から検出された
クルクミンのHPLCクロマトグラム
図 6　市販ドリンク剤から検出されたクルクミン
のHPLCクロマトグラム
図 4　市販カレー粉から検出されたクルク
ミンのHPLCクロマトグラム
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ドライカレー粉はⅢ．2 にも示したよ
うに 29.2g　 である。このことと、（1）
から得られた市販ドライカレーの含量
を用いて、今回薬膳として使用した大
豆のドライカレー中のクルクミンの
移行割合を求めると、下記のように
95.4% であることが明らかとなった。
　　 【（10.01mg　÷100g　）×1297g　】×100÷
（4.66mg　×29.2g　）＝95.41％
　　 　今回の HPLC による測定結果によ
れば、ウコンを主成分とする市販カ
レー粉を用いた薬膳 （ 大豆のドライカ
kcal g g g mg mg
エネルギー たんぱく質 脂質 炭水化物 ナトリウム カリウム
うなぎといり
卵の混ぜ寿司
524 18.3 12.8 79.2 811 255
ほうれん草の
お浸し
34 4.5 0.4 4.7 373 483
牛肉の薬膳
スープ
175 11.2 11.4 1.8 368 217
ドライマンゴー
と干しぶどうの
蒸しケーキ
152 3.9 2.8 28.4 131 164
合計 885 37.9 27.4 114.1 1683 1119
料理名
mg mg μg mg mg mg g g
カルシウム 鉄
レチノール
当量
ビタミンB₁ ビタミンB₂ ビタミンC 食物繊維 食塩
8.2 1.4 531 0.31 0.47 3 0.8 2.1
381 1.3 176 0.13 0.16 18 1.4 0.8
9 1.5 0 0.05 0.12 1 0.1 1
60 0.4 26 0.06 0.1 2 0.9 0.4
458.2 4.6 733 0.55 0.85 24 3.2 4.3
レー）から、主成分のクルクミンが検
出されたことから、RG で実証された
代謝活性に対する薬効や、主成分の測
定結果からも裏付けられたものと考え
られる。
3．薬膳のエネルギー等の栄養成分表示
　各薬膳のエネルギー値等を参考までに表
1 〜 4 に示す 20）。
 　また、メニューの写真を写真 3 〜 6 に示
す。
kcal g g g mg mg
エネルギー たんぱく質 脂質 炭水化物 ナトリウム カリウム
うなぎといり
卵の混ぜ寿司
524 18.3 12.8 79.2 811 255
ほうれん草の
お浸し
34 4.5 0.4 4.7 373 483
牛肉の薬膳
スープ
175 11.2 11.4 1.8 368 217
ドライマンゴー
と干しぶどうの
蒸しケーキ
152 3.9 2.8 28.4 131 164
合計 885 37.9 27.4 114.1 1683 1119
料理名
mg mg μg mg mg mg g g
カルシウム 鉄
レチノール
当量
ビタミンB₁ ビタミンB₂ ビタミンC 食物繊維 食塩
8.2 1.4 531 0.31 0.47 3 0.8 2.1
381 1.3 176 0.13 0.16 18 1.4 0.8
9 1.5 0 0.05 0.12 1 0.1 1
60 0.4 26 0.06 0.1 2 0.9 0.4
458.2 4.6 733 0.55 0.85 24 3.2 4.3
表 1〈貧血〉
写真 3　貧血の薬膳料理 写真 4　冷え症の薬膳料理
kcal g g g mg mg
エネルギー たんぱく質 脂質 炭水化物 ナトリウム カリウム
大豆の
ドライカレー
613 24.4 19.4 81.8 352 553
ゆばと
水菜の煮物
20 1.9 0.2 3.1 487 294
かぶとえのき
だけのスープ
42 2.5 0.3 9.5 916 479
白玉の
なつめあん
139 2 0.9 32 95 115
合計 814 30.8 20.8 126.4 1850 1441
料理名
mg mg μg mg mg mg g g
カルシウム 鉄
レチノール
当量
ビタミンB₁ ビタミンB₂ ビタミンC 食物繊維 食塩
130 5.3 4 0.18 0.46 9 9.1 0.9
109 1.2 55 0.05 0.09 28 1.5 1.2
78 1.2 62 0.09 0.11 32 2 2.3
13 0.6 0 0.03 0.03 1 1.4 0.2
330 8.3 121 0.35 0.39 70 14 4.6
表 2〈冷え症〉
kcal g g g mg mg
エネルギー たんぱく質 脂質 炭水化物 ナトリウム カリウム
大豆の
ドライカレー
613 24.4 19.4 81.8 352 553
ゆばと
水菜の煮物
20 1.9 0.2 3.1 487 294
かぶとえのき
だけのスープ
42 2.5 0.3 9.5 916 479
白玉の
なつめあん
139 2 0.9 32 95 115
合計 814 30.8 20.8 126.4 1850 1441
料理名
mg mg μg mg mg mg g g
カルシウム 鉄
レチノール
当量
ビタミンB₁ ビタミンB₂ ビタミンC 食物繊維 食塩
130 5.3 4 0.18 0.46 9 9.1 0.9
109 1.2 55 0.05 0.09 28 1.5 1.2
78 1.2 62 0.09 0.11 32 2 2.3
13 0.6 0 0.03 0.03 1 1.4 0.2
330 8.3 121 0.35 0.39 70 14 4.6
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kcal g g g mg mg
エネルギー たんぱく質 脂質 炭水化物 ナトリウム カリウム
海老の
三色炒め
193 27.3 6.2 4.9 426 614
小松菜の
ゆず味噌和え
38 1.6 2.3 3.5 104 284
杜仲ワンタン
スープ
199 12.4 3.6 28.2 207 214
ごまだんご 301 5.2 13.5 38.4 2 36
合計 1033 51 26.1 141.8 741 1200
5266.8 2
料理名
小茴香ご飯 302 4.5 0.5
mg mg μg mg mg mg g g
カルシウム 鉄
レチノール
当量
ビタミンB₁ ビタミンB₂ ビタミンC 食物繊維 食塩
108 2.1 188 0.07 0.25 12 1.4 1
92 1.6 131 0.06 0.08 24 1.6 0.2
55 0.9 12 0.09 0.12 1 2.1 0.5
68 1.5 47 0.06 0.03 0 0.2 0
328 6.3 378 0.32 0.5 37 5.8 1.7
00.500.020.0400.25
表 3〈月経痛〉
写真 5　月経痛の薬膳料理 写真 6　便秘の薬膳料理
mg mg μg mg mg mg g g
カルシウム 鉄
レチノール
当量
ビタミンB₁ ビタミンB₂ ビタミンC 食物繊維 食塩
47 4.4 1568 0.47 0.4 29 5.6 3.8
33 0.5 447 0.07 0.04 23 2 1.1
19 0.5 405 0.07 0.1 60 2.2 0.2
8 0.1 14 0.03 0.06 0 0.5 1.4
107 5.5 2434 0.64 0.6 112 10.3 6.5
kcal g g g mg mg
エネルギー たんぱく質 脂質 炭水化物 ナトリウム カリウム
さつまいもの
玄米ご飯
497 26.2 6.1 80.8 1519 815
れんこんの
はさみ揚げ
172 1.2 11.2 16.4 398 267
ブロッコリー
のおかか和え
19 2.5 0.3 2.7 69 187
まいたけの
お吸い物
8 0.7 0.1 1.3 528 122
合計 688 30.6 17.7 101.2 2514 1391
料理名
表 4〈便秘〉
kcal g g g mg mg
エネルギー たんぱく質 脂質 炭水化物 ナトリウム カリウム
海老の
三色炒め
193 27.3 6.2 4.9 426 614
小松菜の
ゆず味噌和え
38 1.6 2.3 3.5 104 284
杜仲ワンタン
スープ
199 12.4 3.6 28.2 207 214
ごまだんご 301 5.2 13.5 38.4 2 36
合計 1033 51 26.1 141.8 741 1200
5266.8 2
料理名
小茴香ご飯 302 4.5 0.5
mg mg μg mg mg mg g g
カルシウム 鉄
レチノール
当量
ビタミンB₁ ビタミンB₂ ビタミンC 食物繊維 食塩
108 2.1 188 0.07 0.25 12 1.4 1
92 1.6 131 0.06 0.08 24 1.6 0.2
55 0.9 12 0.09 0.12 1 2.1 0.5
68 1.5 47 0.06 0.03 0 0.2 0
328 6.3 378 0.32 0.5 37 5.8 1.7
00.500.020.0400.25
mg mg μg mg mg mg g g
カルシウム 鉄
レチノール
当量
ビタミンB₁ ビタミンB₂ ビタミンC 食物繊維 食塩
47 4.4 1568 0.47 0.4 29 5.6 3.8
33 0.5 447 0.07 0.04 23 2 1.1
19 0.5 405 0.07 0.1 60 2.2 0.2
8 0.1 14 0.03 0.06 0 0.5 1.4
107 5.5 2434 0.64 0.6 112 10.3 6.5
kcal g g g mg mg
エネルギー たんぱく質 脂質 炭水化物 ナトリウム カリウム
さつまいもの
玄米ご飯
497 26.2 6.1 80.8 1519 815
れんこんの
はさみ揚げ
172 1.2 11.2 16.4 398 267
ブロッコリー
のおかか和え
19 2.5 0.3 2.7 69 187
まいたけの
お吸い物
8 0.7 0.1 1.3 528 122
合計 688 30.6 17.7 101.2 2514 1391
料理名
4．栄養成分結果から見た疾病との関係
　表 1 〜 4 に今回作成した薬膳メニューの
栄養分析結果を示した。栄養成分と疾病予
防（発症）の関係に関しては、多数の成書
に記されている 11）〜 21）。
　例えば、月経痛の場合には血行をよくす
るといわれるビタミン B6 や E、鉄分や亜
鉛などのミネラル類、DHA や EPA 等の
脂肪酸、その他数多くの栄養成分が係わっ
ているとされているし、便秘の場合だと食
物繊維、美肌の場合は月経痛のときと同様、
血行をよくする B 群を中心としたビタミ
ン類が有効だとされている。
　しかし、今回の場合の成分結果では、上
記のような明らかな傾向を見ることは出来
なかった。これは、従来の西洋医学的観点
から見た栄養学の知見と、今回の東洋学的
な観点から見た薬効の評価がまったく異な
る理論から成り立っているからだと思われ
る。しかし、食品本来の持つ薬効は、現実
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る効能・効果の評価および HPLC を用い
た主成分分析は、漢方薬ほど医薬品的要素
は強くないものの、薬膳料理の日常的な摂
取により疾病の発生を予防しようとする
時、東洋医学と西洋医学の両観点から、そ
の妥当性さらには科学的根拠を与えるもの
であると考えている。
　特に今回の場合、RG から検討した結果
（東洋医学的観点）では、4 疾患すべてに
おいて作製した薬膳の RG は漢方薬の RG
と近似する結果が得られた。また、冷え性
の予防を目的として作成したウコンを用
いた薬膳から、HPLC を用いた化学分析に
よってその有効成分（クルクミンジ）が確
認されたことから、薬膳の効能・効果を西
洋医学の観点から実証していくことが可能
であると思われ、そのためには、今後さら
に各種の薬膳からの有効成分の分析を試み
ていく必要があると思われた。
Ⅴ　結　論
　今回、我々は女性の体を守り、女性特有
の悩みを改善することが期待できる 4 種の
疾患（貧血、冷え性、月経痛、便秘、）に
有効と思われる薬膳の効能効果に対する検
討を行った。
　これらの疾患の予防・改善について、そ
の効果・効能を東洋医学的観点から評価す
ることができるレーダーチャート（以下
RGと略す）を作成し、漢方薬と同様の効能・
効果が薬膳としても期待できるかを調べる
こととした。
　その結果、すべての疾患において、その
予防・改善効果があるとされる漢方薬の
RGに近似するものを認めることができた。
　また、ウコンを用いて作成した薬膳から、
HPLC を用いた化学分析によってその有効
成分であるクルクミンを確認することが可
能であった。
的には存在するものであるから、この点に
おける学問の発展が今後必要になってくる
と思われる。
5.　東洋医学と西洋医学の両観点から見た
薬膳の効能効果の検討
　日本の医学は明治時代に入ってから、オ
ランダから取り入れられた西洋医学により
近代的な医療へと発展してきた。西洋医学
の治療法は、検査により病気の原因を探り、
その原因を取り除いて病気を治療しようと
するものである。これに対して、東洋医学
では原因を取り除くことよりも、人間の体
にもともと備わっている恒常性・バランス
や自然治癒力・免疫力を重視し、その回復
を図る事（体質改善）により病気を治そう
とするものである 22）〜 26）。
　近年、西洋医学の手法を駆使しても原因
がつかめない肩こり、頭痛、腰痛さらには
女性特有の不定愁訴と呼ばれる慢性疾患が
増えてきているといわれている。
　そうした場合、原因究明のための検査は
近代医療の方法（CT スキャン、MRI、超
音波診断装置等）を使用しても、治療は漢
方をはじめとする東洋医学を利用する、い
わゆる東洋医学と西洋医学の総合診療を実
施する医療機関が増えてきている 22）〜 26）。
　漢方薬は数種類の生薬を組み合わせた医
薬品であり、患者の体質、症状、病気の進行
状況を把握した上で「証」に基づき投与され
るもので、西洋医学で用いられるいわゆる
医薬品（化学合成物質）に比べ、即効性と
いう面では劣るものの、副作用、誤用、薬
害等の面で安全であるとされている 22）〜 26）。
　ただ、残念ながら現在のところまだ漢方
薬の効能についての科学的根拠（EBM）は、
すべて解明されているわけではない。薬膳
に関しても、その解明はほとんどなされて
ない 22）〜 26）。
　今回検討を行った薬膳に対する RG によ
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読みを深めるための学生指導
―読書会方式の効果について―
梶谷　恵子※　片平　朋世※
Deeper Understanding of Students Guidance
― How to Interpret Throughout Practicing with each other ―
Keiko Kajitani and Tomoyo Katahira
　This study was designed to introduce the teaching method called "yomiai (a group 
of people mutually reading a book aloud)", a kind of reading club to improve university 
students’ reading ability and to verify its effect.  "Yomiai" was conducted for the third 
year students in their first semester.  They were in groups of three each and read a 
pre-selected children’s literature, spent a lot of time discussing the essence of the story, 
formed their opinions, and made a presentation later.  "Yomiai" was conducted twice. 
Then, 23 students in their third and fourth years were interviewed about their previous 
reading experience and "yomiai".
As a result, the following points were identified.  Although the students in either years 
did not have much reading experience, the third year students assumed the habit of 
reading a story repeatedly through "yomiai".  The fourth year students acquired the 
habit of reading a story many times and understand it, and then learned a basic skill to 
tell the story briefly and easily through "yomiai", and they realize that this experience 
has become the basis for writing a graduation thesis.  I believe this approach will 
contribute to the literacy improvement for students in university education.
Key words : student guidance; ability to read and comprehend; read each other’s
キーワード：読解力、読み合い、学生指導
※　本学人間生活学部児童学科
Ⅰ．はじめに
　文化学研究室では、絵本・昔話・物語・
子どもとメディアなどを中心に卒業研究を
行っている。そのような中、3 年生 1 期の
児童学演習Ⅰでは、本を読むことの楽しさ
を味わいながら読書力を高めて欲しいと願
い、あらかじめ教師が選んだ質のよい物語
を、学生一人につき 2 冊読むことを課して
いる。特に、2 冊目はかなりしっかりした
長編物語である。
　子どもにとって質のよい物語とはどうい
うものか、文化学研究室の前任者である脇
明子は「あとになって本離れする原因に
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に対する振り返りを行ったり、発表の工夫
につなげたりできることである。
　次に、課題として明らかになったことの
中から 4 つ紹介する。1 つ目は、物語を感
動的に味わった学生がどんなに素晴らしい
発表を行っても、実際にその物語を読んで
いない学生は感動を共有することができに
くいことである。2 つ目は、質のよい物語
を読めば各自の読書力と研究意欲は高まる
が、読みの深まりから見ると個人差が大き
いことである。3 つ目は、発表時の指導の
場が、その物語の感動を味わった一学生と
教師だけの学び合いに終始しがちになるこ
とである。4 つ目に、全員の発表を通して、魅
力ある物語に数多く出会うことはできるが、
自らに課せられた物語以外はどんなに魅力
的に感じた物語であっても、実際に読み味
わう行為にはつながりにくいことである。
　これらの課題を通して今回ねらいとした
ことは、学びを共有できる学生を増やし、
それによって他の学生にもその本を手に取
らせることである。そこで、2011 年度より、
3 人が同じ物語を読み意見交換し発表する
という新たな試みを開始した。2 年間は 3
人で読み合う体験は一人につき 1 回のみで
あったが、今年度（2013）は一人につき 2
回実践することができた。
　今年度、3 度目の取組を終えたが、見え
てきた成果は期待以上のものであった。期
待していた学生の姿としては、「友だちの
研究する作品に興味や関心をもち、発表や
教師のアドバイスを聞くために（文化学研
究室にはゼミが二つあるが）もう一方のゼ
ミにも参加する姿が見られる」「ゼミの仲
間意識がとても強くなっている」などで
あった。しかし、その他にも「一人一人が
物語を繰り返し読み返す姿が見られる」「同
じ物語を読んで、感想を語り合う姿が見ら
れる」等の効果があった。そこで、この方
法とこれらの効果との関係を理論的にも立
なったりしない本、つまり読む力を育てて
くれる本であるべき」1）と言っている。また、
「人間や世界について基本的に前向きの姿勢
を持つものであってほしい」2）とも言ってい
る。そして「とりわけ大事なのが、物語の
なかで大好きになれる大人に出会うこと」3）
であると説明している。これらをふまえて
選んだものを学生に課題図書として示した。
　さて、2 冊の物語を手にした学生の中に
は、これらの物語を完読できるかと不安に
なる者も多い。文化学研究室での卒業研究
を志した学生が、必ずしももともと読書家
であったとは言えないのである。特に外国
の児童文学作品は、登場人物の名前や時代
背景等になじみがなく、物語の世界に入り
込むまでに随分苦労するようである。しか
し、毎年この取組を繰り返すうちに、以下
のような成果とともにいくつかの課題が明
らかになってきた。
　まず、成果の代表的なものを3つ紹介する。
1 つ目は、読書の楽しさを味わい、読みに対
する自信をもつようになることである。長
編物語を読んだ経験が少なく物語の入口で
戸惑う学生も、質のよい物語を読むうちに、
その物語の中に見られる人間関係やその世
界観がつかめるようになる。すると、物語
の世界に入り込み、登場人物に感情移入し
て楽しむことができるのである。2 つ目に、
その物語を単なる解説ではなく、自分の言
葉で感動をもって紹介できるようになるこ
とである。物語の世界に入り込み、感動的
に味わうと、読んでいない人にもその魅力
が伝わるように紹介したくなる。そのため、
作者や時代背景、気づいたこと、発見した
こと、感動したこと、この物語を推薦した
い理由等、各自様々な視点を設けて 1 つの
作品を読み込んでいく。そして、1 度読んだ
だけでは気付かない多くの発見をするなど、
読みを深めていくのである。3 つ目に、仲間
の発表や教師の指導を受けて、自らの読み
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証したいと考えた。
　学生へのアンケートでは 3 人で行う読書
会のことを「読み合い」と表記したが、「読
み合い」は「読み聞かせ」の代替語として
使われることもあるので、本論文では「読
書会」または「読書会方式」とする。
Ⅱ．取組の方法
課題解決に向けた取組
　2011 年度より実施した、長編物語を読書
会方式で読ませて学生の学び合いを高める
ための試みは、次のような方法で実施した。
1  　あらかじめ教師が、質のよい物語を選
定しておく。この場合、学生 3 人が同じ
物語を読むこととする。
2  　教師がくじを作成する。同じ物語名
を 3 枚の紙に記す。学生が 15 名の場合、
物語は 5 作品となる。
3  　学生は、くじを引き自分に読むことを
義務づけられた物語名と読書会を行うメ
ンバーを知る。　
4  　学生は、各自物語を読み終えた後、自
主的に読書会を開く。会の開催回数は特
に指定していない。感動したところ、気
になったところ、好きな登場人物などの
意見を交換し合う。
5  　同じ物語を読み読書会を行った 3 人の
学生は、共同で発表準備を行う。
6  　同様に、協力してレジュメに基づき発
表を行う。
7  　後半 2 回目に当たる長編物語について
は、もう一度新たに前半 1 回目と同じ方
法でくじ引きをして、無作意に割り当て
られた物語を新たな仲間 2 人とともに読
書会をし、発表を行う。
　本年度在籍している 3 年生 9 名の読んだ
作品は、表 1－1、表 1－2 に示す通りである。
また、4 年生においては、昨年度 3 年生の
時のものを表 1－3 に示している。
3 人で読書会をすることの意味
　次に、なぜ読書会方式を 3 人単位で行う
ようにしたかについて述べる。
　まず、物語を共有する仲間は、1 人でも
多い方がよいと考えた。しかし、仲間が多
ければ多いほど効果的であるとは言えな
い。人数が多くなればなるほど、主体的に
話し合いに参加することができにくい学生
が増える危険性があると考えた。また、2
表1－1　3 年生第 1 回目   物語名と担当学生名
（学生名は、Ａ～Ｉとする）
表1－2　3 年生第 2 回目   物語名と担当学生名
（学生名は、Ａ～Ｉとする）
表1－3　4 年生　物語名と担当学生名
（学生名は、J ～ X とする）
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式で回答を求めた。
　学生へのインタビューによる聞き取り調
査は、児童学演習Ⅰの授業がすべて終了し
たのちに、3 年生 8 名（9 名中 1 名欠席）
を対象に実施した。
　第 2 回目の読書会を行ったメンバー 3 人
同時に、指導教員 2 名が質問する形式で行っ
た。質問の内容は、話し合った回数につい
て、話し合うまでに各自が行ったこと、話
し合いの内容、困ったこと、その解決方法、
の 5 項目について、話し合い毎に聞き取り
を行った。また、第 1 回目の読書会につい
ても同じ項目で聞き取りをした。最後に、
「他のグループの発表を受けて読みたいと
感じた物語があったか」について聞いた。
Ⅳ．結果と考察Ⅰ
―読書経験―
読書の理由
　両学年とも自分の楽しみのために読んだ
本をあげる学生が多かった。夏季休暇の課
題として課せられる読書感想文は毎年ある
はずだが、あまり印象には残っていないよ
うである。ただし、4 年生においては大学 1、
2 年生時代に課題や試験のために読んだ本
が多くあがっていた。
人では、主張の強い意見に流されたり、同
じ意見の場合には簡単に納得したりなど、
他の感じ方や考え方があることに気づく機
会や互いの意見を戦わせる機会が失われる
と考えた。
　そこで、昔から「三人寄れば文殊の知恵」
と言われることに加え、1 冊でも多くの物
語に出会う機会を与えるためにも、3 人で
の読書会を取り入れることにした。
Ⅲ．研究の方法
　前述したように、2011 年度より実施し
ている 3 人一組で読書会を行い、協力して
発表するという取り組みの方法と学生の変
容の姿に見られる成果との因果関係を理論
的に実証するために、学生へのアンケート
調査とインタビューによる聞き取り調査を
実施した。
　アンケート調査は、3・4 年生 23 名（24
名中 1 名未提出）を対象に実施した。そし
て、インタビューによる聞き取り調査は、
この読書会方式の体験後間もない 3 年生を
対象に実施した。
　調査項目は、はじめに、文化学研究室に
入るまでの学生の読書体験について調査し
た。小学校時代、中学校時代、高等学校時
代、大学 1・2 年生時代それぞれに読んだ
本の中から 5 冊を選び明記するよう指示し
た。次に、それぞれの本を読むきっかけに
ついて①自分の楽しみのために　②友達や
先生に勧められて　③読書感想文のために
④課題や試験のために　⑤その他　の 5 項
目から選び該当する番号を明記するよう指
示した。
　次に、文化学研究室に入り、児童学演習
Ⅰの授業で物語を 3 人で読み合ったことに
ついて、「1 人で読んだ時と 3 人で読み合っ
た時の違いについて」、「読み合い（読書会）
を経験した後、読みの姿勢や仲間関係など
に見られる変化について」、それぞれ記述
表2－1 （3 年生）　各時代ごとの読書経験Ⅰ
表2－2 （4年生）　各時代ごとの読書経験Ⅰ
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ような絵やまちがいさがし等のページが
入ったシリーズものも好んで読まれてい
る。
　次に、学生が最も多くあげていた「自分
の楽しみのために」読んだ本の中身につい
て分類をし、検証した（表 3－1、表 3－2）。
すると、小学生時代は児童文学作品が多数
を占めるが、中学生以上になると小説とい
う形をとっていても映像化された作品が多
いことがわかった。この「映像化された作
品」の中には児童文学作品も含まれる。
　その理由として考えられることは 2 つあ
げられる。1 つ目は映像化されると、マス
コミで宣伝され、その題名や物語の内容に
ついて情報を得る機会が増えるということ
である。本屋で選ぶ際も映画化されたもの
は店頭の目立つところに平積みされ、手に
取りやすくなる。また、テレビや雑誌等で
宣伝されることで、その物語が一種の流行
りになることがある。流行っているものな
ら手に取って読んでみたくなると思われ
る。2 つ目は映像化されているものの中に
は、「次はどうなるのか」と続きを期待さ
せるもの、また期待を裏切る意外な展開が
あるものが多いようである。たとえ荒唐無
稽な話であっても映像化した時に迫力ある
場面があれば、ある程度視聴者は満足感を
得られる。このことに関しては詳しく考察
すべきであるが、多少人物像につじつまが
合っていなくても先が気になる話の場合、
矛盾を感じることなく読めてしまう。もち
ろん、自分の楽しみのために読んだ本であ
るから、本の構成やつくり自体を検証した
り、批評的な目で見たりすることはないの
かもしれない。
　大学に入って 1 年次の必修科目「児童文
化論Ⅰ」の中に児童文学に関する講義があ
る。講義の中では児童文学作品の内容を紹
介されたり、ブックリストを配布されたり
しているが、3 年生では楽しみのために読
む本として児童文学作品はほとんどあがっ
ていない。ちなみに小学生時代は絵本や物
語といった児童文学作品が多いが、漫画の
楽しみのために読む本のジャンル
　中学生以上になると児童文学は子どもっ
ぽいという思い込みもあるのかもしれない
が、質のよい作品は大人でも十分読み応え
がある。例えば、古典の部類に入る冒険物
語『宝島』（スティーブンソン作）や時代
がかわっても変わらない家族のあたたかさ
を描いた『大きい森の小さな家』（ローラ・
インガルス・ワイルダー作）、少女の成長
を追うことで見えてくる人間の多面的な部
分や物語の背景にある戦争の影響等が丁寧
に描かれた『海の島』（アニカ・トール作）
等、決して子どもっぽいものばかりとは言
えない。しかし、出会う機会がなかったの
か 3 年生には読んだ学生はいなかった。も
ちろん、中学生以上になると大人の世界を
のぞきたいという思いから大人向けの本に
手を伸ばすのは当然の姿ともいえる。
　また、各時代 5 冊まであげるように指示
していたが、中学校時代以上では空欄があ
表3－1　各時代ごとの読書経験Ⅱ（3年生）
表3－2　各時代ごとの読書経験Ⅱ（4年生）
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によって、自分が言葉で表せなかったこと
が、すっと他の人の口から出てきて、そう
言いたかった！と感じることがあった」等
の意見がある。まだはっきり言語化できて
いない考えや思いが、仲間との話し合いに
よって次第に整理され、自分の言葉で語れ
るようになったのである。後者は、「読み
終えた後も本の内容を楽しめた」というも
のや、自分が気づかなかった点に友だちが
着目していることで、多くのおもしろさに
気づいて「よりいっそう読んだ本に愛着が
わいた」という意見がある。この 2 種類の
意見は 4 年生にのみ出て来たものである。
　なぜ 4 年生だけにこのような意見がでて
くるのだろうか。おそらくそれは、4 年生
は読書会の経験が 1 回だけであるにもかか
わらず、3 年生の時の読書会以降、一年の
間の積み重ねがあるからだと考えられる。
3 年生の後半からは卒業論文のテーマに
添った本を各自読み、発表を繰り返してい
る。その経験から読み直すことは当たり前
になっていると考えられる。また、もう一
方のゼミにも顔をだし、より多くの人の発
表を聞いていたので、「他の人とのちがい」
にはすでに気づいており、わざわざ記述し
なかったと考えられる。そこでちがいに気
づいただけでなく、もう一歩踏み込んで「自
身の読みが深まった」ことの方が印象深い
のであると思われる。読書会を行って間も
ない 3 年生の感想と、その後何冊も本を読
み他の人の意見も聞いている 4 年生とで
は、ちがいが出て当然ではある。4 年生に
のみ「読むことを楽しんだ」という意見が
出ているのは、3 人での読書会以降の各自
のゼミでの発表の経験も加わっていると考
えられる。また、4 年生の中には物語全体
についてもっと深い話をしたかったという
ものもあった。すでに卒業論文の執筆にあ
たっているからこそ当時を振り返るとその
ような意見が出てきたとも考えられる。
る学生が、3 年生は 8 名中 5 名、4 年生は
15 名中 8 名いた。
　以上のことから、文化学研究室に入る学
生が児童文学を自らの楽しみとして読んで
きたわけではないことがいえる。
Ⅴ．結果と考察Ⅱ
―3 人で読書会をすることの効果―
一人で読んだときとのちがいについて（3 年生）
　3 年生の場合は、話し合いの際に意見を
出し合うので、着目点や解釈のちがい等「他
の人とのちがいに気づいた」という意見が
多かった。注目すべきは「自身の読みが深
まった」と感じた学生も同じくらい多かっ
たことである。このうち同じ記述の中に「読
み直すきっかけになった」という記述が含
まれているものもあった。後で述べるが、
実は読み直す習慣がなかった学生が多かっ
たことがインタビューからわかった。1 人
で読んでいると、読み飛ばしてしまうとこ
ろも、話し合っていると他の学生がとりあ
げることがある。すると、本当にそうだろ
うかと読み直し考え直すという行動をする
ようになったのである。好きな場面や登場
人物について考えたことが同じだった、そ
れぞれの意見を共有した等「共有する喜び
を経験した」学生もいた。
一人で読んだときとのちがいについて（4 年生）
　4 年生の場合は、3 年生にはない意見が
2 種類あった。「自分の考えが明確になっ
た」、「読むことを楽しんだ」である。前者
の中には「話しているうちに自分の中で感
想が思い出されていく」や「人に話すこと
表4－1　読み合いを通してⅠ（3 年生）
―一人で読んだときとのちがいについて―
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なり、読みが深まっていたのである。そし
て、読み返すことが今後の卒業論文執筆に
対して大きな力になっていくものと思われ
る。
　仲間関係についてであるが、くじ引きで
選ばれたメンバーであり、それまではほと
んど話をしていなかった相手もいた。これ
から紹介する事例は、特に記載がない場
合、2 回目の読書会のものであることをこ
とわっておく。読書会についてのインタ
ビューの結果と考察の所で詳しく述べる
が、読書会のメンバーについて、授業態度
だけを見ていた時と印象が変わったと言う
学生もいる。
　発表することへの意識の変化も見られ
る。先に 3 人でそれぞれの意見や思いを語
り合っているので、共感し合ったところは
他の人にも「伝えたい」という気持ちが強
くなっていると考えられる。自分だけの考
えではないので自信を持って発言できると
いうこともあるだろう。
読書会を通して感じた自身の変化（3 年生）
　3 年生の記述について、その後のインタ
ビューから見えてきた読書会の事例も盛り
込みながら、考察してみる。記述は「読み
について」「仲間関係について」「発表、発
言について」の 3 項目に分けられた。（表
5－1）
　筆者は、学生が物語を分析していくため
にも読み返す姿勢は当然必要であると考え
ていたが、ここで自身の変化としてあがっ
てきているということは、それまでは読み
返す習慣がなかったということである。し
かし、話し合いの中で互いの解釈のちがい
を知り、それがきっかけで読み返すように
表5－1　読み合いを通してⅡ（3 年生）―自身の変化について
表4－2　読み合いを通してⅠ（4 年生）
―一人で読んだときとのちがいについて―
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に思って発表したとしても、教師のアドバ
イスや解説を聞くとそこで納得してしま
い、それ以上考えたり何度も読み返したり
することもなかったかもしれない。あと
の 2 人にしても疑問に思わなかったのだか
ら、そのまま他の考え方があることを知ら
ず深く考えることはなかったであろう。話
し合いの場だけでなく、他の時間にも同じ
物語について話し合ったということは、す
でに発表のための集まりではなくなってい
たということを示している。形だけを整え
るならば、多少疑問があったとしても多数
の意見を発表用のレジュメに載せればよ
い。そして、その箇所は疑問を持たなかっ
た人が発表すればよい。しかし、そうせず
納得いくまで読み返し、話し合ったことで、
やっとその物語が描こうとしていたことに
自ら気づいたのである。あきらめなかった
学生も感心だが、その話を会うたびに何度
も聞かされ共に考えた 2 人もなかなかであ
る。何度も質問することができたのは、同
じ物語を読み合ったことと、それについて
共感し合えることがたくさんあったからで
はないだろうか。
　この読み合いを実施するきっかけとなっ
たことの 1 つに、発表後の指導の場がその
物語の感動を味わった一学生と教師だけの
学び合いに始終しがちであるということを
最初に述べた。しかしこの事例から、少な
くとも一緒に読み合ったこの 3 人は深く物
語を読み、その感動をわかちあい、学び合
いの場とすることができたと考える。
　もう 1 つ興味深い事例がある。そのグ
ループが読み合ったのは、第 2 次世界大戦
時、ナチスの迫害から逃れウィーンからス
ウェーデンにやってきた姉妹が周りの人と
心を通わせ成長していく様を描いた『海の
島』という物語である。話し合いの場で、
主人公につらくあたる同級生とその親の関
係について意見がでた。その同級生は、読
　もちろん、話し合いの中でいつも意見が
一致したわけではない。次の例は第 1 回目
に読み合った事例である。19 世紀後半の
アメリカ中西部開拓民の暮らしぶりを少女
ローラの目から生き生きと描いた物語『大
きな森の小さな家』を読み合ったグループ
では次のようなことがあった。厳しい冬が
来る前に、父親が狩りに出かけ鹿の親子を
見つけたが殺さなかったという結末に、1 人
だけ納得できない学生がいた。彼女は 3 日
間同じ個所を読み返し、大学内でグループ
のメンバーに会えばその話を繰り返したと
いう。物語の冒頭では冬の間の厳しい生活
について描かれており、ローラ一家は苦労
して知恵をしぼって乗り切ったことがわか
る。そして季節はめぐり、また次の冬が来
る前に父親が鹿の親子を見つけるのだが、
それは殺さない。ある学生はこれからまた
厳しい冬が来るのに、その鹿を備蓄してお
かなくていいのか、一家は大丈夫なのかと
不安になったのである。しかし、あとの 2
人は不安を抱かずにあたたかい家族物語と
して読み終えていた。その学生は納得でき
ず何度も読み返し、2 人と話し合った。物
語の最後は、父親が鹿を殺さずに帰ってき
たことを娘ローラたちに話すと、ローラた
ちは殺さないでいてくれてよかったと言う。
その後家族の団らんの場面があり、安心し
て満ち足りた気持ちで床に就くところで終
わっている。疑問を持っていた学生は、そ
の部分だけでなく、初めから何度も読み返
した。すると、冒頭で描かれている安心で
きる家の様子がしめくくりでも描かれてい
ることに気付いた。そこから、鹿を仕留め
なくても大丈夫だろうという他の 2 人の意
見に納得し、また「あたたかい部屋」とい
う言葉もただ温度のことだけではなかった
ということも改めてわかったと言っていた。
　1 人で読むだけだと、この学生はそこま
で考えなかったかもしれない。また、疑問
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合いが学生の成長に少なからず役立ったと
言えよう。
読書会を通して感じた自身の変化（4 年生）
　4 年生の場合、3 年生でもあがっていた
項目に加えて「今につながること」がある
（表 5－2）。ここに分類した記述の中には、
3 年生のようにただ「他のグループの人に
読んでほしいと思った」というだけでなく、
実際本をすすめたり、今読んでいる本につ
いて話したり、行動を起こしたことを記述
した学生がいた。これは 1 年前を振り返っ
たからこそ出て来た記述だと思う。本につ
いての話が日常の中で自然にできるように
なったことや、他の人が読んでいるものは
読んでみようと思うようになったことなど
は、3 年生の時の読書会が影響していると
感じているのである。これらのことを「仲
間関係について」の項目に分類しなかった
のは、読み合い直後のことではないからで
ある。読書会の後だけ仲間意識が強くなっ
たのではなく、それが 4 年生になった今で
も続いているのである。これは 3 年生にも
期待したい姿である。
　次に、3 年生のインタビューから見えて
来た学生の育ち合いが顕著だった事例を丁
寧にみてみることにする。
Ⅵ．結果と考察Ⅲ
―読書会での学生同士の育ちあいの様相―
3 年生のインタビュ 『ークレスカ 15 歳　冬
の終わりに』の事例より
　「物語を読んだ感動を共有する」と何度
か書いているが、発表の時の学生の様子と
重ね合わせてインタビュー時の内容を聞く
と、この事例がまさにそうだといえる。
　読書会で使用した本は『クレスカ 15 歳
冬の終わりに』（マウゴジャタ・ムシェロ
ヴィチ作）である。ワレサ率いる連帯運動
が弾圧され、戒厳令下におかれたポーラン
者から見ると主人公をいじめるので好感が
もてず、加害者として見える。しかし 3 人
は、その子も雑貨店を営む父親に甘やかさ
れており、善悪や人とのかかわり方、人の
ぬくもり等を教えてもらっていない点で
は、被害者であると考えた。しかし、発表
の際にはそのことを取り上げることはしな
かった。ところが、この場面について教師
が同じ趣旨の解説を行った。その時、3 人
は「あの解釈は合っていた」と喜びを共有
したのである。このことは、インタビュー
を行ったことで発覚したのであるが、その
聞き取りの際に 3 人は顔をほころばせて教
えてくれた。これは、今後 1 人で発表を行っ
ていく上での自信につながると考えられ
る。自らの意見は伝えてみる価値があると
前向きになれたのではないか。別の例では、
第 1 回目の読書会では、まだメンバーとほ
とんど話したこともなかったのでかなり緊
張していた学生のことがあげられる。丁寧
に読み込んで、意見も言えるように準備し
て臨んだ話し合いでは、思いのほかメン
バーが相槌を打ちながら聞いてくれて、共
感し合うことが多くそれが少し自信になっ
た。しかし、第 1 回目の読み合いで緊張が
ほぐれたわけではなく、第 2 回目はまたメ
ンバーもかわり、本もかわるのでまた緊張
感が戻ってきたのである。そこで、3 人で
話し合うまでに自分の意見をまとめるのは
もちろん、話し合いのきっかけも考えて臨
んだ。すると、緊張はしていたが共感し合
うことも多く、他の 2 人に熱心に聞いても
らえて安心したと語っていた。その学生は、
この第 2 回目の読み合いで驚くことにまと
め役になっていた。印象に残った箇所を 3
人分色分けした付箋をはり整理したり、次
回の話し合いまでに意見をまとめて書き出
して持参したりと念入りに準備したのであ
る。途中言葉がつまってしまった仲間を
そっと励ます様子も見られた。2 回の読み
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なるまで、少しがまんして読まなくてはい
けない。しばらく読み進むといろいろな出
来事がつながり、登場人物の内面を推し量
ることが可能になってくる。
　このグループが読書会を行った回数は、
5 回であり、他のグループに比べ多いと言
える。（他の 2 グループは 2 回と 3 回）
　この読書会での初回の集まりは、都合に
より F さんと H さんのみの出席となった。
I さんは予定が合わず 1 回目から欠席だっ
たが、それが功を奏した事例でもある。
　I さんは 1 回目の話し合いに欠席せざる
をえなかったため、読みにくい本だと感じ
たが全部読み切った。気になるところには
付箋をはり、そこに思ったことを一言書き
ドが舞台のリアリズムである。その激動の
時代を背景に、思春期の若者をとりまくさ
まざまな人間模様が描かれた作品である。
恋愛、友情、家族の問題等、学生にとって
も身近なテーマが多く盛り込まれている。
　この作品には、次の 3 点の特徴がある。
①　登場人物が多いこと
②　 ポーランドの物語なので、聞きなれな
い名前が多いこと
③　謎の少女の存在があること
　以上 3 つの特徴がこの作品の読みにくさ
につながっていると考えられる。
　特に、物語の核ともなる謎の少女は、偽
名を使い他人の家に突然入ってきて食事を
ねだる。その行為の理由や正体が明らかに
表5－2　読み合いを通してⅡ（4 年生）―自身の変化について
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た。再び本を借りようとしたとき、I さん
が借りていると知った。I さんは、次に F
さんが借りることがわかったので、本来な
らばすべてはがすべき付箋をあえてそのま
まにして返却した。I さんが一言書いた付
箋が何枚も貼られている本を借りた F さ
んは、「なぜこんなことを書いているのか」
と気になったが、それが励みになり複雑な
人間関係や覚えにくい名前にも挫折するこ
となく、読み進めることができた。「もう
少しがんばって読んだら、絶対おもしろく
なる」という I さんの言葉とともに、付箋
に書かれた言葉の意味がわかり、また続き
を読んでいった。そして、F さんは , これ
らの付箋を見て、今まで真面目だという
印象しかなかった I さんのユーモアに気付
き、おもしろい人だと感じた。そして、自
分が感じたことを付箋に記し、I さんの付
箋に重ねてはっていった。
　2 回目の話し合いでは、F さんと H さん
が、1 回目には見ないようにした I さんの
メモと相関図を初めて目にした。また、自
分の本にはった付箋の多さに驚いた H さ
んは、3 回目の話し合いまでに、人物や出
来事など本当に心に残ったことだけにしぼ
り整理した。
　3 回目の話し合いでは、「大量に出た意
見」に戸惑い、3 人はそれをどうしぼるか
に頭を悩ませた。
　4、5 回目の話し合いでは、発表を時間（30
分程度）内におさめるには、どこにどのく
らい時間をかけて、どこをけずるかについ
て話し合った。全員一致で大切だと共通理
解したところを手分けして発表するだけで
なく、一人一人が大切だ（みんなに伝いた
い）と感じたところは、それぞれが発表す
ることにした。
　しかし、3 人が用意したレジュメは、内
容が濃く、分量も多かったため、他のグ
ループとの兼ね合いも考慮した教師側の判
添えながら読んだ。一方FさんとHさんは、
1 回目の話し合いまでに読み終えることが
できなかった。後述するが、実はこれも 3
人の読書会における仲間関係の変化に影響
している。
　前述したこの作品の 3 点の特徴により、
I さんも読みにくさを感じたが、1 回目の
話し合いに参加できないことを申し訳なく
思っていたため、なんとか読み通そうと工
夫した。その工夫とは、出てくる登場人物
の相関図の作成である。特徴①と②の両方
の問題を解消するために、初めて思いつい
たのである。まずは、覚えにくい登場人物
の名前を書き込みながら読み進んだ。I さ
んは、1 回目の話し合いまでに、H さんに
その相関図と心に残ったところを書き出し
たメモ（それぞれの項目にページ数も記入
したもの）を渡した。一方 F さんは、謎
の少女の存在が気になり読んでも物語が頭
に入ってこなくなり、読み進めることがで
きなくなってしまった。H さんは、登場人
物の多さに「どうしよう、読めないかも」
と不安になっていた。結局 1 回目の話し合
いでは、読み終えていない F さんと H さ
んが集まることになった。I さんから相関
図と印象に残ったことが書かれたメモは渡
されていたが、2 人はあえて見ないことを
選択し、読み終えていないことを I さんに
伝えた。メモと相関図を I さんにいったん
返す時、I さんは「もう少しがんばって読
んだら、絶対おもしろくなる」と、2 人に
伝え励ました。
　I さんの励ましを受けて、2 人は 2 回目
の話し合いに向けて読み進めることにし
た。H さんは、中古で本を購入し、心に
残ったところに付箋をはったり、強く印象
に残ったところや自分の思い等を書き出し
たりしながら読んだ。
　F さんは、大学図書館で借りた本の期限
が来たため、物語の途中であったが返却し
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さんが記した付箋は、F さんの I さんに対
する印象をも変えており、自分より先に読
んでいた I さんへの敬意だけでなく、彼女
に対する親しみを増す役割を果している。
このように、その後の読書会での 3 人の関
係性を深めるきっかけともなっている。
　発表については、まず言いたいことがた
くさんあって、それを厳選するという作業
を行ったことが評価できる。発表のための
話し合いだけに終わらなかったということ
である。まだこの作品を読んでいない人に
伝えたいという思いから、相関図を作り直
して配布資料に加えた工夫は、他の学生に
もわかりやすいものとなっていた。
　主人公が同世代ということもあり、その
恋愛事情にはかなり共感していたようだっ
た。主人公の目線から他の登場人物を見て
いた。物語を考察する際には、客観的な見
方も必要だが、その前にまず登場人物に共
感する主観的な読み方をする必要がある。
共感するからこそ、文章で書かれていない
主人公の思いや行動の意味がわかるのであ
る。また偶然ではあるが、発表が 1 週間延
びた分、「早くみんなにも伝えたい」とい
う思いが強まったと考えられる。
　他のグループも、1 回目の話し合いまで
に読み終えることができていない人が、何
人もいた。話し合いの場があるから読める
ものでもないことがわかった。期限がある
だけでは読めない。しかし、この事例のよ
うに、仲間の励ましと視覚的に訴える目印
は、見通しを持って読むことの助けとなっ
ていた。
　インタビューを 3 人一緒に行ったことも
意味があったと思われる。話し合いの内容
やお互いの様子を思い出しやすいというこ
とがある。また、このようにして思い出す
ことで、記憶に残りやすくなる。インタ
ビューに答えながら、当時の苦労を楽しそ
うに語り合うグループもあった。4 年生の
断で、1 週間先に延期することになった。
　実際の発表では、作品の時代背景の説明
を行い、3 人で作り直した詳しい相関図等
も活用した。登場人物についても、行動を
抜き出して考察するだけでなく、服装や色
彩等の与える効果についても言及した。同
世代の主人公たちの恋愛模様については、
終始笑顔で身振り手振りを加えて話し、読
書会で盛り上がった様子を伝えた。
　この事例からは、次のことが考えられる。
　読み終える前に I さんからあらすじや感
想等を聞かなかったことで、F さんと H
さんは、それぞれ自分の意見を持つことが
できたと思われる。
　2 回目の話し合いの時には、I さんが言
うおもしろさがわかった 2 人は、読み終え
た満足感とお互いの意見を伝え合いたい思
いで臨んだ。
　H さんは、まだ読んでいないところを知
りたくないという気持ちが強かったため、
I さんの付箋がついた本を手にしたのが F
さんだったという偶然は、幸いであったと
いえる。
　この作品は、3 人ともに読みにくいと感
じたが、読みにくい本がすべていけないと
いうわけではない。読みにくい部分を越え
ればおもしろい本だからこそ、1 人でなく
3 人で読み合うのに適していると言える。
そして、乗り越えて最後まで読み通したこ
とが、むしろ力になる。すぐに理解できな
くても、少しずつ整理しながら辛抱して読
めばおもしろくなってくるという見通しが
つくのである。
　読みにくい本であっても、Ｉさんが取り
入れた相関図があることで、登場人物につ
いて話す際に、3 人で共通理解をし、話が
進めやすかったと思われる。
　I さんの付箋は、人に見せようと思って
書いたものではない。最初に読んだときの
素直な感想を記しただけである。また、I
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に、子どもの姿や家族の姿が描かれている
ものを選んだ。主人公の年齢が低く、家族
を中心に描かれているものの場合、場面や
登場人物もさほど多くなく、展開も複雑で
はない。時代背景も、さほど気にしなくて
いい場合が多い。第 2 回目は、読み合いに
も慣れたと予測し、もう少しテーマの重い
もの、読み応えのあるもの、複雑な人間関
係や展開のあるものを選んだ。それが読む
力を伸ばしたものもあるが、今年度の 3 年
生が読んだ『太陽の戦士』（ローズマリ・
サトクリフ作）のように、学生にとってな
じみのない時代の話（青銅器時代）で、現
実の生活とあまりにもかけはなれているも
のの場合、3 人とも読み込めないというこ
とがあった。そうなると、発表もあらすじ
を追う程度になってしまった。しかし、だ
からといってこの物語が学生に不向きだと
は言えない。同じものを扱って卒業論文を
立派に書き上げている学生もいるからであ
る。この読書会をきっかけに、同じものに
再度挑戦しようとするかもしれない。一概
に、学生になじみがない時代背景のものは
読書会に向かないと断言は出来ない。ただ
し、メンバーをくじ引きで選ぶため、それ
までの読書経験や読解力等によっては難し
いようである。そのような場合には、物語
の割当から発表までの期間を長くとるなど
の考慮も必要であると考える。加えて、選
書も内容や難易度等、目の前の学生のこと
を考慮しながら行っていきたい。
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女子大学生における生活習慣病に関する研究
―インスリン抵抗性の実態―
北村　弥生※・中西　裕美子※
A Study of Lifestyle-related Diseases of Female College Students : 
Actual Condition of Insulin Resistance
Yayoi Kitamura and Yumiko Nakanishi
　The purpose of this study was to explore the lifestyle-related disease prevention 
measures of female college students by investigating the actual condition of insulin 
resistance. The insulin resistance indexes were blood insulin, HOMA-R, and blood leptin. 
11（32.4%） of the students were over HOMA-R value than the reference value. One 
student （2.9%） is suspected of insulin resistance. Body fat percentage showed a high 
positive correlation with blood insulin （r=0.453, p<0.01）, HOMA-R （r=0.471, p<0.01）, 
and blood leptin （r=0.750, p<0.01）. There was no correlation between nutrient intake 
and blood insulin, HOMA-R, and leptin.
　This study indicated that sufficiently knowing one’s own current body situation 
and recognizing abnormalities such as insulin resistance would lead to the primary 
prevention of lifestyle-related diseases.
Key words : female college students, lifestyle-related diseases, insulin resistance
キーワード：女子大学生、生活習慣病、インスリン抵抗性
※　本学人間生活学部食品栄養学科
緒　言
　若年期の食習慣が、将来の生活習慣病発
症へ多大な影響を与えることは容易に推測
されることである。そのため、より早い時
期から食生活の改善に努め、正しい食習慣
を身につけることは一次予防の観点からも
重要な課題である。
　平成 22 年国民健康・栄養調査において
20−29 歳女性の肥満の割合は 7.5％、やせ
の割合は 29.0％となった 1）。肥満者におい
て、腹囲、血液検査、血圧などで基準値か
ら外れた値を示す場合においては、検査結
果をうけての自己認識の契機、もしくは他
者からの食生活改善へ向けた介入を受ける
機会を得ることは可能である。しかし、若
年期においては、肥満者でも血液検査や血
圧などで基準範囲内の値を示す場合もあ
り、生活習慣病に対する切迫感が薄いのが
現状であろう。一方、やせの者は近年のや
せ志向風潮の強まりから、やせの自己体型
をやせと認めない誤った自己認識により、
77
ネルギー消費増強に作用し本来体脂肪を減
少させる方向へ機能する 7）。また、レプチ
ンのインスリン抵抗性改善作用も注目され
ている 8）。
　本研究は、血中インスリン、HOMA-R、
血中レプチンをインスリン抵抗性指標と
し、身体計測値、血液検査、栄養素等摂取
量の関連性を検討することにより、女子大
学生の生活習慣病予防対策とした健康教育
の一助とすることを目的とする。
方　法
1．対象者
　本学食品栄養学科 3 年生に口頭および文
書でインフォームドコンセントを行い、同
意の得られた 34 名（女性）を対象者として、
平成 22 年 11 月に身体計測、血液検査を実
施した。対象者とした 34 名すべて（100％）
を解析対象とした。
2．測定項目
（1）身体測定
　測定当日に対象者の身長、体重、体脂肪
率、基礎代謝量、BMI、腹囲を計測した。
身長は立位測定とし、0.1㎝単位で 1 回の
み測定した。体重、体脂肪率、基礎代謝
量は体組成計（BC−612, タニタ社製）を
用いて 0.1 kg 単位、0.1％単位、1 kcal 単
位でそれぞれ測定した。その際、着衣分
の重量として 1 kg を体重から差し引いた。
BMI は体重（kg）を立位身長（m）の二
乗で除することにより、小数第 1 位まで算
出した。腹囲は立位で軽く息を吐いた時の
臍の高さ（立位臍高位）を、メジャーを用
いて小数第 1 位までを 1 回のみ測定した。
（2）血圧
　身体測定日に同時に収縮期血圧・拡張
期血圧を測定した。収縮期血圧・拡張期
血圧は、デジタル自動血圧計（HEM−762, 
食生活改善に目を向け難い傾向があること
は否定できない。やせに伴う骨密度の低下、
鉄欠乏状態は骨粗鬆症、鉄欠乏性貧血とし
て近い将来健康に支障を及ぼす大きな要因
である 2，3）。このような現状を考慮した場
合、低出生体重児出生率の増加 4）、子ども
の将来の生活習慣病リスクを高めることな
ど、次世代へ与える影響も多大である。
　したがって、若年期において自らの食生
活を見つめ直す機会を得て正しい食習慣に
近づけることは肥満者、やせの者はもちろ
ん現在適正体重圏内である者にとっても大
変重要なことである。国においても、平成
25 年度から「健康日本 21（第 2 次）」を推
進し、生活習慣病予防へ向けた新たなス
テージを迎えている 5）。
　生活習慣病予防対策として、喫煙、糖尿
病、高血圧、メタボリック症候群、高コレ
ステロール血症などのリスク回避、あるい
は早期改善が望まれる。本研究では特に、
耐糖能低下に焦点を当てることとした。
　生体が健常な状態では、食事をすると速
やかにインスリンが分泌され、ブドウ糖が
組織に取り込まれることにより、円滑な血
糖調節がなされている。ところが、インス
リンは正常に分泌されているが、その作用
が効きにくいというインスリン抵抗性を生
体が示す場合、または、インスリン分泌に
障害があり、さらに肥満によるインスリ
ン抵抗性が加わる場合、血糖調節は乱れ
高血糖状態を生じる。この状態が続くと
いずれ糖尿病を招くこととなる。インス
リン分泌能やインスリン抵抗性は HOMA
指数をもとに推定することが可能である。
HOMA-R はインスリン抵抗性を推定する
簡便な指標となる。
　レプチンは平成 8 年（1996 年）に脂肪
組織から発見されたホルモンである 6）。脂
肪組織から分泌されたレプチンは主に視床
下部の食欲中枢に働きかけ、食欲抑制とエ
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取量・栄養素摂取量を推定する調査方法で
ある。解答方法はすべて自記式とし、身体
測定と同日に FFQg 調査票を配付し、後
日回収した。
3．統計処理
　解析には統計ソフト SPSS for Windows 
（Ver.15.0 J）を用い、連続変数の平均値の
差は t-検定、各因子相互の関連について
は Pearson の相関係数の算出と検定を行っ
た。カテゴリー変数は x2 検定を行った。
有意差の基準は p<0.05 として判定した。
4．倫理的配慮
　本研究は、ノートルダム清心女子大学研
究倫理審査委員会の承認を得たものである。
結　果
1−1．身体測定値
　対象者の年齢・身長・体重・体脂肪率・
基礎代謝量・BMI・腹囲・血圧と平成 22
年国民健康・栄養調査（以下、国民健康・
栄養調査）20−29 歳女性の結果を表 1 に
OMRON社製）を用いて左右2回ずつ測定し、
その平均値とした。
（3）血液生化学検査
　血液検査は、採血日前日 21 時以降を水・
茶以外絶食とし早朝空腹時採血を行った。
血液生化学検査の項目は、白血球数、赤血
球数、ヘモグロビン、ヘマトクリット、血
小板数、MCV、MCH、MCHC、中性脂肪、
HDL- コレステロール（以下、HDL-C）、
LDL- コ レ ス テ ロ ー ル（ 以 下、LDL-C）、
HbA1c （NGSP 値）、血糖、インスリン、
HOMA-R、レプチンであった。すべての
分析は岡山医学検査センターに委託した。
（4）食物摂取頻度調査（FFQg）
　エクセル栄養君食物摂取頻度調査 FFQg 
Ver.2.0（以下、FFQg）票および FFQg 食
習慣アンケートを用いた。FFQg は食品群
分類に基づく 29 の食品グループと 10 種類
の調理法から構成される調査票により、最
近 1 〜 2 ヶ月程度のうちの１週間を単位と
した食物摂取量と摂取頻度から食品群別摂
表 1　対象者の特徴
表 2　対象者の BMI（kg/㎡）と体脂肪率（％）の分類
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える者はいなかった。
腹囲身長比は 0.44±0.04 であり、内臓脂肪
型肥満とされる 0.5 以上の者は 3 名（8.8％）
であった。
　基礎代謝量は 1153±119 kcal/日であっ
た。
1−2．血圧
　血圧は、収縮期血圧 114±8 mmHg、拡
張期血圧 73±7 mmHg であり、これは国
民健康・栄養調査による 20−29 歳女性の
収縮期血圧 107.8±9.3 mmHg、拡張期血
圧 67.1±8.4 mmHg に比べいずれもやや高
かった。
　また、高血圧治療ガイドライン 2009 年
版に定める正常高値血圧者（収縮期血圧
130 〜 139 mmHg、または拡張期血圧 85
〜 89 mmHg） は 4 名（11.8%） で あ り、
高血圧者はいなかった。これは国民健康・
栄養調査による 20−29 歳女性の正常高値
血圧者 2.5％、Ⅰ度高血圧者 0%、Ⅱ度高血
圧者 0.8% に比べ、正常高値血圧者が多い
傾向がみられた。
示す。
　 対 象 者 は 年 齢 20.6±0.5 歳（ 平 均 値±
SD）、 身 長・ 体 重 157.3±5.5 cm、49.6±
7.6 kg、BMI 20.0±2.6 kg/㎡であった。国
民健康・栄養調査における 20−29 歳女性
の平均 158.1±5.4 cm、51.0±9.0 kg、BMI 
20.4±3.2 kg/㎡に比較するといずれも若干
低い傾向ではあるがほぼ同程度であった。
BMI から、やせの者（＜ 18.5 kg/㎡）は 8
名（23.5%）、肥満者（≧ 25.0 kg/㎡）は 3
名（8.8%）であり、国民健康・栄養調査に
よる 20−29 歳女性のやせの者 29.0%、肥
満者 7.5% に比べ、やせの割合が低く、肥
満の割合がやや高かった。
　体脂肪率は 26.3±5.2％であり、やせの
者（＜ 20％）は 2 名（5.9％）、軽度肥満者
（≧ 30, ＜ 35％）は 8 名（23.5％）、肥満者（≧
35％）は 1 名（2.9％）であった。BMI 25 
kg/㎡未満であり体脂肪率 30％以上である
いわゆる隠れ肥満の者は 6 名（17.6％）で
あった（表 2）。
　腹囲は 69.0±6.8 cm であり、メタボリッ
クシンドロームの基準である 90 cm を超
表 3　対象者の血液検査結果
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　HOMA-R は 1.4±0.6 であり、基準値を超
える者は 11 名（32.4%）であり、その内 2.5
以上のインスリン抵抗性の疑われるものは
1 名（2.9%）であった。明らかなインスリン
抵抗性とされる 4.0 以上の者はいなかった。
　レプチン値は 8.3±5.5 ng/ml であり、基
準範囲未満は 1 名（2.9%）、基準範囲以上
は 2 名（5.9%）であった。
1−4．食物摂取頻度調査（FFQg） 
　対象者の FFQg の結果、日本人の食事
摂取基準2010年版18−29歳女性の指標（推
定量・推奨量・目安量・目標量）、国民健
康・栄養調査 20−29 歳女性平均摂取量を
表 4 に示す。
　本研究の対象者の栄養素等摂取量は、国
民健康・栄養調査 20−29 歳女性に比較す
るとビタミン D の摂取量に多い傾向がみ
られ、ビタミン C の摂取量に少ない傾向
がみられたが、栄養素等摂取量はほぼ同世
代におけるそれと同程度であった。
1−3．血液生化学検査値
　対象者の血液生化学検査値と国民健康・
栄養調査20−29歳女性の結果を表3に示す。
　対象者の赤血球数は 459±34 万 /µl であ
り、基準範囲以上は12名（35.3％）であった。
　ヘモグロビンは 13.5±1.0 g/dl であり、
基準範囲未満は 2 名（5.9%）、12.0 g/dl 未
満の貧血の者は 3 名（8.8％）であった。
　TG は 70±22 mg/dl であり、基準範囲
以上の者はいなかった。
　HDL-C は 73±14 mg/dl であり、基準値
未満の者はいなかった。
　LDL-C は 108±27 mg/dl であり、基準
範囲以上の脂質異常症に該当する者は 4 名
（11.8%）であった。
　HbA1c （NGSP 値）は 5.0±0.2％であり、
対象者全員基準範囲内であった。
　空腹時血糖値は 82±7 mg/dl であり、
正常高値の者は 1 名（2.9％）であった。
　インスリン値は 7±3 µU/ml であり、基
準範囲未満は 9 名（26.5%）、基準範囲以上
は 7 名（20.6%）であった。
表 4　食事摂取頻度調査（FFQg）結果
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BMI （r=0.592, p<0.01）、体脂肪率（r=0.471, 
p<0.01）、腹囲身長比（r=0.456, p<0.01）、血
糖（r=0.558, p<0.01）、 レ プ チ ン（r=0.690, 
p<0.01）と強い正の相関を示し、HDL-C 
（r=−0.436, p<0.01）と強い負の相関を示し
た。レプチンは、体重（r=0.834, p<0.01）、
BMI （r=0.869, p<0.01）、体脂肪率（r=0.750, 
p<0.01）、基礎代謝（r=0.688, p<0.01） 、腹
囲（r=0.776, p<0.01）、腹囲身長比（r=0.739, 
p<0.01）、血糖（r=0.484, p<0.01）、と強い正
の相関を示した。
　食事摂取基準の指標に対し、対象者のエ
ネルギー、カリウム、カルシウム、マグネ
シウム、リン、鉄、亜鉛、レチノール当量、
ビタミン B1、B2、B6、葉酸、パントテン酸、
ビタミン C、コレステロール、食物繊維は
充足率を満たしていなかった。特に、カル
シウム、マグネシウム、鉄、コレステロー
ル、食物繊維において著しい不足がみられ
た（図 1）。
　また、脂質エネルギー比率（％）は、基
準値を若干超えていた。これは対象者の食
事が脂質割合の高い傾向であったことを示
しており、国民健康・栄養調査 20−29 歳
女性に比較しても脂質の割合は多い傾向で
あった。
2−1． インスリン、HOMA-R、レプチンと身
体測定値・血液生化学検査値との相関
　インスリン、HOMA-R、レプチンと身
体測定値・血液生化学検査値との相関を表
5、図 2 に示す。
　インスリンは、BMI （r=0.575, p<0.01）、
体 脂 肪 率（r=0.453, p<0.01）、 レ プ チ ン
（r=0.649, p<0.01）、と強い正の相関を示し、
HDL-C （r=−0.465, p<0.01）と強い負の相
関を示した。
　HOMA-R は、 体 重（r=0.467, p<0.01）、
図 1　日本人の食事摂取基準（2010 年版）指数に対する充足率
表 5　インスリン、HOMA-R、レプチンと他の相関
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　対象者の身体的特徴、血液生化学的特徴
は、国民健康・栄養調査 20−29 歳女性と
ほぼ同等であるといえる。
　血中インスリン、HOMA-R、血中レプ
チンのいずれとも高い正の相関を示した因
子は、体脂肪率であった。このことは、女
子大学生において体脂肪率の上昇が高イン
スリン血症、インスリン抵抗性、高レプチ
ン血症を発症もしくは促進する可能性を示
唆している。
　高インスリン血症とは、インスリンの働
きが悪い状態であるインスリン抵抗性に
よって生じる高血糖を抑えるため、インス
リンが過剰に分泌されている状態を指す。
今回、血中インスリンが基準値を超えてい
る者は 7 名（20.6％）、HOMA-R が基準値
を超えている者は 11 名（32.4%）であり、
インスリン抵抗性の疑われるものは 1 名
（2.9%）であった。明らかなインスリン抵
抗性である者はいなかったが、適正体重で
あっても体脂肪率が高い場合、または高い
状態を維持し続ける場合において、インス
リン抵抗性を招き、結果として高インスリ
2−2． インスリン、HOMA-R、レプチンと
栄養素等摂取量との相関
　インスリン、HOMA-R、レプチンと栄
養素等摂取量との相関を表 6 に示す。
　インスリン、HOMA-R、レプチンと栄
養素等摂取量に明らかな相関は認められな
かった。
考　察
　今回我々は、血中インスリン、HOMA-R、
血中レプチンをインスリン抵抗性指標と
し、身体計測値、血液検査、栄養素等摂取
量の関連性を検討することにより、女子大
学生の生活習慣病予防対策とした健康教育
の一助とすることを目的として調査研究を
行った。
図 2　体脂肪率とインスリン、HOMA-R、レプチンの関係
表 6   インスリン、HOMA-R、レプチンと栄養素等摂取量との相関
83
者は 4 名であったが、いずれも高 LDL 血
症であり、低 HDL-C 血症および高 TG 血
症に該当する者はいなかった。
　一方、インスリン、HOMA-R、レプチ
ンと栄養素等摂取量との相関は認められ
ず、インスリン抵抗性と栄養素摂取量との
関連性を見出すことはできなかった。しか
しながら、FFQg の結果、対象者のカルシ
ウム、マグネシウム、鉄、コレステロール、
食物繊維には著しい摂取不足がみられ、国
民健康・栄養調査 20−29 歳女性の結果と
同様の傾向であった。また、エネルギー不
足も重要な問題であり、これは直接的に「や
せ」の要因となるのみならず、栄養素摂
取バランスの不均衡をもたらす 12）。現に、
対象者の脂質エネルギー比率は基準値を超
えており、脂質過多の食事を少量とること
により日々の熱量を満たしていると推察で
きる。朝食、昼食などは時間的、経済的理
由から単品で済ませてしまう可能性が考え
られ、夕食のみで栄養素を充足させること
は困難であり、本研究においてもこのよう
な状況が、栄養素不足に多分に影響してい
るのではないかと推察する。
　本研究の対象者には、明らかなインスリ
ン抵抗性を示すものはいなかったが、イン
スリン抵抗性、レプチン抵抗性が疑われる
ものが既にみられた。さらに、カルシウム、
マグネシウム、鉄、コレステロール、食物
繊維の顕著な不足や、基準値を超える脂質
エネルギー比率といった食生活を考慮する
と、今後、生活習慣病予防には、現状に即
した食習慣の早期改善に取組むことが必要
であろう。体重、体脂肪率、腹囲身長比を
定期的に測定し、現在の自己身体状況を十
分に把握すること、および、インスリン抵
抗性などの異常を軽微な段階から認識する
ことは、生活習慣改善などの行動変容のた
めのモチベーションを維持し、疾病の一次
予防につながるものと考えられる。
ン血症となる可能性も危惧される。
　また、脂肪細胞より分泌されるホルモン
であるレプチンは、主に視床下部において
摂食抑制に作用し、さらにエネルギー消費
を亢進させることによって、体脂肪量を減
少させる 7）。したがって体脂肪量に比例し
て血中レプチンは上昇する 9）。しかし、肥
満者において血中レプチンが高値を示すこ
とは、その作用を妨げるレプチン抵抗性に
よる作用不足の状態にあることが考えられ
る。本研究において、レプチンと体脂肪率
とは強い正の相関を示している。血中レプ
チンの基準範囲を超えている者はすでにレ
プチン抵抗性を生じている可能性が考えら
れる。また、若年女性の「隠れ肥満」者で
はすでに代謝異常としてリポ蛋白パターン
の悪化とレプチン抵抗性の増加が存在する
との報告もある 10）。本研究対象者の隠れ
肥満の者 6 名（17.6％）においても、レプ
チン抵抗性を生じているか、もしくは今後
生じる可能性が否定できず、体脂肪率を考
慮した体組成バランス調整への早急な対応
の必要性が示唆される。
　HOMA-R、レプチンにおいて、体脂肪
率とともに高い正の相関を示した因子は、
体重、腹囲身長比、血糖であったことか
ら、インスリン抵抗性の程度を簡易的に把
握するためには、体重、体脂肪率、腹囲身
長比を総合的に考慮する必要性が示唆され
た。体重、体脂肪率、腹囲身長比は日ご
ろから簡便に測定することができる項目で
あり、定期的な自己管理が期待できる。20
歳からの体重増加は、高 BMI、高 TG、低
HDL、高血圧、高血糖の危険リスクが増え
るという報告からも 11）、若年期の自己管理
は生活習慣病予防対策として重要である。
　 イ ン ス リ ン、HOMA-R、 に お い て は
HDL-C と負の相関を示しており、HDL-C
とインスリン抵抗性の関連性が示唆され
た。本研究において脂質異常症に該当する
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　 〈http://www.mhlw.go.jp/toukei/saikin/
hw/jin kou/tokusyu/syussyo06/syussyo0.
html 〉
5） 健康日本 21（第二次）「国民の健康の増
進の総合的な推進を図るための基本的
な方針」
　 〈http ://www.mhlw.go . jp/bunya/
kenkou/dl/kenkounippon21_01.pdf 〉
6） Zhang, Y., Proenca, R., Maffei, M., 
Barone, M., Leopold, L. and Friedman, 
J.M., Nature, 372, 425-432 （1994）.
7） Friedman, J.M., Halaas, J.L., Nature, 
395, 763-770 （1998）.
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Satoh, N., Iwai,H., Inoue, G., Nishimura, 
H., Yoshimasa, Y., Nakao, K., Diabetes, 
48, 1615-1622 （1999）.
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10） 佐久間一郎，岸本憲明，石井好二郎， 
小林範子，千葉仁志，北畠顕：日本未病 
システム学会雑誌，9（2），282-284（2003）.
11） 西田友子，藤井千恵，榊原久孝：日
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要　約
　我々は、女子大学生の生活習慣病予
防 対 策 を 目 的 と し、 血 中 イ ン ス リ ン、
HOMA-R、血中レプチンをインスリン抵
抗性指標に、インスリン抵抗性の実態を調
査した。身体計測値、血液検査、栄養素等
摂取量との関連性を要約する。
1） HOMA-R が基準値を超えている者は 11
名（32.4%）であり、インスリン抵抗性の
疑われるものは 1 名（2.9%）であった。
2） 血中インスリン、HOMA-R、血中レプ
チンのいずれとも高い正の相関を示し
た因子は、体脂肪率であった。
3） インスリン、HOMA-R、レプチンと栄養
素等摂取量に相関は認められなかった。
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「洞察力」を引き出す算数的活動の考察
―1年「たし算（2）」，5年「整数」の授業実践を通して ―
杉能　道明※
Study of Mathematical Activities to draw "Insight"
Michiaki Sugino
　In the overall objectives of mathematics,there is the concept of "good perspectives". 
I think this means insight that draws a pupil's ability to think and express. The insight 
of the overall objectives of mathematics is the power that pupils can have the prospect 
of a result and a method of solution to a problem. I think that we can develop this 
power in the class while finding solutions to problems. In two mathematics classes, I 
considered if pupils could have "good perspectives" through mathematical activities.
 As a result, I found that it was important to devise mathematical activities that were 
easy to remember and solve, using already-learned material.
Key words : insight，ability to think and express，mathematical activities
キーワード：洞察力，思考力・表現力，算数的活動
※　本学人間生活学部児童学科
紀要 Vol. 38 No. 1（通巻第 59 号）85 〜 92（2014）
1．学力の主要な要素「思考力・表現力」
　平成 19 年の学校教育法改正により，学
力が法的に規定された。同法第 30 条第 2
項によると学力の主要な 3 つの要素は次の
通りである（表 1）。
表 1　学力の主要な 3 つの要素
　①基礎的・基本的な知識・技能の習得
　② 知識・技能を活用して課題を解決するた
めに必要な思考力・判断力・表現力等
　③学習意欲
　これら 3 つの学力の中でも，知識基盤社
会，グローバル化した社会を生き抜く子ど
もたちに求められる学力は，思考力・判断
力・表現力であると考える。知識基盤社会
だからといって，知識は普遍的なものでは
ない。今日の最新の知識・技能は明日古く
なっているかもしれない。最新の知識に保
つためには，陳腐化しないように常に更新
していく必要がある。変化に対応しながら
力強く生きていくためには，自分の頭で考
え，判断し，表現していく力が求められて
いる。これは，学校教育法が規定した「思
考力・判断力・表現力」に他ならない。
  本論文では，「思考力・判断力・表現力」
のことを，以後，判断力を思考力に含め，「思
考力・表現力」とする。
2．算数科の「洞察力」とは
　算数科の目標の中に「日常の事象につい
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が正しいことを説明していくこと
〇類推的に考える
　 似ている点をもとにして，ある事柄か
ら別の事柄を推し量って考えること
　以上のことから，考えの手がかりになる
既習事項や既有経験が思考力の基盤になる
ことが分かる。
（2）直観的に解決を見通す洞察
　問題解決の方法の中には，試行錯誤的に
考える方法に対して，直観的に解決を見通
す方法（洞察）がある。
　この考えは，ゲシュタルト心理学者の
W. ケーラーがチンパンジーの知恵試験にお
いて，特にその道具の使用を必要とする場面
での行動分析から見いだしたものである。こ
の実験では，檻内のチンパンジーが檻外の
バナナを取ろうと何回も手を伸ばすが失敗す
る。そして，檻内にあった棒切れを見た瞬間
に，これを使えば成功するという見通しを立
てた。チンパンジーは，初めから棒切れを道
具として捕らえていたわけではない。ある瞬
間の見通しによってバナナを取る道具として
再構成されたと考えられる。
　同じように考えると，算数科では，子ど
もが目的意識をもち，問題場面の構造や仕
組みを読み取ることで，問題解決の結果や
方法の見通しをもつことができると考えら
れる。そして，見通しが立てば，問題は簡
単に解決できる。
（3）洞察力と思考力・表現力とのつながり
　子どもの洞察力を引き出し，問題解決の
結果や方法の「見通し」をもつことができれ
ば，「自分の力でできそうだ」と問題解決へ
の意欲が高まり，既習事項をもとに考えを進
めていくことがしやすくなるのではないか。
　洞察力が自分で考え・表現することのき
っかけになる，つまり，思考力・表現力の
て見通しをもち筋道を立てて考え，表現す
る能力を育てる（下線筆者）」という言葉
がある。「見通し」という言葉は，算数科
で育成すべき思考力・表現力につながる「洞
察力」を指していると考える。
　「洞察」とは何か。広辞苑によると，「よ
く見通すこと。見抜くこと。」とある。本
論文では，算数科の「洞察力」を次のよう
に定義する（表 2）。
表 2　算数科「洞察力」の定義
問題解決の結果や方法の見通しをもつ
ことができる力
3．「洞察力」を引き出すために
　「洞察力」は問題解決型の授業の中で育
てることができると考える。しかしなが
ら，「考えろ考えろ」といくら励ましても，
子どもが問題を解決できるわけではない。
子どもが考えの手がかりをもっていなけれ
ば，「考える」ことはできないのではないか。
まず，子どもが「考える」ことについて考
察する。
（1）「考える」とは
　人が「考える」とき，今までにない全く
新しいことをひらめくことは珍しい。ほと
んどの場合，過去の既有経験や，今までに
獲得している知識・技能をもとに考えを進
めることが多い。その筋道立てた考え方に
は，次の 3 つがある（表 3）。
表 3　3 つの「考え方」
〇帰納的に考える
　幾つかの具体的な例に共通する
　一般的な事柄を見いだすこと
〇演繹的に考える
　 すでに正しいことが明らかになって
いる事柄を基にして別の新しい事柄
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　ここで，直角のない一般の三角形（教科
書の図形）を提示し，「この三角形の 3 つ
の角の和は何度でしょう。」と問いかけた。
多くの子どもが「180°だと思います。」と
いう発言に賛成したが，首をかしげて悩む
子どもや，「調べてみないと分かりません。」
という子どももいた。そこで，本時のめあ
てを「三角形の 3 つの角の和が 180°にな
るか調べよう。」と決めた。
　子どもは，分度器を使って角の大きさを
測って調べたり，ワークシートから三角形を
はさみで切り取って 3 つの角を 1 点に集めて
調べたりしながら，全員が 1 つ以上の方法
で 180°であることを見つけることができた。
〇授業の考察：
　算数的活動を工夫することで，多くの子
どもが「三角形の 3 つの角の和は 180°だ」
と結果の見通しをもつことができた。自力
解決にすぐに取りかかることができた子ど
もの姿や，全員が 1 つ以上の方法で確かめ
ることができたことから，算数的活動は有
効であったと考える。
②方法の見通しをもたせる場合
〇単元名：4 年「面積」
〇算数的活動の工夫㋑：
　数値を示していないＬ字型の複合図形の
面積を求める問題を提示し，その形の難し
さに焦点を当てることにより，「形を工夫
すればよいのではないか」と方法の見通し
をもちやすくする。
〇授業の展開の実際：
　まず，数値を示していないＬ字型の複合
図形（図 2）を提示し，「この図形の面積
は何㎠でしょう。」と問いかけた。子ども
は，長さが分からないことを指摘してきた
が，後から知らせることを約束し，「長さ
が分かったらすぐに面積が求められるか
な。」と更に問いかけた。
育成につながると考える。
　では，どのようにして，子どもに「見通
し」をもたせることができるのだろうか。
　既習事項を想起しやすい算数的活動を工
夫することで，子どもは問題解決への「見
通し」をもつことができるのではないか。
（4）見通しをもたせる算数的活動の例
①結果の見通しをもたせる場合
〇単元名：5 年「三角形・四角形の角」
〇算数的活動の工夫㋐：
　既知の三角形の 3 つの角の和から考える
活動にすることで，「三角形の 3 つの角の
和は 180°ではないか」と類推的に考えや
すくする。
〇授業の展開の実際：
　まず，教室にある一組の三角定規を示し，
「この三角定規の 3 つの角を合わせると何度
になるでしょう。」と問いかけた。子どもは，
既習事項を想起しながら，90°＋60°＋30°＝
180°，90°＋45°＋45°＝180°などとノートに
式を書きながら，和が 180°になることを確
かめた。次に，「正三角形の 3 つの角の和
はどうなるかな。」と問いかけると，60°×3
＝180°と求めることができた（図 1）。
A
B C
図 1　既知の三角形から取り上げる
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〇 繰り上がりのあるたし算を正確に手際よ
く計算することができる。　　　（技能）
〇 繰り上がりのある計算の仕方について理
解する。　　　　　　　　（知識・理解）
②指導計画
第一次　9＋4 などの計算
　第 1 時　 和が 10 をこえるたし算に気付
き，答えの見通しをもつ（本時）
　第 2 時　 被加数が 9 の場合の計算の仕方
（加数分解）
　第 3 時　 被加数が 8 の場合の計算の仕方
（加数分解）
　第 4 時　 被加数が 8，9 の場合の計算の
練習
　第 5 時　 被加数が 7 の場合の計算の仕方
（加数分解）と練習
第二次　3＋9 などの計算　　　　（2 時間）
第三次　計算カードを用いた計算練習
（5 時間）
③本時の目標
　8＋□にいろいろな数を入れて既習のた
し算を振り返る活動を通して，8＋3 など
の計算は答えが 10 をこえること，ブロッ
クを使って答えを確かめればよいことに気
付くことができる。
④授業の実際
指導の工夫①
　条件不足の問題を提示することで，
既習のたし算を想起しやすくする。
　挿絵（図 3）と条件不足の問題「ゆかさ
んとひろしくんはどんぐりをあつめました。
あわせてなんこになりますか。」を提示する
と，子どもたちは次のように発言してきた。
C1 　あつめたどんぐりが何個か分かりません。
C2 　3 こと 2 こだと思います。（どんぐりの
絵が途中で切れているのを見て発言。）
　子どもは「すぐには求められません。」「階
段のような形だから難しいです。」「長方形
や正方形ではないから難しいです。」など
と形の難しさについて口々に発言してき
た。こうして，子どもがこの形のままでは
すぐに面積をもとめることができないこと
に気付いてきたところで，本時のめあてを
「形を工夫して面積の求め方を考え説明し
よう。」と決めた。
　子どもは，2 つの長方形に分けたり，図
形の欠けた部分を埋めて大きな長方形に直
したりしながら，全員が 1 つ以上の考えを
もつことができた。
〇授業の考察：
　算数的活動を工夫することで，長方形や
正方形の求積公式や求積の仕方などの既習
事項を想起することができ，「このままで
は面積が求められないから何とか形を工夫
すればよい」と方法の見通しをもつことが
できたのではないか。全員が 1 つ以上の考
えをもつことができたことから，この算数
的活動は有効であったと考える。
4．授業の実践
　2 つの授業実践を考察する。
（1）単元名　1 年「たし算（2）」
①単元目標
〇 加数分解の方法のよさに気付き，進んで
繰り上がりのあるたし算をしようとす
る。　　　　　　　（関心・意欲・態度）
〇 繰り上がりのあるたし算の計算の仕方を
考え，加数分解の方法を説明することが
できる。　　　　　　（数学的な考え方）
図 2  数値を示していないＬ字型の複合図形の面積
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たえは 10 をこえるのかな。」と決めた。
　□に 0，1，2，3，4，0，3，などランダ
ムにいろいろな数字カードを置いていった
（図 4）。子どもたちは，10 ぴったりか 10
をこえるときには，手を挙げ，10 をこえな
いときには，首を振ることが正しくできた。
　「3 こと 2 こだったら，どんな式になるか
な。」と問いかけると。「3＋2 です。」「3 と
2 をあわせるからです。」と発言してきた。
　「あわせるというのを手でもできるか
な。」と問いかけると，子どもは，両手を
挙げて手をくっつける仕草をすることがで
きた。言葉だけでなく，合併のイメージも
もつことができていると判断できた。答え
も 5 と発言することができた。
　次に，「9 こと 1 こだったら，どんな式
になるかな。」と問いかけると，「9＋1 で
す。」「答えも分かります。10 です。」など
と答えることができた。
　こうして，条件不足の問題にいろいろな
数値を当てはめながら，たし算の式をつく
ったり，たし算になるわけを説明したり，
3＋2 や 9＋1 などの既習のたし算の答えを
出すことができた。
指導の工夫②
　8＋□の□にいろいろな数をあてはめ
る中で，答えが 10 をこえるのかどうか
予想する活動を取り入れることで，計
算結果の見通しをもちやすくする。
　「ゆかさんが 8 こ，ひろしくんが□こだ
ったら，何算になりますか。」と問いかけ，
8＋□になることが分かったところで，「8
＋□」と板書した。
　「（□に）数字のカードを 1 枚置くので，
答えが 10 をこえると思ったら，手を挙げ
ましょう。こえないと思ったら，首を振り
ましょう。」と問いかけ，本時のめあてを「こ
指導の工夫③
　8＋3 の答えが 10 をこえるわけを話し
合うことで，既習事項を根拠に見通し
をもちやすくする。
　□に 3 の数字カードを置き，8＋3 の式
をつくり，子どもたちが手を挙げて「10
をこえる」と判断したところで，「答えは
まだ出ていないのに，どうして 10 をこえ
ると思ったのかな？」と問いかけた。子ど
もは次のように発言してきた。
C3 　だって 8 と 2 で 10 だから，3 は 2 よ
り 1 こ上だからこえると思います。
C4 　同じです。
C5 　8と2で10だから，こえると思います。
C6 　8 は 10 になりたくて，2 をもらって
もまだ 1 あるからこえます。
C7 　8＋2 は 10 だけど，8＋3 は 11 になる
から，こえます。
C8 　8 と 2 で 10 だから，3 はあと 1 大き
いから答えは 11 です。
　子どもたちの発言から，「8 と 2 で 10 だ
から」と既習事項を根拠に答えの見通しを
もつことができたと考える。さらに，答え
が 11 だという発言も続いてきたので，「本
当に答えは 11 になるの？」「11 になるこ
とがよく分かるには，何を使ったらいいの
図 3　提示した挿絵
図 4　8＋□にいろいろな数をあてはめる活動
90
解決しようとする。（関心・意欲・態度）
〇 整数を偶数・奇数という観点から類別し
たり，倍数・約数という観点から考察し
たりすることができる。（数学的な考え方）
〇 整数を偶数と奇数に類別したり，倍数・
約数などを求めたりすることができる。
（技能）
〇 偶数・奇数の意味や倍数・約数，素数な
どの意味を理解し，整数の性質について
の理解を深める。　　　　（知識・理解）
②指導計画
第一次　 偶数・奇数の意味と整数の性質に
ついての動機付け　　　（1 時間）
第二次　 倍数と公倍数
　第 1 時　倍数の意味
　第 2 時　公倍数，最小公倍数の意味
　第 3 時　 公倍数の求め方の工夫，3 つの
数の公倍数
　第 4 時　倍数のもようづくり
　第 5 時　公倍数を使った問題解決（本時）
第三次　約数と公約数　　　　　（5 時間）
第四次　理解の確認　　　　　　（1 時間）
③本時の目標
　長方形のカードを敷き詰める算数的活動
を通して，公倍数の考えを活用すればよい
ことに気付き，問題解決の仕方を説明する
ことができる。
④授業の実際
指導の工夫④
　長方形のカードを敷き詰める算数的
活動を取り入れることで，題意をつか
みやすくし，公倍数の考えに目を向け
やすくする。
　問題「たて 6cm，横 8cm の長方形のタ
イルを，図のようにならべて，できるだ
け小さい正方形をつくりたいと思います。
かな？」と問いかけると，「算数ブロック
を使えばよいと思います。」という方法の
見通しも発言することができた。
　子どもは，結果や方法の見通しをもとに，
机の上に算数ブロックを出し，まず，皿の
上に 8 個とばらを 3 個置き，ばらの中のブ
ロック 2 個を皿の上に動かして 10 のかた
まりと 1 をつくり，答えは 11 になること
を確かめることができた（図 5）。答えを
一度出せたら終わり，ではなく，何度も「巻
き戻し」しながら，繰り返し答えを出すこ
とができた。また，10 のかたまりと 1 を
並べることで，「ぱっと見て答えが分かる」
よさにも気付くことができた。
⑤授業の考察
　本授業では，指導の工夫①②③を行った。
子どもの姿から，「8 ＋ 3 の答えは 10 をこ
える」という結果の見通しと，「算数ブロ
ックを使えば計算できる」という方法の見
通しをもつことができたと考える。以上の
ことから，指導の工夫①②③は有効であっ
たと考える。
　また，子どもの既習事項の定着も大切だ
と考える。本時では，特に，「8 と 2 で 10」
という既習事項と，「算数ブロックを使っ
てたし算をした」という既有経験が見通し
につながっていたと考える。
（2）単元名　5 年「整数」
①単元目標
〇 偶数・奇数，及び，倍数・約数の概念を
もとにして整数の性質を見出し，問題を
図 5　8＋3 の計算の仕方
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カードを縦に 4 枚，横に 3 枚並べて，正方
形の 1 辺の長さは 24cm と求めることがで
きた。「24 はどんな数かな」の問いかけに，
ノートには「6 と 8 の公倍数」という記述
があった。
○Ｂ児　図をかいて考える
　4 枚では正方形ができないと気付いたＢ
児は，ノートに図をかき始めた。縦 6cm，
横 8cm の長方形を図 6 の情景図のように
かいていき，正方形の 1 辺の長さは 24cm
と求めることができた。縦の 24cm のとこ
ろには，6 × 4 の式が，横の 24cm のとこ
ろには，8 × 3 の式が書かれていた。
○Ｃ児　倍数を書いて考える
　4 枚では正方形ができないと気付いたＣ
児は，長方形のカードを並べながら最小公
倍数を求めることに気付いたようである。
ノートに，8 の倍数を，「8，16，24」と書き，
その中の 6 の倍数である 24 に○をつける
ことで，正方形の 1 辺の長さを見つけるこ
とができた。この最小公倍数の簡潔な求め
方は前時の既習事項である。
　Ａ児，Ｂ児，Ｃ児の考えは，それぞれ公
倍数を活用する内面化の度合いは違う。具
体物→図→数と抽象度が上がることから，
Ａ児→Ｂ児→Ｃ児の順に内面化が進んでい
ると考えられる。この後の話し合いでは，
この順に 3 つの考えを取り上げ，話し合っ
た。共通点に目を向けることで，「正方形
の 1 辺の長さが 24cm であること」「6 と 8
の最小公倍数を求めればよいこと」「手際
のよい求め方はＣ児の倍数を書いて考える
方法であること」が共有できた。さらに，
適用題を解くことで，倍数を書いて考える
ことのよさに気付くことができた。
⑤授業の考察
　本授業では，指導の工夫④⑤を行った。
子どもの姿から，長方形のカードを並べる
1 辺の長さは，何 cm になりますか。」と
情景図（図 6）を提示し，「長方形をなら
べて正方形をつくること」「長方形の縦は
6cm，横は 8cm であること」を確認した。
　続いて，縦 6cm，横 8cm の長方形のカ
ードを各自に 4 枚ずつ配布し，「問題に合
うように並べてみよう。」と問いかけると，
机の上に同じ向きに並べる姿が見られた。
子どもから「長方形のカードが足りない。」
というつぶやきが聞こえてきた。
　「正方形の 1 辺の長さを求めること」を
確認し，概ね題意がつかめたところで，本
時のめあてを「正方形の 1 辺の長さが何
cm になるか考えて，説明しよう。」と決
めた。
指導の工夫⑤
　今までに学習したことを使って考え
てみようと助言することで，既習事項
に目を向けやすくする。
　「今までに学習したことを使って考えて
みよう。」と助言した。
　子どもは，次の 3 種類の方法を考えてきた。
○Ａ児　長方形を敷き詰めて考える
　4 枚では正方形ができないと気づいたＡ
児は，担任のところに行き，更に多くの長
方形のカードを受け取ると，机の上にカー
ドを並べて考える姿が見られた。長方形の
図 6　長方形のタイルを並べる情景図
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察から読み取ることができるのではないか。
　1 年「たし算（2）」の授業では，子ども
の発言から，結果や方法の見通しをもつこ
とができたと考える。しかしながら，5 年
「整数」の授業では，方法の見通しをもつ
ことができたと考えるが，「公倍数の考え」
の見通しをもてたかどうか判断することは
できなかった。
　子どもが「見通し」をもつことができた
かどうか，子どもの「洞察力」は育成でき
たのかどうか，判断することは難しい。し
かしながら，子どもに育成すべき思考力・
表現力につながると考えられるこの力をつ
けていく大切さを改めて感じ取ることがで
きた。
　今後も，子どもが「見通し」をもつ過程
に着目し，どんな支援が必要か探っていき
たい。　
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算数的活動は，題意をつかむのに有効であ
ったと考える。ほぼ全員がＡ児，Ｂ児，Ｃ
児のどれかの考えをもつことができ，正方
形の 1 辺の長さを求めることができてい
た。
　ただ，全員が「公倍数を使えばよい」と
いう方法の見通しをもつことができていた
かどうかは明らかではない。公倍数の考え
を使って考えたのか，長方形のカードを並
べることで答えを出し，その数を振り返る
ことで公倍数の考えに気付いたのか，話し
合いや適用題を通して公倍数の考えに気付
いたのかは，判断できなかった。
　公倍数は，本単元の第二次で 4 時間をか
けて学習してきた内容である。本時までに
学習してきた公倍数の意味理解が既習事項
となって，本時の問題解決につながってい
る。本時のような活用場面では特に，既習
事項の確実な習得が基盤となることが分
かった。
5．成果と課題
　算数科の 2 つの授業実践を通して，子ど
もが「見通し」をもつことができる算数的
活動の工夫を考察した。
　その結果，解決に必要な既習事項の定着
が大切であること，既習事項を想起しやす
い算数的活動を工夫することが大切である
ことが明らかになった。
　子どもが「見通し」をもつことができた
かどうかを読み取ることは難しい。子ども
の頭の中の考えであるからだ。しかしなが
ら，「見通し」をもった後の子どもの姿の観
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保育の計画を立案することの意味
―保育の専門性と実践の観点から―
西　隆太朗※・伊藤美保子※
Making Plans in Childcare: from the Viewpoint of Professionalism and Practice
Ryutaro Nishi and Mihoko Ito
　The Japanese national guideline for childcare centers was revised in 2008 with its 
strong emphasis on the need for the PDCA cycle. The role of planning and documentation 
is stressed more than ever. In this climate we must reexamine what planning really 
is in childcare, as caring is a spontaneous act that cannot be fully planned. From 
the viewpoint of legitimate peripheral participation and reflective practice, the child 
caretakers should make plans while listening carefully to children and learning 
open-mindedly from what happens unexpectedly in the actual practice. Plans made 
beforehand can be seen as resources for the practice, and it can be useful to enrich the 
plans afterward with findings from the practice.
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1．保育所保育指針の改訂と保育計画
　2008 年に改訂された保育所保育指針で
は、園全体の「保育計画」を「保育課程」
に改め、上位の計画として位置づけたこと
に示されるように、保育や保育計画の構造
化・体系化が強調されるようになった。保
育所保育指針解説書では、「保育の実践に
おいて組織性及び計画性をより一層高め、
保育所保育の全体的な構造を明確にするこ
とが必要」（厚生労働省，2008，p.119）と
され、計画・評価を体系的に実践する必要
性が随所に述べられている。
　しかし、このような構造化・体系化をあ
まりに教条主義的に受け止めてしまうと、
保育が成り立たなくなってしまう。解説書
にも、「計画性のある保育とは、一貫性と
柔軟性を尊重した保育」だと述べられてい
る（同書，p.118）。しかし、「計画性をよ
り一層高め」ながら、「柔軟性を尊重」す
る保育とは、どのようなものだろうか。そ
れを言葉だけでなく、日々の保育の中でい
かに実践するかが重要になってくるだろ
う。
　これに伴い、現場の保育者の間でも、指
導案の書き方が改めて問われることが増え
てきたように思われる。もともと保育園に
おいては、園全体で連携しながら保育の計
画と実践をおこなってきた歴史があるわけ
だから、今回の改訂においてこれだけ計画
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2．保育者の専門性と保育計画
（1） 保育者の意図性と子どもの主体性
　保育の営みは、計画し尽くすことができ
ないと述べた。計画は保育者の意図によっ
て創られるが、その対象は一人ひとり主体
性を持った子ども達である。保育者の意図
性と、子ども達の主体性は、ともすれば矛
盾する。計画に固執すれば子ども達の主体
性が抑えつけられるが、無計画では保育が
成り立たない。一見子ども自身が意欲的で
あるかのように見えて、保育者が陰に陽に
子どもを「動かして」いることもありうる。
　倉橋（1936）は、「させる保育」でもな
く、さりとて放任でもなく、子どもの自発
的な心の動きが保育者の準備と自然につな
がっていく誘導保育を提唱したが、その倉
橋が、子どもの自発性と保育者の意図との
関係を、さまざまに行きつ戻りつ語ったこ
とは、この問題の本質的な難しさを反映し
ているように思われる。鯨岡・鯨岡（2004）
が関係発達の観点から述べたように、保育
の中で子どもの思いを受け止めることと、
大人の思いを伝えることとは、両者の「非
常に複雑な係わり合い」の中で進められる
ものであり、単純に割り切ることができな
い。この問題は、保育の中の古くて新しい
問題であり、ここですべてを扱うことはで
きないが、こうした問題が背景にあること
を踏まえて、保育の計画を検討していく必
要があるだろう。
（2） 保育者の専門性― 子どもに耳を傾け
ること
　保育の計画は目標達成のための計画とは
異なると述べたが、それは生きた人間とか
かわる職業としての保育が持つ専門性に
依っている。保育の仕事は、「予め綿密に
作られた設計図を実現してゆく」ようなも
のではない（津守，1964，p.32）。保育の
性が強調されると、かえって当惑を招くと
ころもないとは言えない。しかし、指針が
改訂されたからといって、保育の中身が様
変わりするわけではないから、指導案の書
き方も、根本においては変わらないはずで
ある。現場での問いの背景にはさまざまな
要因がありうるが、新たな指針をきっかけ
に、保育における計画の本来的な意義につ
いて、改めて考えていく必要があるのでは
ないだろうか。
　保育の計画は、一般に「計画」という言
葉から思い浮かべられるように、ステップ
を踏んで明確な目標を達成するというよう
なものとは、異なる性質を持っている。生
きた人間を相手にし、生活をともにする保
育の営みは、あらかじめ計画しつくすこと
ができない。遊びの中の楽しみや友達との
関係、保育者との信頼関係など、保育の中
で大切なこと、心動かされることは、予定
通りにではなく、むしろ思いもかけないよ
うなきっかけから生まれ、育まれていくの
である。保育者は日々念入りな準備を行っ
て保育に臨んでいるが、実際に子ども達と
一日を過ごしてみれば、予想していた以上
の喜びや成長が体験される。
　本研究では、こうした生きた営みとして
の保育における「計画」を立案することの
意味について、検討していきたい。このよ
うな検討は、保育の持つ専門性を踏まえて
おこなわれねばならない。また、保育計画
が実践に即したものであることからは、保
育実践の経験に根差した検討がなされるこ
とが必要であろう。保育計画や指導案につ
いては、「書き方」の指南書は数多くある
ものの、なぜそう書くのか、どう保育に生
かすべきものなのかを問う研究は、後に挙
げるものを除いてほとんどなされていない
のが現状であり、実践と研究を結びつけて
いくことには意義があると考えられる注 1）。
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のつど浮かび上がってくるというよう
な意味で、「資源になる」という場合
である（佐伯，1997，pp.53−54，傍
点は原著者による）。
　実践者の専門性について論じたこれらの
研究が示すように、保育の一日は、あらか
じめ計画しつくされるものではないし、ま
たそうされるべきでもない。計画は、子ど
も達の主体性が生かされるように準備され
るものであり、保育者にとって明日の保育
のイメージを深めるためのものだと言える
だろう。実際の保育の中では、計画に含ま
れないもの、その時々に起こってくる事態
や、子ども達の自発的な遊びや創造性を受
け止め、応えていくことが重要になるし、
そのことによって計画は調整されていくの
である。
　津守（1958）は子どもの活動が発展する
過程を、「子どもが自ら意図や目標を感じ
ること」「子どもの意図や目標を満足させ
るような材料があたえられること」「基礎
的技術の習得」「遊びの体験を具体化させ
るための基礎的経験をつむこと」「多角的
な遊び」の 5 つの段階によって描いている。
このような観点から、子どもの活動を思い
描いていくことは、子どもの主体性を含み
こんだ保育をイメージし、計画していくう
えでの助けになるであろう。
　保育者は、既存の知識を絶対とすること
なく、その日、その時の子ども達に耳を傾
け、応えていく存在である。計画も、固定
的に捉えられることなく、実際の保育の中
で、子ども達と新しく出会う中で修正され
ていくものである。先に保育者の意図性と
子どもの主体性の問題について触れたが、
どちらを重んじるべきか概念的に論じて
も、答えは出ないだろう。概念上の問題と
してではなく、実践の専門性という観点か
ら考えれば、子どもに耳を傾ける相互的な
計画には、あらかじめ決めておけない未知
の可能性が必ず含まれている。「教師によっ
てひかれたレールの上を子どもが走るので
はなく、子どもが毎日の問題ととりくみな
がら、未知の世界に向って歩みを進めてゆ
く、その歩みを支えるものが、教師の教育
計画である」（津守，1964，p.33）。こう津
守が指摘するように、保育の日々は、保育
者ばかりでなく、一人ひとり異なる個性と
意志を持った子どもたちとともに、新たに
創り上げていくものなのである。
　近年では、保育者の仕事は、既存の知識
を適用する「技術的合理性」とは異なる、「省
察的実践者」としての専門性を持つことが、
広く認められてきている。D.A.ショーン
（2007）は、省察的実践者としての教師に
とって、計画は固定的なものではなく、子
どもに深く耳を傾けてそのときどきの調整
を可能にするものでなければならないと述
べた。このことは、津守が早くから指摘し
てきたことと重なっている。
　同様に佐伯は、保育における計画が「あ
らかじめ想定された目的を達成する」ため
の「予測―実行」とは異なり、保育者にとっ
ての計画は「資源（リソース）」と捉えら
れるべきものであることを指摘している。
　　 　第一に「計画」はどんなに緻密に立
てたとしても、実際にその場で行う行
為系列を表すものではない。第二に、
人はその場に臨んだときは、使えるも
のは何でも使い、これまでの経験で「身
体化した」（いちいち内省しないでも
状況に適切に対応できるべく熟達化し
た）技能にゆだねた対応をする。第三
に、その場合、先の「計画」が有効に
働くのは、たとえば、「少なくともあ
そこに行けばなんとかなる」とか、「あ
れだけはちゃんとやっておかないと、
あとが困る」というようなことが、そ
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このような子どもへの評価姿勢が短期の計
画にまで及んだとすれば、解説書の言う「短
期的な結果を重視したり、子どもの活動が
特別な知識・能力の習得に偏ることがない
よう留意する」（厚生労働省，2008，p.18）
という保育とは、矛盾するものになってし
まうだろう。計画性に過剰にとらわれるな
ら、こうした視野狭窄を招く危険性がある
ことを、十分に認識しておく必要があると
思われる。
　だからといって、保育者が自己評価をお
こなっていないわけではない。自己評価は、
一日の終わりに、計画に書かれたねらいと
内容に沿って検証されるだけではない。そ
れよりも、保育の中の一瞬一瞬に、子ども
達に耳を傾け、応えていく中で、保育者は
自らを振り返っているのである。子ども達
が見せてくれる表情や言葉、遊びの展開、
子ども達からのかかわりがどんな風か、保
育者は感じ取りながら、自らのかかわりや、
保育の捉え方を、よりふさわしいものへと
変えていく。こうした「行為の中の省察」
（Schön，1983）は、自然と自己評価や、計
画の見直しにもつながっていくであろう。
それが保育という専門性の実際である。し
たがって、自己評価においても、計画は固
定した評価基準として見られるのではな
く、実践の中での保育者の省察に開かれた
ものと考えられるべきであろう。
3．保育者の実践と保育計画
（1） ねらいを超えて子どもは育つ
　保育の計画は、「予測―実行」型の計画
とは異なるものであり、それが保育の本質
や保育者の専門性に根差した違いであるこ
とを示してきた。次に、保育者の実践の観
点から、保育計画の活かし方について、よ
り実際的に考察する。
　すでに述べてきたように、保育者が丁寧
に計画を立てていたとしても、そのねらい
かかわりの中で、保育者も子どもも変わり
ゆくものと見ることができるし、そのかか
わりを具体的に考えていくことこそが重要
だと言える。
（3） 「計画―評価」を超えて
　指針が強調しているように、計画を立て、
自己評価することも保育の専門性を高める
ものではあるが、それだけでなく、ここで
の観点からはむしろ、計画を超えた事態を
受け止め、保育の中に生かしていくところ
にこそ、保育の専門性があると言えるだろ
う。保育者は、「多くの未知の不安定に直
面して、予期しなかった要素を心の中に包
含してゆくことのできる広い度量を必要と
している」（津守，1964，p.31）。前者のよ
うな「計画―評価」だけを重んじるとき、
後者のような「未知に向かって歩む」側面
―人間の発達体験は、そのような性質を本
来的に持っている―は、ともすれば見失わ
れかねない。
　たとえば、保育所保育指針解説書は、自
己評価には「子どもの育ちをとらえる視点」
と「自らの保育をとらえる視点」の二つが
含まれるとした上で、子どもの育ちをとら
える視点からは、「発達の特性とその過程
を踏まえ、ねらいと内容の達成状況を評
価」するべきだと述べている（p.143）。こ
の記述は、ねらいと内容が評価基準として
固定的なものだという誤解を招かないだろ
うか。保育の中では子ども達は、予定され
たねらいを超えて成長していくのが常だか
ら、ねらいや内容を超えて保育を理解する
視点も、保育者は持っていなければならな
いだろう。
　また、ねらいは子どもにとって望ましい
体験を示すわけだから、その「達成状況を
評価」するなら、「自己評価」の名目のも
とに、実際には子どもを評価していること
になっているのではないだろうか。もし、
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気づくことが必要であろう。一日の終わり
に振り返ってみれば、その活動の中で、初
めのねらいばかりでなく、多くの学びや成
長が見られたことに気づかされる。それは、
事前には予測することのできない性質のね
らいが、活動の中に内在していたと考える
ことができる。
　つまり、最初に立てた計画がすべてでは
ないし、それを達成したかどうかだけが問
題なわけでもない。それよりも、子どもと
ともに創り出した保育から、その意義を振
り返って発見していくことが重要であろ
う。ねらいは、事前に立てられるだけでな
く、子どもの活動からも見いだされる。こ
のような捉え方が、子どもに耳を傾けなが
ら計画を立て、実践するということにつな
がっていく。
　その日の保育から見いだされた発見を、
後から書き足していけば、保育の計画が、
そして明日の保育が豊かにされていくであ
ろう。保育の計画は、実践と省察によって
完成するものである。事前に完成するもの
ではなく、明日の実践に開かれている。そ
して、省察はさらに次の日の計画を触発し、
上位の計画の見直しにもつながっていく。
保育実践の立場からは、計画はこのように
生かされるものと捉えられる。そのことが、
実際に意味のある計画を立てながら、柔軟
性を取り入れる保育につながるであろう。
（3） 保育の計画を書くということ
　保育の計画については、保育の実践者の
立場から書き方を考えていくことが必要だ
と考えられる。とくに週案・日案などの、
実践に直結する短期の計画は、保育者が保
育に臨み、その実践を共有するための資源
として書かれるものであり、単なる書類と
してではなく、保育者自身にとって意義あ
るものであることが第一に求められるであ
ろう。
がそのままに実現されるというようなこと
は、起こらない。むしろ、子ども達は保育
者がねらいとした以上のものを達成した
り、学んでいくのである。
「正統的周辺参加（legitimate peripheral 
participation）」の概念によって、学びの
概念を関係性から捉えなおした著者の一人
である Wenger は、次のように述べている。
　　 　学びと教えとは、初めから直結して
いるわけではない。教えられなくて
も、多くのことが学ばれうる。実際、
学びの起こらない教えが行われている
場合は、いくらも見つかるであろう。
教えと学びとが実践の中で結びつけら
れていけば、それらは、原因・結果
としてではなくて、資源と意味の探求
によってつながるのである（Wenger, 
1998）。
　学ぶこと、育つことの実際から考えてみ
ると、「ねらいを持って保育すること」と「子
どもの育ち」は、原因−結果の関係にある
とは限らない。つまり、「こう育ってほしい」
と保育しても、その通りに育つわけではな
い。指導することと、子どもの特定の成長
は、「原因−結果」では捉えられない。当
たり前のことのように思えるが、保育・教
育の計画においては、どこかそのことが見
失われがちなように思われる。
（2） 子どもの活動から見いだされるもの
としてのねらい
　保育者があるねらいを持って活動を行っ
たとしても、子ども達はそれを遥かに超え
て、豊かな体験や発見をし、それを通して
成長していく姿を見せてくれる。保育者は、
計画が達成されたかどうかだけでなく、そ
の計画に支えられた活動を通して、子ども
達がどれだけ豊かな体験をしているのかに
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から始めて、その時々にふさわしいねらい
を言語化することもできる。それが子ども
の姿に即したものであるなら、上位の計画
とも自然と結びつくものになるであろう。
　保育の計画は、保育者が実践にあたる上
で、もっとも身近な資源の一つである。し
たがって、保育を実践する者としての専門
性と経験に根差した形で書かれ、活かされ
るべきであろう。これまで保育の専門性の
性質について述べてきたが、その中身や色
合いは一人ひとりの保育者によって異なっ
ている。したがって、計画の書き方につい
ても、何か絶対的なものがあるのではなく、
先に示した日案の例のように、その保育者
の実践が生きるように、保育者自身が主体
的に考えていくものであり、書きやすく、
共有しやすい形をそれぞれに工夫していく
ものであろう。
　計画は、保育を共有する役割も持ってい
る。日々の省察によって深められた計画が
共有されることで、園全体の計画も見直さ
れ、豊かにされていくであろう。そのとき、
計画をはじめとする文書は、園というコ
ミュニティの省察を深める手がかりとして
活かされる。このような計画と省察のプロ
セスを深めていく上では、そこにかかわる
人が重要になってくる。一人一人の保育者
が子どもに即した保育を実践し、全体での
計画を取りまとめていく園長や主任が、保
育の実際と日々書かれている計画から、保
育を理解する眼を持っていなければならな
い。保育の計画について、その意義と実際
について論じてきたが、最終的には、計画
や文書化以前に、保育そのものの理解と実
践とを深めていくという原点に立ち返る必
要があると考えられる。
注
1）本研究は保育所保育指針の改訂に深く
関連したものである。その内容や背景は保
　実践研究においては、しばしば「文書化
至上主義」の弊害が指摘される（Wenger, 
et al., 2002）。文書が保育者の職務を圧迫す
る傾向が強まっていることは、保育界の共
通認識となっているところである（奥山・
山名，2006）。指針の改訂によって、これま
で以上に「計画性をより一層高め」ること
が目指されるなら、当然それに伴って保育
者の労働環境が改善されなければならない。
　その上で保育者としては、文書化に過度
にとらわれない形で、保育実践にとって意
義ある計画を立てていくことが必要であろ
う。文書化はときに、保育実践とは離れた
文書固有の論理による思考を招く。「4 歳
児のねらいが 5 歳児より高度に見えていい
か」とか、「“するようにする”がいいか、“す
るようにしていく”がいいか」といった逡
巡は、保育そのものにはあまり関係のない、
文書化が引き起こしている問題である。こ
うした言葉遣いの次元だけでなく、たとえ
ば一体であるはずの養護と教育も、計画が
分かち書きされることによって二分化され
る危険性があるように（西・伊藤，2013）、
文書や様式へのとらわれが、保育観を知ら
ず知らずのうちに歪めることもありうる。
　指針や計画を踏まえて保育に臨むとき、
それらの文書を文字通り受け止めるのでは
なく、その本来の趣旨と、よりよい保育が
実現されることから考えていくことが必要
であろう。たとえば「構造化」に関して言
えば、指針に沿った保育計画を、保育課程
から日案まで一貫性を持った形で作成して
いくことになる。しかし、こうした「構造化」
を文字通り捉えることは、かえって保育や
計画の固定化を招くことにもなるだろう。
いつでも上位の計画と整合性を持つねらい
を先に立て、そのあとで活動内容を考える
というような順番で日案を立てなければい
けないとは限らない。日々の子どもの姿や
保育環境から思い浮かぶ活動を考えること
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きるような計画の捉え方に焦点を当てるこ
ととする。ここでは「計画の捉え方」として、
一つの枠組みを提示することとし、その具
体的実践例については機会を改めて示すこ
ととしたい。このような問題関心について、
西は実践研究の立場から、伊藤は保育現場
における実践経験に基づく考察を行ってい
る。
　保育者の専門性は、ショーン（2007）の
言う「省察的実践家」モデルによってより
よく捉えられることが指摘されてきてい
る。このモデルにおいては、一律に固定し
た専門性の基準が存在するというよりも、
むしろ自らの実践からの一瞬一瞬のフィー
ドバックに基づく省察によって、専門性を
高めていくことが目指される。保育におけ
る専門性は、子ども達との出会いを通じて
育まれ、つねに問い直されていく、終わり
なき探究の過程である。したがって本研究
も、現場の保育者がすでに活用してきてい
る保育計画のあり方について、さらなる探
究を進めていくための手がかりとなること
を目指すものである。
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コスミック教育の展開
福原　史子※
Facilitating the Development of Cosmic Education
Fumiko Fukuhara
　Cosmic Education is education for children that corresponds to their developmental 
stages to learn and know that all things are part of the universe and are connected 
with each other to form one whole unity. On the other hand, Education for Sustainable 
Development (ESD） promotes efforts to rethink educational programs and systems that 
currently support unsustainable societies and that require global solutions. ESD covers 
many forms of education that already exist focusing on peace, biodiversity, human 
rights, gender equality, cultural diversity, international understanding, and so on. ESD 
is quite consistent with Cosmic Education. We practiced this educational approach with 
five- to six-year-old children at Notre Dame Seishin Kindergarten during 7 days from 
February to March in 2012, and also in 2013. We tried to help them to feel, learn, and 
get interested in the elements necessary for the beginning of life and its sustainability, 
with topics including water, land, the sun, the moon, plants, animals and human being, 
through the story of “The Creation”. At first, children just watched the presentation 
silently, but gradually they talked about the topics with each other, discussed, 
found new things, expressed themselves in drawing, and developed their activities 
independently and cooperatively. We can conclude there are many topics which 
facilitate children’s communication and cooperation, and also significant meaning for 
children at this age at this time of the year. 
Key words : Montessori Education, Cosmic Education, ESD 
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はじめに
　イタリアの女性医学博士であるマリア・
モンテッソーリ（1870−1952）によって
はじめられたモンテッソーリ教育は、世
界各地に広がり、今や 117 の国々に 22,000
校の Montessori School を数えるまでに
な っ た1）。 そ の 中 で、AMI（Association 
Montessori International 国際モンテッソー
リ協会）の勧める Montessori Movement 
として、アフリカやアジア、南アメリカに
ある発展途上の国々におけるモンテッソー
リ教育の普及が挙げられている。全ての国
や地域のあらゆる環境において、子どもた
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を、ESD の視点から考察し、幼児期及び
学童期における今後の教育への示唆を得る
ことを目的とする。
Ⅰ　モンテッソーリのコスミック教育
　コスミック教育とは、子どもたちが彼ら
のレベルで、宇宙全体には統一的計画が存
在しており、生物の多様な形態の存在のみ
ならず、地球そのものの発展進化もそれに
依存していることを学習し認識することで
ある8）。
　1939 年、国際神智学協会の招きにより
モンテッソーリはインドに到着したが、そ
の後第 2 次世界大戦が勃発し、初めての東
洋の地で 7 年間の滞在を余儀なくされた。
モンテッソーリは、教具を求めることので
きなかった当時のインドの山中において、
さまざまな宗教、社会的階級、人種などの
違いを超えて、子どもたちの心に届く教材
は大自然の恵みそのものであるという考え
に至った9）。滞在 7 年目に、コダイカナル
の自然物を使って「創造のおはなし」を子
どもたちに教え、生命の恵みの喜びを共に
体験するコスミック教育を編成したのであ
る。大自然の営みをもっと知りたいと思う
心、不思議に思う心、大地の恵みへの感動、
生命に対する深い洞察、宇宙の仕組みへの
直観、これらは創造主の計画に沿って秩序
と調和に導かれ、子どもたちの内面から開
花する性質のものである10）。
　さらに、モンテッソーリは、宇宙を支配
している諸法則は、子どもたちにとって興
味深く驚くべきものであり、それは諸法則
それ自身の中にある事物よりももっと興味
深いものであると述べている。教育の目的
は、単に子どもに理解させることや記憶を
強要することにあるのではなく、子どもの
深く秘められた核心に対して、自分を熱中
させるよう、子どもの創造力に影響を与え
ることなのである。モンテッソーリは、子
ちの人権を第一に守るべく活動している
のである。AMI は 4 年に 1 度 Montessori 
International Congress（モンテッソーリ世
界大会）を主催しているが、本年（2013 年）
がまさに開催の年で、アメリカ合衆国オレ
ゴン州において 7 月 31 日から 8 月 3 日ま
で開かれた。この大会にもアジア、アフリ
カ、南アメリカの国々から多くの参加者が
あり、大会テーマが“Guided by Nature”
であることからも、まさにコスミック教育
が中心と言える大会であった2）。
　一方、本学のある岡山市においては、来
年（2014年）秋に「ESD に関するユネス
コ世界会議」の開催が予定されている。
岡山市 ESD 世界大会推進局（2013）は、
ESD とは「環境・経済・社会のバランス
のとれた社会を目指して、今の社会や将来
のことをみんなで考え、意見を出し合い、
行動する学び」として、広く市民に向けて
参加を呼びかけている3）。
　2011 年度から 3 年間の文部科学省科学
研究費の助成を受けて行ってきた筆者のこ
れまでの研究から4）5）6）、モンテッソーリ
のコスミック教育は、理念、内容、方法の
面から、ESD やキャリア教育と重なると
ころが多く、これらを関連付けることは、
今日の教育課題に迫る上でたいへん意義深
いと考える。ただ、日本ではモンテッソー
リ教育のほとんどが就学前の 0 歳から 6 歳
までの子どもたちに向けた教育であり、モ
ンテッソーリの提唱したコスミック教育が
小学校の学童期以降であることと差異が生
じている。これに関して、本学及び本学附
属幼稚園のモンテッソーリ教育の礎を築い
た Sr. クリスティナ・マリー・トルドゥー 
（Trudeau）は、インドにおけるモンテッ
ソーリの研究から、幼稚園の年長児を対象
にしたコスミック教育を提案している 7）。
本稿では、Trudeau の研究をもとに、幼
児を対象として実践したコスミック教育
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われていたが、その概念が文言として明記
されてはいなかった。2008 年の中央教育
審議会において、ESD の考え方が言及され、
2008 年改訂の「幼稚園教育要領」「小学校
学習指導要領」及び「中学校学習指導要領」
において、「持続可能な発展のための教育
（持続発展教育）」が教育内容に明確に位置
づけられた。これにより人類が地球レベル
で直面する課題を解決するための「教育」
を通して「持続可能な社会を支える人づく
り」という ESD の理念が就学前教育や義
務教育に生かされようとしている 14）。
　ESD とは、大量生産・大量消費・大量
廃棄による環境の悪化や貧困の増大などの
弊害を招いた開発を反省し、将来にわたっ
て、また地球規模の視点においても、あら
ゆる人々が自然環境などと共生できる持続
可能な発展を目指す教育である。地域の特
性に応じて、環境・社会・経済のバランス
のとれた社会を実現するため、環境教育だ
けでなく、生物多様性、人権、平和、貧困
撲滅、健康、男女間の平等、異文化理解
などの広い概念を含んでいる。ESD とは、
人類が地球レベルで直面するさまざまな課
題を解決するための「教育」を通した「持
続可能な未来を創造する力を育む、地球市
民のための教育・学習」と言える15）。
　学習方法も、主体的に社会に関わる人を
育成するという点から、参加型の学習法を
重視しており、育みたい力として「体系的
な思考力」「持続可能な発展に関する価値
観」「代替案の思考」「情報収集・分析能力」
「コミュニケーション力」を挙げている 16）。
つまり、学習方法の面からも、主体的な学
習を重視する学習方法の面からも、モン
テッソーリのコスミック教育の理念と見事
に一致するのである。
　モンテッソーリは、ピアジェによる
1932 年のジュネーブでの国際会議におけ
る平和に関する講演依頼をきっかけに17）、
どもたちの心を理解し、拡大できるよう、
この地球上のありとあらゆる生き物・事物
を一つの統合的な観点から眺望するコス
ミック教育の必要性を訴えたのである11）。
　このように、モンテッソーリは晩年イン
ドに渡り、東洋思想から影響を受け宇宙観
として具体化していったのだが、それまで
明らかにされていなかったインドにおけ
るモンテッソーリ教育の研究をしたのが
Trudeau である。彼女はコスミック教育
理念に基づいて、それぞれの国や地域の文
化的背景に沿ったモンテッソーリ教育を展
開するための「適応」と「変革」を重視した。
子どもの人格を尊重し、可能性を引き出す
ためのモンテッソーリ教育を様々な国地域
に普及させるにあたり、その土地の人々と
協働で行うこと、決して先進国の価値観を
強要するのでなく、原理を大切にしつつも
それぞれの文化や歴史的風土に合った「変
革」を行うこと、高価なモンテッソーリ教
具がなければモンテッソーリ教育ができな
いと捉えるのではなく、その土地の文化や
自然こそ生きた教材として用いる独自のコ
スミックカリキュラムを創造すること（「適
応」）を主張し、それをまさに実践してき
たのである 12）。この観点は ESD の理念と
重なり、グローバル化と言われる現代にお
いて教育とは何かを考える上で意義深い。
Ⅱ　コスミック教育と ESD
　小学校学習指導要領が 2008 年に改定さ
れ、2011 年度から全面実施となっている。
すでに各学校が創意工夫を生かした特色あ
る教育活動を展開し、国際理解、情報、環
境、福祉・健康等、横断的・総合的な学
習などを実施する「総合的な学習の時間」
は実施されており13）、ESD（Education for 
Sustainable Development：持続可能な発
展のための教育）に含まれる環境教育や国
際理解教育などの個別分野の取り組みは行
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Ⅲ　コスミック教育の実践
　ユネスコは、ESD において、多様性を
はらむ文化を第一義的な基礎的概念として
位置づけ、その上で、社会・環境・経済の
3 領域の協同により取り組むべきことを強
調している。また、公平で意欲的なインタ
ラクティブな教育システムを可能とし、そ
れにより基礎的要素である文化要素の多様
性を尊重し、品位をもって、持続可能な社
会づくりを支える人材を可能とするような
仕組みの構築が喫緊の課題であり、　協同・
共生の価値観が機動力を発揮することが期
待されている23）。
　そこで、モンテッソーリの小学校レベル
の教育とされるコスミック教育を、「天地
創造のおはなし」をもとに就学直前の年長
児を対象に実践し、ESD の文化的多様性
の視点、主体的な学びの視点、協同・共生
の視点から考察することとした。加えて、
2 年間の実践の比較を通して、教師の在り
方や対象児の人数と子どもの活動の展開の
違いについて検討した。
1．方法
　ノ トールダム清心女子大学附属幼稚園にお
いて、2011 年度と 2012 年度の 2 年間、2 月
から 3 月上旬までの間の 7 日をそれぞれ選
び、天地創造のテーマをもとに、実験や資
料を合わせながら提示した。2011 年度は年
長ゆり組の幼児 27 名を対象に実践し、2012
年度は年長 3 クラス全ての幼児 90 名に対象
を拡げて実践した。教師による提示と子ども
たちの反応及びその後の子どもたちの主体的
な活動の様子は、カメラ（Panasonic DMC-
FX70） 及び ビデ オカメラ（SONY HDR-
CX170）を用いて撮影し、そのデータをもと
に以下の 4 点について検討した。
　1） 命のつながりをどう捉え、何を感じ
るのか（文化的多様性の視点から）
インドに渡る直前の 1939 年にかけて、ジュ
ネーブ、ブリュッセル、アメルスフォール
ド、コペンハーゲン、ロンドンなどで国際
会議に参加し、平和に関する数多くの講演
を行った18）。こうしたヨーロッパ各地で平
和会議において行った講演や、それらの講
演記録をまとめた『教育と平和』の出版に
より、1949 年から 1951 年まで 3 回にわた
り「ノーベル平和賞」の候補者にも推薦さ
れている19）。
　さて、ESD のリードエージェンシーで
あるユネスコは、1946 年に設立されたが、
翌年の 1947 年のユネスコ会議においてモ
ンテッソーリは「教育と平和」をテーマ
に講演している。また、1950 年にはフィ
レンツェのユネスコ会議へのイタリア代
表団の一員として総会に臨み、「教育と
世界平和への大きな期待の象徴となった
人」と紹介され、盛大な拍手で迎えられ
ている20）。以後、ユネスコとモンテッソー
リとの結びつきは強く、AMI（国際モン
テッソーリ協会）は、1962 年からユネス
コの運営関係上の NGO（非政府組織）に、
1985 年からは国連を代表する NGO となっ
ている21）。AMI の理事でありユネスコの
代表者でもあるバレス（V. Barres）は、
ユネスコの教育理念に基づいて行われて
いるプログラムであるユネスコ・スクー
ル（AspNet: UNESCO Associate Schools 
Project Network）の活動こそ、モンテッ
ソーリが奨励したであろう活動の一つであ
ると述べ、Montessori School 及びその子
どもたちへの積極的な参加を呼び掛けてい
る22）。そのユネスコ・スクールの世界会議
が 2014 年秋、本学のある岡山市で開催さ
れるのである。コスミック教育の展開方法
を追究する上で、またとない機会であると
考える。
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実施日： （2011 年度）2012 年 3 月 2 日（金曜日）
　　　　 （2012 年度）2013 年 2 月 26 日（火曜日）
対象児： （2011 年度）年長ゆり組 27 名
　　　　（2012 年度）年長児のうち希望者 30 名
＜第 6 日目＞
テーマ：動物・人間
実施日： （2011 年度）2012 年 3 月 7 日（水曜日）
　　　　 （2012 年度）2013 年 2 月 28 日（木曜日）
対象児：（2011 年度）年長ゆり組 27 名
　　　　（2012 年度）年長児のうち希望者 30 名
＜第 7 日目＞
テーマ：休息・祝祭
実施日： （2011 年度）2012 年 3 月 9 日（金曜日）
　　　　 （2012 年度）2013 年 3 月 2 日（土曜日）
対象児：（2011 年度）年長ゆり組 27 名
　　　　（2012 年度）年長児希望者 30 名
（2）実践内容
第 1 日目　テーマ：光
　2012 年 2 月 23 日（木）年長ゆり組 27 名
　2013 年 2 月 16 日（土）全年長児 90 名
活動 1−1：暗闇から光がでてくる様子
を示す実験
　 光るラミネート紙を入れた黒い風船
を膨らませ、暗闇に見立てて割るこ
とにより、光が生まれた瞬間を感じ
ることができるようにした。
活動 1−2：目を閉じ暗闇を体感する
　 「隣の人が見えますか」「空が見えま
すか」「手を伸ばしましょう」「誰か
いるのがわかりますか」と教師が静
かに問いかけることにより、暗さを
より感じることができるようにした。
活動 1−3：キャンドルに火を灯し、暗
闇に灯った火を見て手をかざす　
　 暗闇に灯ったキャンドルの火を見せ、
その後、火の近くに手をかざしてみ
るよう促した。
　2） どこにどのような興味・関心を抱く
のか ( 主体的な学びの視点から）
　3） コミュニケーション力の育成と協同
的な学びへの展開（協同・共生の視
点から）
　4） 教師の在り方と子どもの活動の発展
（2 年間の比較から）
2．実践の概要
　本実践は、旧約聖書による「天地創造のお
はなし」からテーマを設定し、以下の日程、
対象、内容のもとで実施した活動である。
（1）テーマ、日程及び対象
＜第 1 日目＞
テーマ：光
実施日： （2011年度）2012年2月23日（木曜日）
　　　　 （2012年度）2013年2月16日（土曜日）
対象児：（2011 年度）年長ゆり組 27 名
　　　　 （2012 年度）年長児 90 名
＜第 2 日目＞
テーマ：水・川・海・空
実施日： （2011 年度）2012 年 2 月 24 日（金曜日）
　　　　 （2012 年度）2013 年 2 月 18 日（月曜日）
対象児：（2011 年度）年長ゆり組 27 名
　　　　 （2012 年度）年長児 90 名
＜第 3 日目＞
テーマ：陸・植物
実施日： （2011 年度）2012 年 2 月 27 日（月曜日）
　　　　（2012 年度）2013 年 2 月 21 日（木曜日）
対象児：（2011 年度）年長ゆり組 27 名
　　　　（2012 年度）年長児のうち希望者 30 名
＜第 4 日目＞
テーマ：太陽・月・季節
実施日： （2011 年度）2012 年 3 月 1 日（木曜日）
　　　　 （2012 年度）2013 年 2 月 25 日（月曜日）
対象児： （2011 年度）年長ゆり組 27 名
　　　　 （2012 年度）年長児のうち希望者 30 名
＜第 5 日目＞
テーマ・鳥・魚
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活動 2−2：火山（ハワイ/ キラウエア火山）
の写真を見て話し合う　
　 ハワイにあるキラウエア火山がダイ
ナミックに噴火し真っ赤な溶岩が流
れる写真を見せて、自然の不思議さ
と脅威とに気づかせるようにした。
活動 2−3：『地球の歴史』（Sr. Trudeau 作）
の絵巻を見る
　 昔、キラウエア火山のような火山が
地球上にはたくさんあり熱かったが、
だんだんと冷えて大地が固まり、雨
が降り、陸や海ができていく様子を
示した絵巻を見せ、地球の歴史が長
いことを体感できるようにした。
活動 2−4：『川』の絵巻絵本（前川かず
お作 1982 年こぐま社）を見て水がある
とどのようなよいことがあるかを考える
　 森に降った一滴一滴の雨が小川にな
り川になり、村を通り町を通り、最
後に海に流れ込んでいく様子を表す
絵巻を見て、水があるとよいことに
ついて考えさせた。
活動2−5：固体（氷）・液体（水）・気体（空気）
について知る
　 氷、水、空気が入った 3 種類のビー
カーを準備し、中味を見て、それぞ
れ何が入っているかを考えて発表す
るよう促した。特に空気のビーカー
は一見すると空に見えることから、
子どもたちに「何か入っているか、
空なのか」と問いかけることによっ
て、目に見えない空気の存在に気づ
かせるようにした。
活動 2−6：固体・液体・気体の特徴を
考えそれぞれを体で表現する
　 氷のような固体を教師が体で表現し、
その間を子どもたちが水（液体）に
なったり、空気（気体）になったり
して動き、身体表現を楽しむことが
できるようにした。
　第 2 日目の提示も、2011 年度はゆり組
の幼児 27 名に向けて実施したのに対し、
2012 年度は全ての年長児である 90 名に向
活動 1−4：「あたたかくなるもの」は
何かを考える
　 キャンドルの火のあたたかさを体感
した幼児に、キャンドル以外に「あ
たたかくなるものは何か」問いかけ
ることにより、身の回りの光や熱を
発するものに関心を持つことができ
るようにした。
　第 1 日目は、闇の暗さ、光の明るさやあ
たたかさを、子どもたちがいかに実感する
ことができるかを考えて実施した。2011
年度はゆり組 27 名の子どもを対象に実施
したのに対して、2012 年度は年長児全員
の 90 名を対象に提示した。いずれの年度
においても、子どもたちは教師の提示する
実験や話を、誰一人言葉を発することなく
静かに話を聞き、真剣に視聴していた。
　明暗や温度差を体感する場面（活動 1−2） 
でも、じっと教師の言葉を聴いて、目を閉
じたまま体で感じようとしていた。あたた
かさを体感した（活動 1−3）子どもたちは、
「あったかあい」「あちい」といった言葉を
発した。また、問いかけ（活動 1−4）に対
しては、自らの経験の中から考えを探し出
して、「カイロ」「ろうそく」「ヒーター」「暖炉」
「太陽」「お風呂」「温泉」「太陽にあたって
いる石」「砂漠」「毛布」「お湯」「マフラー」等、
思いつくものを口々に発言する姿が見られ
た。2 年間の子どもたちの反応から、全て
の年長児にとって興味深く引き込まれる提
示や活動であることがわかった。
第 2 日目　テーマ：水・川・海・空
　2012 年 2 月 24 日（金）年長ゆり組 27 名
　2013 年 2 月 18 日（月）全年長児 90 名
活動 2−1：火山の実験をする　
　 火山の模型の中に重曹と食紅（赤）
を入れ、酢を注いで、火口から泡が
噴火のように出てくる実験をした。
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には、自宅で作成した「宇宙探査機」をもっ
て来て、描いた絵の上を嬉しそうに飛ばす
A 児の姿が見られた。A 児は宇宙について
ますます興味・関心を高めていった。
　光の絵が完成した後、同じく A 児が「火
山のところも描きたい」と提案し、火山が
噴火する様子を 7 名で描き始めた。しかし、
それぞれの子どもたちがそれぞれのイメー
ジで描いたため、構図や描き方についても
意見がまとまらずに揉め始めた。まさに火
山の噴火のように意見がぶつかっていた
が、教師はあえて介入せず様子を見守った。
その後クラスでハワイのキラウェア火山の
ビデオを視聴した際、A 児が「もう一度、
火山の絵を描きたい」と言ったので、紙の
裏側に描くよう促した。「溶岩が流れてい
る」「爆発している」「違うよ。噴火だよ」「噴
火して溶岩が流れているんだよ」等と会話
をしながら描いていった（写真 1）。火山
に関する難しい言葉を遣う子どもも観察さ
れ、その子を中心にそれぞれのイメージが
一つになり、役割分担をしながら火山の絵
を描くことができた。
けて実施した。いずれの年度も、子どもた
ちは火山の実験をじっと見守り（活動 2−1）、
泡が出てきた場面では、「わあ」と歓声を
上げながらも見入っていた。また、キラウ
エア火山の写真（活動 2−2）からは、「熱
くて溶けるよ」「火の水だ」「熱そう」など
と口々に思いを引き出した。『地球の歴史』
の絵巻（活動 2−3）が広がるにつれ、「わあ」
「上手」「すごい」「よく描けているね」「誰
が描いたの」等と驚きの声をあげた。『川』
の絵巻絵本（活動 2−4）を見た後には、「水
があるとどんないいことがあるか」という
教師の問いかけに対しては、子どもたちは
「飲める」「うがいができる」「顔が洗える」
等、日常生活に結びついた発言をした。
　空気が入ったビーカーは何も入っていな
いように見えるため（活動 2−5）、子ども
からは「空っぽ」とか「何も入ってない」
等のつぶやきも出たが、「空気」が入って
いると気づく幼児がいずれの年度にも何名
かおり、彼らの発言をきっかけに見えない
けれど存在する空気に子どもたち全員が気
づいていった。
　2011 年度は、第 2 日目の活動後、保育
室で『川』の本を見ていたA児とB児が、「絵
を描きたいから長い紙と硬い紙をちょうだ
い」と教師に求めてきた。模造紙を渡した
ところ、水滴が川になり海になっていく様
子、雲から雨粒が落ちる様子を、子どもた
ち 7 名が協力して描いた。
　さらに、『川』の絵を描き終わる頃、今
度は「光のところも描きたい。黒い紙がほ
しい」と A 児が求めたので、教師は黒い紙
を準備した。「暗闇から光があらわれたん
だよね（A 児）」「こんなんでいいかな（C 児）」
「いいんじゃない。もっと光を描こうよ（A
児）」と会話をしながら、描いていった。
話をとてもよく聴いていて、それをもとに
自分たちのイメージを膨らませ、確かめ合
いながら表現していることが窺えた。翌日
写真 1　火山だ！火山だ！
（撮影／蜂谷里香）
　一方、2012 年度は、年長児 90 名全員に
一斉に提示をしたため、一人一人から「熱
く燃える火山を表現したい」という思い
を引き出すことはできなかった。前年度に
見られた幼児による主体的な表現を観察す
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活動 3−3−2（※ 2012 年度のみ）：湾や
半島の写真やシダ等の植物を観る
　 写真や「しまとみずうみ」の教具を
見せながら、いろいろな地形がある
ことを知らせた。また、植物について、
花を咲かせるものもあれば、花を咲
かせない植物もあることを知らせる
ためにシダ植物や写真を見せた。
　第 3 日目から、2012 年度は参加したい
子どもたちを対象とした自由参加の活動と
した。そのため参加は、年長全幼児 90 名
のうち 3 分の 1 の 30 名となった。これは
2011 年度にゆり組のみを対象に実施した
活動と、人数としては同じ程度である。
　いずれの年度も土と水の違いを尋ねたと
ころ（活動 3−1）、「土は乾燥している」「い
ろんな形になる」「土は固くて、水は柔ら
かい」「水に手を入れると大きくなる」「土
は押さえると型がつく」等、口々に感想を
述べていた。実際に手を入れて土や水をさ
わってみるよう促すと、「土はあたたかく
て水は冷たい」と違いを感じることができ
ていた。
　土のよさを尋ねると（活動 3−2）、「植
物が植えられる」「砂場ができる」「砂風呂
ができる」「ありがすめる」「絵が描ける」「土
はあたたかいから虫が冬眠することができ
るんだ」等、よく考えて発表した。 2012 
年度は、地形にも子どもの目が向くように、
日頃から教具として慣れ親しんでいる「し
まとみずうみ」を使って、地形の違いを
実感させるよう工夫した（活動 3−3−2）。
しかし、2011 年度に行ったはつか大根の
種をまいて成長を観察すること（活動 3−
3−1）は、2012 年度、3 クラス分の準備が
整わなかったため実施できなかった。
第 4 日目　テーマ：太陽・月・季節
　2012 年 3 月 1 日（木）年長ゆり組 27 名
　2013 年 2 月 25 日（月）年長児 30 名（希望者）
ることができなかった。そこで、モンテッ
ソーリ子どもの部屋に「火山の噴火」（写真
2）という教材を準備し、子どもたちが自由
に実験を楽しめるようにした。実験した幼
児からは「わあ、火山が噴火した」とか「溶
岩が流れている」などの驚きの声があがった。
写真 2　火山の噴火
（撮影／大谷文彦）
第 3 日目　テーマ：陸・植物
　2012 年 2 月 27 日（月）年長ゆり組 27 名
　2013 年 2 月 21 日（木）年長児 30 名（希望者）
活動 3−1：陸と海の違い・土と水の違
いについて知る
　 まず陸が動いて海ができたことを模
型を使って知らせた後、二つの容器
に土と水を入れたものを見て違いを
考えさせた。
活動 3−2：土があることのよさを考える
　 「土があるとどんなよいことがありま
すか」と問いかけることによって、
子どもたちに土のよさを考えさせた。
活動 3−3−1（※ 2011 年度のみ）：はつか
大根の種をまく
　 植物について花が咲く植物、花が咲
かない植物、野菜、樹木等の写真を
見たり、はつか大根の種をまいたり
して興味を深めた。
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もあるよね（A 児）」と黒い影のようにク
レーターを描いていった。でき上がった絵
を見て A 児は「わあ。本当にうさぎがい
るみたいだね」と喜んだ。科学的な知識を
求めるとともに、素直な感性から想像を膨
らませていることが窺えた。しかし、2012
年度は、このような主体的な展開は観察さ
れなかった
　一方で、2012 年度には、教師が研修会
で学んできた「時間のくさり」の教具を手
作りし、子どもたちに提示することができ
た。時間という抽象的な概念を、1 時間ご
とに色分けされ 24 個の球体からなる一連
のくさりとして観たり触れたりすること
で、子どもたちは、食事や起床、登園、就
寝等の日常生活と時間とを結びつけること
ができていた。
第 5 日目　テーマ：鳥・魚
　2012 年 3 月 2 日（金）年長ゆり組 27 名
　2013 年 2 月 26 日（火）年長児 30 名（希望者）
活動 5−1：水の中や空に生きているも
のを考える
　 身の回りの鳥や魚に子どもの関心向くよ
うに、水の中に生きているものや空に
生きているものは何か問いかけた。
活動 5−2：魚はなぜ水の中で泳げるか、
鳥はなぜ飛べるのかを考える　
　 「魚はどうして水の中でおよげるか」や
「どうして鳥は飛べるのか」の質問を、
魚や魚のパズルを示しながら投げかけ
た。子どもの発言を受け、実際の鳥の
模型を示しながら飛ぶ仕組みについて
知らせた。
活動 5−3：魚や鳥の生息地を考えて風
景画に貼る
　 魚や鳥は種類によってすんでいるところ
が異なることを知った後、風景画に魚や
鳥の絵や写真をそれぞれどこにすんでい
るかを考えながら貼っていくよう促した。
活動 4−1：昼と夜、季節を知る
　 昼と夜の模型を見せ、太陽と月がでる
と季節ができることを知らせた。教師
が今の季節を尋ねることにより、また、
四季の写真を見せることにより、桜や
青い海、紅葉、雪等を手掛かりにそれ
ぞれの季節を考えるよう促した。
活動 4−2：太陽・地球・月の大きさを
体感する
　 紙風船を細工した太陽の模型と地球に
見立てたビー玉、月に見立てた金ビ ズー
を見せた。また、ビー玉（地球）の直径
の 109 倍が太陽の大きさだということを
知り、手をつないで輪になり大きさを体
感できるようにした。みんなで手をつな
いでも太陽の大きさには届かないこと
から、驚きをもってその大きさを実感で
きるようにした。
活動 4−3−2（※ 2012 年度のみ）：時間
のくさりを見る　
　 24 色で色分けした 24 個の球体をつな
いで円にした「時間のくさり」を用いて、
一日の時間を知らせた。自分たちが朝
起きた時間や、朝食を食べた時間が、
一日のどのあたりなのかを視覚的に捉
えることにより、時間を感覚的に捉える
ことができるようにした。
　第 4 日目は太陽や月、季節や時間といっ
た遠い宇宙や抽象的な概念がテーマである
ため、なるべく子どもたちが実感として捉
えられるよう提示の工夫をした。
　2011 年度には、話を聞いた翌日に、A
児を中心に白色の模造紙の半分を使って太
陽の絵を描き始めた。「太陽のまわりのコ
ロナも描かなきゃあ。黒点もあるよね（A
児）」と言って黒点を描き加えたところ、「そ
んなに黒くしたらダメだよ（D 児）」「だっ
て黒点は一個じゃないんだよ（A 児）」と、
ここでも意見が割れたが、二人は保育室に
ある図鑑で確かめてから、「本当だ、白いね。
では白く描きましょう（D 児）」「クレーター
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貼っておいた。しかしながら、幼児が主体
的に調べたり魚や鳥を作成して貼っていた
りする姿を観察することはできなかった。
第 6 日目　テーマ：動物・人間
　2012 年 3 月 7 日（水）年長ゆり組 27 名
　2013 年 2 月 28 日（木）年長児 30 名（希望者）
活動 6−1−1（※ 2011 年度のみ）：作成
した絵をもとに 5 日間を振り返り足りな
いものを考える
　 子どもたちが主体的に描いた絵を示
しながら 5 日間を振り返った。その
後、「今日は 6 日目、まだ足りないも
のがあるね。何だと思う？」と問い
かけ、本時の提示への興味をもつこ
とができるようにした。
活動 6−2：動物クイズをする
　 「私はアフリカの草原に住んでいま
す。肉を食べます。私は誰でしょう」
といった動物クイズをしながら、草
原や山、池等がある立体地図にその
動物のフィギア 11 種類を生息地を考
えて置くように促した。
活動 6−3：人間と動物の違いを考える
　 動物クイズの最後に、「まだ、足りな
いものがあるよね。何でしょう」　と
問いかけることによって、人間の存
在に気づくことができるようにした。
活動 6−4−1（※ 2011 年度のみ）：グルー
プに分かれて伝言ゲームをする
　 最後にグループに分かれて「動物」「人
間」「よい地球にしよう」等の言葉を
使った伝言ゲームをした。よい地球
にするためにはどうすればよいかの
問いかけから、自分たちにできるこ
とを考えさせた。
活動 6−4−2（※ 2012 年度のみ）：ウサ
ギの食べるものと食べないものを知る
 　 まず、人間のよく食べるものの中で、
　2011 年度は、第 5 日目が子どもたちの
主体的な活動へと最も発展した活動であっ
た。提示を受けた翌日、子どもたちは鳥や
魚について図鑑や絵本を見ながら風景画を
仕上げていった（写真 3）。一人で図鑑を調
べて描く子どももいれば、友だちと何を描
こうかと相談しながら作る姿も見られるよ
うになってきた。子どもの中には、家で世
話をしている金魚の写真を持ってきて貼る
姿も見られた。興味をもって、作ったり考
えたりすることを楽しんでいた（写真 4）。
調べたり、友だちと相談したりしながら、「水
にすむ生き物か、空を飛ぶ生き物か」分類
を楽しんでおり、充実した活動となった。
写真 3　水にすむ生き物・空を飛ぶ生き物
（撮影／蜂谷里香）
写真 4　どんな生き物がいるかな
（撮影／蜂谷里香）
　2012 年度においても、2011 年度と同じ
内容で提示し、風景画も準備して、いつで
もどの幼児でも利用できるように廊下に
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は水辺の近くで湿った土の上に置きたい」
「キリンは草原の中で高い木のあるところ
に置きたい」等とこだわり、教師の準備し
た立体地図上に適切な場所がないと指摘す
る子どもも観察された。幼いながらも関心
のある動物や生息環境についての知識が深
いことが窺えた。また、2012年度は伝言ゲー
ムからウサギに食べ物を与える実験に変更
した（活動 6−4−2）。これは、前年度に実
施した伝言ゲームを、クラスの枠をこえて
集まった子どもたちをグループに分けて実
施するのが難しいと考えたことと、前年度
の 5 日目に行った「空をとぶ生き物」と「水
にすむ生き物」に分類する活動の盛り上が
りを受けて、他にも分類できる活動はない
かと検討したことによる。子どもたちは本
時の間はよく考え、発言するなど積極的に
参加していたものの、その後の主体的な活
動への発展には至らなかった。
　 ウサギもよく食べるものは何か予想
させた。次に、6 枚のお皿の上に「バ
ナナ、人参、きゅうり、食パン、お
菓子（ポッキー）、鳥のから揚げ」の
6 種類の食べ物を準備し、ウサギが食
べるか食べないかを予想し、分類す
るよう促した。幼稚園で飼っている
ウサギを教師が抱き、実際に 6 種類
の食べ物をウサギに与えてみること
によって、子どもたちが好きなもの
でもウサギが食べない物があること
に気づけるようにした。加えて、予
想が当たったりはずれたりする楽し
さを味わうことができるようにした。
　2011 年度は、第 6 日目の話をすること
を子どもたちに伝えると、「今日は何の話
かな」「恐竜かな」「人間だと思うな」等と
口々に言いながら期待している様子が窺え
た。人間と動物の違いについて考える活動
（活動 6−3）では、「人間は家の中に住む」
「人間はしゃべる」「動物は帽子をかぶらな
い」「人間は速く走れない」「動物は、バス
とかに乗ったらいけないけど、人間ならい
い」「動物は 4 本足だけど人間は 2 本」等
多くの発言がみられた。伝言ゲームの後の、
良い地球にするためにはどうすればよいか
との問いに対しては、「みんな仲良くする」
「排気ガスを出さない」「ごみを出さない」
等の考えを引き出すことができた。本活動
後には、各自で自分の興味のある動物の切
り紙を始めた。ライオン、キリン、トラ、
ペンギン、ゾウ、シマウマ等を作って置い
ていった。
　2012 年度では、まず子どもの主体的な活
動による絵等がなかったため、はじめの活
動（活動 6−1−1）をすることができなかっ
た。しかし、希望者が参加する形態であっ
たため、動物に興味や関心がある子どもが
多く、特に動物クイズの場面（活動 6−2）
では、細かい生息地を考えて動物のフィギ
アを置いていった（写真 5）。中には「カバ
写真 5　動物の立体地図
（撮影 / 岡本純子）
第 7 日目　テーマ：休日・祝祭
　2012 年 3 月 9 日（金）年長ゆり組 27 名
　2013 年 3 月 2 日（土）年長児 30 名（希望者）
活動 7−1：「子どもたちのための旧約
聖書」を通して 6 日間を振り返る 
　 教師が穏やかに朗読をすることに
よって、子どもが 6 日間の学びを振
り返ることができるようにした。
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たり、発展させたりできるようになってき
ており、「知りたい」「学びたい」という気
持ちを膨らませている。この時期に本活動
をすることによって、宇宙の誕生から今こ
の時まで、全ての事象は繋がっていること、
光があり、水があり、空気があり、生き物
がいて自分たちがいることを子どもたちな
りに感じることができたのではないかと考
える。ただ、2 月下旬から 3 月にかけて慌
ただしく本活動をしたことは否めない。特
に 2012 年度は、前年度の反省を受けて日
程を早めに計画したが、卒業製作の期間と
重なり、かえって主体的な活動へと結びつ
かない原因の一つとなってしまった。
　時間的な余裕があれば、さらに子どもた
ちの想像力を豊かにし、協同的な学びの展
開を模索できたであろう。天地創造の 7 日
間をまさに 1 週間で行う提示から、1 年以
上かけてじっくりと取り組む活動まで、そ
れぞれの園の実態に合わせて工夫すべきこ
とが示唆される。その際、単に宇宙につい
ての知識だけでなく、自然の神秘、生命の
不思議とその尊さ、自然的秩序の存在、人
間を超えた存在への驚きや感嘆や賛美など
も、常に視野に入れておきたい。
（2） どこにどのような興味・関心を抱くのか
（主体的な学びの視点から）― 好奇心・
探究心と想像力・創造力の育成―
　2011 年度と 2012 年度のいずれにおいて
も、1・2 日目には、教師の話をじっくり
聴いていた子どもたちが、3 日目になると、
知っていることを伝えたい、新しいことを
もっと知りたいという気持ちを表すように
なった。さらに 5 日目以降、「次は何か」
と予想して話すのが楽しく、加えて、深く
知るため自分たちでも調べたいと訴えるよ
うなってきた。
　特に初年度の 2011 年度は、2 日目の後、
『川』の本をまねて同じように描いてみた
活動 7−2：神様と人間について考える
　 神様が最後に人をおつくりになった
時、ご自分に似せてつくったことを
話し、どこが似ているか考えさせた。
活動 7−3：7 日目はお休みの日である
ことや日曜日の意味を知り休息する　
　 日曜日の意味を知らせ、体と心を休
ませることの大切さに気づかせた。
活動 7−4：「天地創造の歌」を歌う　
　 毎回最後に歌っている歌を歌い、7 日
間のまとめとした。
　2011 年度と 2012 年度のいずれの年度に
おいても、これまでの 6 日間の活動を通し
て子どもたちは、地球上にいろいろなもの
が順に創られていったことを学んでおり、
本時もこれまでにない新しい何かが表れる
と期待していた。一方で、子どもたちが予
想できるものは全て出尽くしており、自分
たちの思いもつかない何かに、より一層期
待を膨らませているようであった。ところ
が 7 日目は、神様がこれまでの仕事に満足
されてお休みになったという話の内容に驚
くとともに、休息がいかに重要かについて
実感を伴う学びができたようである（活動
7−3）。「神様と人間はどこが似ているか」
の問いに対しては（活動 7−2）、初め「手
が 2 本ある」「しゃべれる」等の反応をし
たが、最後には「心がある」というつぶや
きが子どもから発せられ、教師が「自分に
似せてつくったから神様は人間が大好きな
んです」と話すと、「じゃあいつも見てい
るね」「心の中にもいるよ」という温かい
言葉が子どもたちから起こった。
3．成果及び考察
（1） 命のつながりをどう捉え何を感じるのか
（文化的多様性の視点から）
　小学校入学を前に、主体的に活動を進め
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図を作る際には、これまであまり興味を
示さなかった子どもたちも、図鑑で調べ、
作った鳥や魚の場所を考えながら貼るよう
になった。その際にも、友だちと一緒に考
えたり、話し合ったり、意見を聞き合った
りする等コミュニケーションを図る場面が
多く観られた。幼稚園教育要領にある「他
の幼児と試行錯誤しながら活動を展開する
楽しさや共有の目的が実現する喜びを味わ
う」ことができる機会や、「集団の中のコ
ミュニケーションを通じて共通の目的が生
まれてくる過程や、幼児が試行錯誤しなが
らも一緒に実現に向かおうとする過程、い
ざこざなどの葛藤体験を乗り越えていく過
程」24）を経験できるテーマが「創造のおは
なし」には豊富にあると結論づけたい。
　しかしながら、2012 年度はこの協同的
な学びへの展開が図れたとは言い難い。前
年度は、1 クラスのみを対象に実施し、そ
のクラスの幼児が全員参加したためクラス
での活動の拡がりが大きかった。これに対
して、2012 年度はクラスを解体して自由
参加形式にしたため、クラスの中に参加し
た子どもと不参加の子どもが混在すること
になり、クラス全員の意識をコスミック教
育へと向けられなかったことが原因と考え
る。以上から、この一連の提示や活動は、
自由選択活動の時間よりも、クラスの一斉
活動の時間に適切であるといえる。
（4） 教師の在り方と子どもの活動の発展（2
年間の比較から）
　どのような教育も、教師のものの見方や
何を大切に生きているかという心の在り方
から始まる。コスミック教育も ESD も、地
球環境やそこに住む生命やその歴史などを
どう見るかという教師の役割が大きいので
ある。Trudeau（1994）は、子どもたちの
内面からの開花を促すためには、教師自身
の研究が必要であると述べている25）。2011
いと言い始めたことから主体的な活動が始
まり、「火山」や「太陽」「月」等、ダイナミッ
クな表現へと変化が見られた。「宇宙探査
機」を家庭で創作してくる子どもも現れた。
家庭での会話やメディアを通して知ってい
ることを伝え合ったり、新しい発見をした
りする喜びを実感し、その思いを自分なり
にまたは友だちと協同して表現しようとす
る姿から、幼稚園生活の締めくくりの時期
に本活動をする意義は大きかった。
　しかしながら、2012 年度は 3 日目以降、
興味・関心のある児童の自由参加の形式と
したため、毎回全年長児の 3 分の 1 の 30
名程度の参加となった。このことから全て
の年長児が興味を示すわけではないことが
分かった。加えて、子どもたちを観察する
と、毎回参加する子どもと、全く参加しな
い子どもに分かれた。「天地創造のおはな
し」が 7 日という連続性があることから、
1 日参加しなければ、次回から参加しにく
くなることが考えられる。
　2 年間を通して、動物の生息地に関して、
子どもたちの興味・関心が高いことが分
かった。2012 年度には主体的な表現活動
へと結びつくことはなかったけれど、それ
ぞれに提示の時間には、子どもたちはよく
考えて、自らの思いや考えを述べることが
できていた。
（3） コミュニケーション力の育成と協同的
な学びへの展開（協同・共生の視点から）
　2011 年度、「火山」の絵を描き始めた時、
最初は模造紙の上にそれぞれの思いで描い
ていたが、噴火から溶岩が流れていく様子
をストーリーのあるものにしたい子どもが
現れ、役割分担を決めて描くことになった。
意見が合致せず言い合いになる場面も多く
観られたが、それを乗り越えて次第に協力
して描けるようになっていった。
　「水にすむ生き物・空を飛ぶ生き物」の
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した幼児期のコスミック教育の検討であっ
たが、コスミック教育は環境や生物多様
性のみならず、「教育を通した平和な世界
の構築」という広い概念を包括している
ESD そのものである。今後は、教師養成
の在り方を探るとともに、学童期において、
日本の教育システムの現状に合わせてモン
テッソーリのコスミック教育を取り入れて
いく方法を探っていきたい。　
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Ｔ地域における幼児の食習慣と地域特性に応じた
食文化伝承について
逸見眞理子※１・逸見佐恵子※１・春名かをり※２・大西孝司※１
Infant Dietary Habits and Regional Characteristics Based on Dietary 
Culture Traditions in Region T
Mariko Henmi , Saeko Henmi , Kaori Haruna and Takashi Ohnishi
　In recent years, children’s food environments have drastically changed and eating-
related problems have become increasingly prevalent, including irregular meals , 
obesity, excessive weight loss, and crises in traditional-dietary cultures.
　In this study, we investigated the dietary habits of children attending a day nursery 
in Region T in Setouchi, as well as the food-culture traditions of the region. The 
investigation results can be summarized as follows:
(1)  Concerning breakfast habits, it was found that 93.8% of the infants ate breakfast 
every day. Responses received indicated a pattern of infants who do not eat breakfast 
when his or her bedtime and getting-up times are relatively late.  
(2)  In terms of communal-eating supper habits, the majority of respondents indicated 
that the family all ate together or that the infant ate with at least one adult; however, 
2.2% of infants ate only with another child or children, and 0.4% of the infants ate 
alone.
(3)  The majority of the infants’ guardians revealed that they thought that dietary 
education was important and that they believed that it should take place at home.
(4)  The guardians’ levels of awareness about, and experience of, eating traditional foods 
during meals were high, but they were only able to prepare a limited number of 
these meals. 
(5)  Although the guardians were only able to prepare a few meals from traditional foods, 
the frequency that they prepared them was higher than in Region M, a mountainous 
area, and they frequently prepared a limited number of dishes that were easy to 
make.
　We suggest that the following measures based on the activities of a regional dietary 
education promotion council could be effective in future: (1) strengthen cooperative 
キーワード：幼児、食習慣、食文化伝承
※ 1　本学人間生活学部食品栄養学科
※ 2　岡山県美作保健所勝英支所
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緒　　言
　近年、子どもたちを取り巻く食環境が大
きく変化し、不規則な食事、食に関する理
解や判断力の低下、肥満や過度の痩身、食
の海外依存、伝統的な食文化の危機等、「食」
をめぐる問題が顕著化している 1）。
　このため、国は平成 17 年 7 月に「食育
基本法 2）」を施行し、平成 18 年 3 月には、
同法に基づく「食育推進基本計画 1）」が策
定され、都道府県、市町村、関係機関・団
体等多様な主体とともに国民運動として食
育を推進してきた。さらに、平成 23 年に
は「第 2 次食育推進基本計画 3）」を策定し、
これまでの周知から実践に向けて、新たな
取組みを展開している。食育推進計画では、
食育の推進体制を整え、着実に食育は推進
されてきたが、生活習慣の乱れからくる糖
尿病等の生活習慣病の増加が依然として見
受けられる等、食をめぐる諸課題への対応
の必要性はむしろ増加している。
　子どもの頃に身についた食習慣を大人に
なって改めることは難しく、子どものうち
に健全な食習慣を確立することは、成長段
階にある子どもが、必要な栄養素を摂取し
健やかな体をつくり、生涯にわたって健全
な心身を培い、豊かな人間性を育んでいく
基礎となる。家庭は子どもへの食育の基礎
を形成する場であり、保育所、幼稚園、学
校、地域は連携して、家庭における食育の
推進の充実を促進、支援することが必要で
ある 4）− 6）。
　そこで、今回我々は、Ｔ地域（県南、瀬
戸内）の保育園児の生活習慣、食習慣と郷
土料理・行事食（以下「伝統食」）の伝承
の実態調査を実施し、食習慣の実態を把握
するとともに、本学紀要 36 巻（1）で報告
したＭ地域（県北、山間部）の伝統食の伝
承実態 7）と比較し、地域特性に応じた食
育推進のあり方について検討した。
対象および方法
1．調査対象・期間・方法
　対象は、Ｔ地域の 13 保育所に通う 3、4、
5 歳児の保護者全員 755 人を対象とした。
　調査期間および方法としては、平成 23
年 2 月にＴ地域の保育所に依頼し、配票法
によるアンケート調査を実施した。
2．調査内容
　調査内容は、幼児の食習慣、生活習慣と
保護者の食育に関する意識及び伝統食の認
知度、喫食場所、作ることができる伝統食、
作成頻度、作らない理由等である。
　選択項目における伝統食の選別に関して
は、Ｔ市住民子育て課とＴ地域保育所園長
会の助言を得た。
3．解析方法
　統計処理として、クロス集計（分割表）
について独立性の検定（χ2 検定）を行った。
さらに、結果が有意であったものについて、
残差分析を行い、クロス集計表のどの値が，
全体に比べて有意に比率が高い、もしくは
低いかを個別に分析し、p ＜ 0.05 を有意と
した。統計解析ソフトは PASW Statistics 
18（SPSS 社）を使用した。
dietary education activities in line with the characteristics of affiliated bodies; (2) use 
a variety of events to popularize traditional foods; and (3) actively develop projects in 
conjunction with cooking-experience schemes for young people.
Key words : Infant，Dietary Habits，Dietary Culture Tradition
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みられなかったが、起床時間別及び就寝時
間別にみると、有意の差がみられ、起床時
間がおそい児では、朝食摂取頻度が低い傾
向がみられた（p ＜ 0.01）。朝食にかかる
時間は、平均が 21±8 分で、最も時間を要
する児は 60 分であった。（表 2）。
　夕食時間の平均値と偏差は、18 時 38 分
±35 分であった。夕食の共食状況は、「家
族揃って食べる」309 人（61.7%）、「大人
の誰かと食べる」177 人（35.3%）の順で
あり、「一人で食べることが多い」は 2 人
（0.4%）であった。
結　　果
1．対象者の属性
　有効回答は 501 人で、回収率は 66.4% で
あった。保護者の年齢層は 30 歳代が最も
多く、約 7 割を占めていた（表 1）。
2．幼児の食習慣と保護者の食に関する意識
　朝食の摂取頻度は、「毎日食べる」が、
470 人（93.8%）で最も高く、「食べない」
は 1 人（0.2%）であった。年齢別、世帯構
成別（未記入者を除く）では、有意の差が
表 1　対象者の属性
表 2　朝食の摂取頻度
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幼稚園」の 83 人（16.6%）の順であった。
食事のマナーを教えている人は、「母」が
437 人（82.7%）で最も多く、次いで「父」
の 129 人（25.7%）の順であった。
　子どもへの食育とはどんなことだと思う
かという設問に対しては、「1 日 3 食規則
正しく食べること」317 人（63.3%）、「い
ただきます、ごちそうさまなどの感謝を表
すこと」205 人（40.9%）、「家族や友人と
一緒に楽しく食べること」197 人（39.3%）、
「 食 べ 物 を 無 駄 に し な い こ と 」191 人
（38.1%）の順であった。
　献立を決める時に気をつけていること
は、「栄養のバランス」340 人（67.9%）、「家
族の好みに合うもの」333 人（66.5%）、「で
きるだけいろんな種類の食品を使用する」
223 人（44.5%）の順であった。（表 4）。
3．伝統食について　
　16 品について、知っている、食べたこ
とがある、作ることができるかを設問した。
知っている伝統食は「雑煮」と「年越しそば」
　「家族揃って食べる」という回答に関し
ては、年齢別、世帯構成別および偏食の有
無別にはほとんど差がみられなかったが、
夕食時間別にみると、「18 時 31 分〜 19 時」
が、122 人（70.9%）で最も高く、次いで
「19 時 1 分〜 19 時 30 分」の 29 人（61.7%）
の順であった。夕食にかかる時間は 31±15
分で、最も時間を要する児は75分であった。
　偏食に関しては、「何でも食べる」が
116 人（23.2%）、「 少 し あ る 」 が 320 人
（63.9%）、「たくさんある」が 62 人（12.4%）
であった（表 3）。
　児の食事に対する保護者の悩みや気に
なっていることは、「時間がかかる」197
人（39.3%）、「テレビを見ながら食べる」
163 人（32.5%）の順に高かった。
　食育に関する認識は高く、「非常に大切」
が 296 人（59.1%）、「大切」が 197 人（39.3%）
で、併せて大切だと思っている人が 493 人
（98.4%）であった。
　食育を行う場所については、「家庭」が
470 人（93.8%）と最も高く、次いで「保育園・
表 3　夕食の共食状況等
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均 88.9±10.8% に対し、Ｔ地域では 83.1±
16.1% で 5.8% 低かった。
　作ることのできる伝統食は、「雑煮」450
人（89.8%）、「年越しそば」450 人（89.8%）、
「冬至かぼちゃ」383 人（76.4%）の順で
あった。Ｍ地域との比較では、Ｍ地域の平
均 55.1±24.4% に対し、Ｔ地域では 47.7±
26.2% で 7.4% 低かった。これを家族構成
別でみると、核家族の平均が 48.0±27.2%
で、三世代以上が 47.3±22.1% で、大差は
なかった（表 5）。
が 500 人（99.8%）で最も高く、「うなぎ丼」
が 495 人（98.8%）、「おせち」と「ぜんざい」
が 492 人（98.2%）の順で、「迎え・送り団
子」以外は、90% 以上の認知度であった。
Ｍ地域と比較すると、Ｍ地域の平均認知度
95.6±6.4% に対し、Ｔ地域は 92.0±11.1%
で 3.6% 認知度は低かった。
　食べたことがある伝統食は、「雑煮」493
人（98.4%）、「年越しそば」488 人（97.4%）、
「ひな祭りずし」479 人（95.6%）の順に高
かった。Ｍ地域との比較では、Ｍ地域の平
表 4　夕食の共食状況等
表 5　知っている料理、食べたことがある料理、作ることができる料理（Ｍ地域との比較）
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況では、作ることができる伝統食が 2 品以
下の人に「子どもたちだけで食べる」との
回答が 3 人（7.1%）で有意に高く（p ＜ 0.05）、
作ることができる伝統食が 12 〜 14 品の人
に「一人で食べる」との回答が 2 人（2.8%）
で有意に高かった（p ＜ 0.05）（表 7）。
　伝統食を食べた場所としては、Ｔ地域の
場合、「家」404 人（80.6%）が最も多く、
次いで「祖父母宅」248 人（49.5%）であった。
家族構成別にみると、三世代以上では、「家」
114 人（91.9%）で、核家族の 286 人（77.1%）
と比較して、14.1% 高かった。Ｍ地域と比
較すると、Ｍ地域は「家」324 人（97.3%）、
　作ることができる伝統食の品数をＭ地域
と比較すると 9 品以上作ることができると
回答した人は、Ｔ地域 223 人（44.1%）、Ｍ
地域 189 人（56.7%）で、作ることができ
る伝統食の品数もＭ地域の方が高かった。
Ｔ地域において保護者の年齢別に作ること
ができる伝統食の品数を比較したが、有意
の差は認められなかった（表 6）。
　作ることができる伝統食の品数と食育に
関する認識とをみると、15 品以上作るこ
とができる人において、食育を「非常に大
切」と回答した人が 21 人（77.8%）で有意
に高く（p ＜ 0.05）、夕食における共食状
表 6　知っている料理、食べたことがある料理、作ることができる料理の数（Ｍ地域との比較）
表 7　作ることができる伝統食と食育に関する認識及び共食の実態 
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の順で、順位は同じであったが、「忙しく
作る時間がない」、「作り方がわからない」、
「作るのが面倒」は、Ｔ地域の方が高率で
あった。家族構成別にみると、「忙しくて
時間がない」と回答した人は、三世代以上
29 人（48.3%）に対し、核家族では 89 人
（56.3%）であり、核家族の方が 8% 高率で
あった（表 8）。
　 伝 え た い 伝 統 食 が あ る 人 は、269 人
（53.7%）であった（表 9）。
「祖父母宅」175 人（52.5%）、「保育園・学
校の行事で」63 人（18.9%）で、これらの
どの場所において比較しても、Ｍ地域の方
が高率であった。
　伝統食を作る頻度は、「よく作る」56 人
（11.2%）、「ときどき作る」226 人（45.1%）
であった。Ｍ地域と比較すると、Ｍ地域は
「よく作る」16 人（4.8%）、「ときどき作る」
137 人（41.1%）で、Ｔ地域の方が高く、「よ
く作る」には有意な差が認められた（p ＜
0.01）。家族構成別にみると、核家族では、
「作る（よく作る・ときどき作る）」は 213
人（57.4%）、「あまり作らない」は、141
人（38.0%）に対し、三世代以上では、「作る」、
64 人（51.6%）、「あまり作らない」55 人
（44.4%）であり、核家族の方が、よく作る
傾向にあった。 
　伝統食を作らない理由は、「忙しくて作
る時間がない」119 人（54.6%）、「作り方
がわからない」97 人（44.5%）、「作るのが
面倒」78 人（35.8%）の順であった。Ｍ
地域では、「忙しくて作る時間がない」78
人（43.8%）、「作り方がわからない」69 人
（38.8%）、「作るのが面倒」50 人（28.1%）
表 8　伝統食を食べた場所、作る頻度、作らない理由
表 9　伝えたい伝統食の有無
考　　察
1．幼児の食習慣と保護者の食に関する意識
　今回の我々の調査では、朝食の摂取状
況は、「毎日食べる」が、93.8% であり、
平成 17 年度乳幼児栄養調査 8）の 3 歳児
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人の努力だけでは難しく、食環境づくりが
必要である。学校・保育所、行政機関、企
業、ボランティア等が連携した地域ぐるみ
の取り組みが有効である。三島市では、毎
月 19 日を「家族団らん日」に設定し、市
は学校には早く下校させるように、企業に
は残業をしない日にするよう働きかけを行
い、スーパーマーケットには家族だんらん
の日の幟を掲げるなどをして、市民に働
きかけている 12）。このような行政と学校・
企業・スーパーマーケット等が一体となっ
た食環境づくりが地域で整備されることに
よって、各年齢層に共食の習慣、規則正し
い食事、食に対する感謝の念、食事マナー
等望ましい食習慣が定着すると考える。
2．Ｔ地域における伝統食について
　全 16 種類の伝統食について、認知度は
平均 92.0%、食べた経験は平均 83.1% で、
比較的高率であったが、作ることができる
伝統食は 47.7% と、かなり低くなっていた。
近年の外食産業をはじめとする食品産業の
急速な発展 13）により、面倒な伝統食は家
庭で作らなくても、飲食店や食料品店等で
購入できるため、作ることが少なくなった
ためと思われる。例えば雑煮は、地域に
よって食材が違い、家庭によってだしの取
り方が違うように、同じ料理名の伝統食で
あってもそれぞれの地域や家庭によって地
域の味・家庭の味がある。伝えたい伝統食
に関する設問では、伝えたい伝統食が「あ
る」と回答した人が 53.7% であった。村上
ら 14）の研究では、中高生のいる家庭にお
ける調理担当者が「伝統食として伝えたい」
と回答した人は約 40% でＴ地域の方が高
率であったことから、Ｔ地域における次世
代への伝統食の伝承が期待できる。しかし、
内閣府の食育に関する意識調査15）では、「伝
えたい郷土料理があり、伝えている」が
34.6%、「伝えたいものがあるが実際に伝え
90.3% と比べると摂食率は高かった。朝食
を食べない児は 1 人であったが、食べない
日もある児（毎日と回答した児以外）が
31 人いたことから、欠食児のいる家庭へ
の働きかけが必要である。朝食摂取の有無
は、年齢別、世帯構成別では有意の差が認
められなかったが、起床時間、就寝時間と
の間には有意の差が認められ、就寝時間が
遅い児、起床時間が遅い児に朝食を欠食す
る児が多く見られた。子どもの就寝時間は
年齢とともにおそくなる 9）ことから、学
童に対して行っている文部科学省の早寝
早起き朝ごはん運動 10）や岡山県栄養改善
協議会の朝食毎日きちんと食べよう大作
戦 11）のような活動を幼児に対しても行い、
幼いうちから早寝早起きの習慣をきちんと
つけることが朝食欠食児を増やさない対策
として必要であると考える。
　第 2 次食育推進基本計画の新たな目標の
一つに共食が挙げられている。本調査では、
「夕食を家族揃って食べる」児が 61.7%、
「大人のだれかと食べる」児が 35.3% であ
り、「子どもだけ（一人で食べるを含む）
で食べる」は、わずか 2.6% であった。し
かし、孤食の子どもは年齢とともに増えて
いる 9）。食習慣の基礎は 3 歳から 8 歳の間
に培われ、この時期の食育は非常に有効で
ある。保護者の 98.4% が食育を「大切（非
常に大切という回答も含む）」だと考えて
いる。さらに、食育を行う場を「家庭」だ
と回答した保護者は、93.8% と高く、保護
者が食育に非常に前向きである。家庭にお
ける食育の場としては、夕食は、絶好の場
といえる。夕食時間と共食の関係では、有
意の差は認められなかったが、19 時前後
が家族揃って食事ができやすいような傾向
がみられた。児の就寝時間等生活時間との
関係からみても、この時間帯が、夕食には
適切な時間設定と思われる。家庭における
共食や食育が円滑に行われるためには、個
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にも作り方が分かりやすく紹介している。
また、本学紀要 35 巻で報告した「保育所
における食育の実態と連携のあり方」19）に
おいて、Ｍ地域の保育所では、様々な団
体と連携して食育を推進しており、県下で
最も連携体制が整っている地域として有意
の差が認められていた。Ｍ地域におけるこ
れらの活動や連携体制が、伝統食の認知度
の違いに大きく影響しているものと思われ
る。
　瀬戸内Ｔ地域は、海の幸、備前平野の幸
が豊富であり、栄養改善ボランティアが活
発な活動を行っている。保健所及び市単位
の食育推進協議会も設立されている 20）21）。
　Ｔ地域における食文化伝承に対する今後
の対策としては、地域の食育推進協議会を
核として、様々な関係機関・団体と保育所・
学校が連携を密に、若い世代を対象とした
手軽にできる伝統食の普及活動を充実する
必要があると考える。
ま　と　め
　近年、子どもたちを取り巻く食環境が大
きく変化し、不規則な食事、肥満や過度の
痩身、伝統的な食文化の危機等、食をめぐ
る問題が顕著化している。
　今回、我々は瀬戸内Ｔ地域の保育園児の
食習慣及び地域の食文化伝承に関する実態
を調査した。その結果の概要は次のとおり
である。
1. 朝食摂取状況は、毎日食べる幼児が
93.8% であった。就寝、起床時間が遅
い幼児に朝食を食べないという回答が
みられた。
2. 夕食の共食の状況は、家族揃って食べ
る、大人の誰かと食べるという回答が
多かったが、子どもだけで食べる幼児
が 2.2%、一人で食べる幼児が 0.4% で
あった。
3. 保護者は、食育を大切だと考え、食育
ていない」が 33.2% であった。このように、
伝えたいという思いと実際の行動とは異な
ることから、伝統食を「伝える」という行
動に結びつくような働きかけを適時に、そ
して継続的に行う必要がある。また、食べ
た場所が飲食店と回答した保護者は少な
かったが、核家族で、作ることができない
人が、家で食べるということは市販品の利
用につながっているものと考えられる。こ
のことから、本来のＴ地域独特な伝統食が
伝わっているのではなく、広域の伝統食が
伝わっていることも想定できる。様々な地
域の行事等を利用して、Ｔ地域独自の伝統
食を普及する必要がある。
　県北Ｍ地域と比較すると、知っている料
理、食べたことがある料理、作ることがで
きる料理の回答率はいずれもＭ地域の方が
高率であり、作ることのできる料理の品数
も多かったが、伝統食をつくる頻度はＴ地
域の方が高かった。Ｔ地域では、作ること
ができる限られた料理を頻繁に作っている
のではないかと推察された。伝統食を作ら
ない理由として、作る時間がない、作るの
が面倒という回答が多く、作り方がわから
ないという回答は、Ｍ地域より多いことか
ら、手軽にできる伝統食の作り方がわかれ
ば、作る種類も増え、作る回数も増えるこ
とが期待できる。
　さらに、作ることができる伝統食の品数
が多い人に、食育に対する認識が高く、反
対に作ることのできる伝統食の品数が少な
い家庭で、大人との共食率が低いという傾
向がみられた。このことから、伝統食、望
ましい食習慣、食事マナー等、一体となっ
た普及活動が幼児の食育に有効であると思
われる。
　Ｍ地域では、食育推進協議会が、地域の
伝統食を掘り起こし、冊子 16）としてとり
まとめ、冊子を活用して普及活動を活発に
展開している。行政のホームページ 17）18）
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は家庭で行うものであると認識してい
る人が多かった。  
4. 保護者の伝統食に対する認知度、喫食
経験は高かったが、作ることができる
料理は限られていた。
5. 保護者の作ることができる伝統食の数
は少なかったが、作る頻度はＭ地域よ
り多く、簡単にできる限られた料理を
頻繁に作っていると推察された。
　今後の対策としては、地域の食育推進協
議会を核として、①構成団体の特色を生か
した食育の連携活動を強化する、②様々な
行事を利用して伝統食を普及する、③若者
対象の調理体験を伴う事業を積極的に実施
すること等が有効であると思われた。
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表現運動の授業で求められる指導力に関する一考察
―実践経験の少ない２人の指導者の取り組みの過程に着目して―
安江　美保※
A study of Instructional ability required for expressive movement classes
― Focusing on the degree of effort of two Instructors with little practical experience ―
Miho Yasue
　I attempted to clarify how to master the required five abilities of Expressive 
movement in elementary school : “the ability with the thought of Expressive 
movement,” “the ability to design a class,” “the ability to direct a place to dance,” “the 
ability to display the movement to learners,” and “the ability to evaluate the class.” As 
a result, the following became clear. 
(1)  “The ability with the thought of Expressive movement” is going to certainly develop 
with repeated practice thought practical training. “The ability to design a class” is an 
advanced power and improving by joint learning is important.
(2)  “The ability to direct a place to dance” is able to improve by trying to dance with 
everyone, by devising more interesting its activities. “The ability to display the 
working to learners” is improved by grouping for the content of instruction, and the 
group for effective instruction.
(3)  “The ability to evaluate the class” will be improved by to master “eyes to see the 
movement of the child” in practice. 
Key words : Expressive movement ,  classes ,  Instruction ability
キーワード：表現運動，授業，指導力
※　本学人間生活学部児童学科
Ⅰ．はじめに
　表現運動領域は，「動きの違いが個性と
して際立つおもしろさ」が自己実現へつな
がり，「リズムを共有したり動きを工夫し
たりするおもしろさ」が仲間との豊かな身
体的コミュニケーション力の獲得へつなが
り，「地域や外国の踊りで交流するおもし
ろさ」が異文化理解へつながるなど , 多く
の魅力と価値をもつ領域である。これらの
運動の魅力は，子どもたちの心と体をダイ
レクトに揺さぶり，豊かな人間性を育むこ
とのできる領域であるととらえられる。
　また，閉塞感漂う現代社会において，表
現運動領域を包括する「ダンスの力」は，
全国各地で，地域の歴史そのものを象徴す
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わらず，体育の授業で重視している教員は
1 割にも及ばず，重視していない理由とし
て経験がないことを挙げる教員が約 4 割を
占めた」ことが明らかとされている。
　寺山が行った千葉県小学校教員の調査
（2007）では，調査した 139 名の約半数が
表現運動の実践を行っていなかったり，「運
動会のダンス」を表現運動の代わりと見な
したりしている学校が多いことが明らかに
されている。そして，指導の困難さを，「学
習内容の不明瞭さ」「児童の反応と指導者
の対応」「指導言語」「教材の準備」「授業
時間の確保」「子どもが…○○ない」の 6
つにまとめている。「ボール運動」や「水泳」
等と同じように必修内容であるにもかかわ
らず，目標を達成する学習が行われないま
まその学年を修了させている実態が多いこ
とが明らかにされている。
　寺山は，同調査（2007）において最も記
述が多かったのは，学習者の反応を捉えた
「児童の反応と指導者の対応」にかかわる
記述であり，学習者の反応を敏感に感じ取
ることが指導の始まりであると指摘してい
る。そしてさらに，「『心とからだをありの
ままに出す』ことができる空間を指導者が
作ることができるかは，指導者が『指導法』
を知っていることとは別の技術が要求され
る。」「個々の教師が『今』『目の前』にい
る学習者の状態をすばやく捉えて，授業の
舵取りを操作できる技術を必要とするだろ
う。」と指導者に必要な力について述べて
いる。「指導者と学習者との相互主体性」
に関するこれらの指摘は，表現運動領域の
「指導の基礎・基本」となるもっとも重要
な部分であると思われる。
　また，今後の課題として，「表現運動領
域の学習内容の明確化」「指導言語の研究
や指導法の開発」「教材のさらなる開発」「学
習者の活動を捉える時の観点」の 4 つをあ
げている。
る存在となっていたり，町おこしの原動力
となっていたり，生涯ダンスとして好きな
ダンスを楽しむ姿を増やしてきたりするな
ど，その価値が益々見直され，求められる
ようになってきている。
　小学校段階においては，児童たちが社会
に出てからも，踊ることに進んで参加した
り，好きなダンスを選んでかかわっていけ
たりするよう，そのために必要な「基礎的
な力」を身に付けることが目標とされてい
る。また，長年の課題とされてきた中学校
1，2 年生での「ダンス」「武道」の必修化
が平成 24 年度より実現され，小学校，中
学校，高等学校における 12 年間の学びの
連続がさらに重視されている。
　小学校の表現運動の授業においては，中
学校や高等学校のように体育専門の教員が
指導するわけではないこともあり，運動の
特性，指導内容，指導法などの理解が進み
にくく，学習指導要領の目標達成に向けた
授業実践が十分に行われていない現状にあ
ると思われる。小学校の表現運動領域にお
いて，「指導者の指導力の基礎となる力」
を明らかにしていくことは，教材研究の在
り方や，指導者養成の在り方の一助となっ
ていくと考える。
Ⅱ．研究の背景
1． 表現運動の指導の困難さと課題
　表現運動の学習では，他の運動領域のよ
うな「勝敗」や，出来る・出来ないの「技
能の優劣」にしばられることがなく，学習
者の力や個性を精一杯発揮することができ
る。その一方で，指導内容や指導方法が分
かりにくいなど，指導の困難さを指摘され
ることも多いと思われる。
　吉川（1997）がかかわった全国調査の中
の石川県小学校教員を対象とした調査結果
から，「表現運動は児童にとって大切だと
認識している教員が 9 割以上であるにもか
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3．表現運動の授業の指導者に求められる指導力
　村田（2011）は，表現運動の授業で求め
られる教師の指導力を「5 つの力」として
次のように示している。
① 表現運動の思想（考え方・理論）をもつ。
　…表現運動の魅力を言葉で伝えられる。
② 表現運動の授業をデザインする（構想する）
力をもつ。…単元を構成する力
③学習や踊る場を演出する力を磨く。
　…踊る気分や雰囲気をつくる。
④ 実際の学習者とのやりとりで発揮する指導力
を磨く。…実技指導力
⑤ 授業を評価する力…自分の授業を振り返り考
察（省察），他者の授業観察
　村田が示したこれらの「5 つの力」は，
1 つの授業を「Plan（計画）」「Do（実行）」
「Check（評価）」「Act（改善）」の繰り返
しによって継続的に改善していく「PDCA
サイクル」1）の流れに沿った順に示されて
いると思われる。①②が「計画」，③④が「実
行」，⑤が「評価」「改善」ととらえること
ができよう。これらの「5 つの力」は，ど
れも重要であると思われるが，初めて表現
運動の授業に取り組む時，「①表現運動の
思想をもつ」と「②表現運動の授業をデザ
インする」は，身に付けるうえで大変ハー
ドルが高く，その高いハードルを前にして，
実践に取り組むことをあきらめてしまいや
すい部分であると考えられる。そこで，3
つの仮説を立てた。
◆【仮説 1】
　 「①表現運動の思想をもつ力」と「②表現運
動の授業をデザインする力」は，実技研修に
よってある程度見通しをもつことができれ
ば，③④⑤を繰り返す中で少しずつ確かなも
のとなっていく。
2． 表現運動の授業における指導力の特徴
　表現運動の授業で求められる教師の指導
力について，村田（2011）は，「特に，こ
れからは『教える / 教えられる』が一方通
行ではなく，相互のやりとりの中でともに
創る『双方向の授業』が求められる。表現
運動の授業はそれを実現しやすい領域でも
ある。」と述べている。寺山（2007）は，
「体育の授業では，授業中に変化する学習
者の身体や心の状態を捉え，臨機応変に学
習者を導く能力が要求される。特に『表現
運動・ダンス』の指導では，このことは重
要であるといわれている。」と述べている。
中村（2006）は，「『みんな違ってみんない
い』というフレーズは，ダンスの授業でよ
く使われる。この状況は，『教室の人間関
係や空間や時間を多元化し多層化して，多
様な個性の交響を教室に実現しよう』とし
ているのである。」と述べている。
　これら三者の指摘から，「双方向の授業」
「臨機応変に学習者を導く能力」「多様な個
性の響き合いの実現」がキーワードとして
浮かび上がってくる。表現運動の指導にお
いて求められるこれらの指導力は，子ども
の内にある潜在的な力や可能性を引き出す
力であり，教育者にとって最も重要な資質
や能力であるととらえることができる。逆
に考えれば，表現運動の指導によって，こ
うした重要な資質や能力が磨かれていきや
すいと考えられる。また，スポーツのよう
に勝敗や技能の優劣の序列にしばられるこ
とのない表現運動の学習こそ，体育専門の
教員ばかりではない小学校教員に向いてい
る領域であるとも考えられる。そのため，
どのような指導力を，どのような道筋で身
に付けていけるのかを明らかにし，指導に
取り組みやすくしていくことが重要であ
る。
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2．実技研修
　3 回の実技研修の講師は，本研究者が行
い，研修後参加者には感想を記述しても
らった。主な内容を以下に示す。
○ 第 1 回…研修テーマ「いつのまにかダン
サー〜表現の授業の導入で大切にしたい
こと〜」　表現運動の内容や特性（魅力
やおもしろさ）についての話と，「集ま
れ集まれ！ポーズ遊び」「リズムに乗っ
て踊ろう」などの実技。
○ 第 2 回…研修テーマ「表現の学習における
『やってみる（習得）』『ひろげる（活用）』2）
〜何を身に付け，何をひろげるのか〜」
　 「ジャングル探検」を題材として取り上
げ，表現の学習における「やってみる」「ひ
ろげる」の進め方を，実技を交えて確認
した。
○ 第 3 回…研修テーマ「表現の学習におけ
る『ふかめる（探究）』2）〜ひとまとまり
の動きにするおもしろさ〜」表したいイ
メージ別のグルーピングの仕方や，表し
たい場面を中心にひとまとまりの動きに
していく道筋を，実技を交えて確認した。
その後，発達段階による単元計画の道筋
の違いについての研修を行った。
3．「表現リズム遊び」の 2つの実践
（1）対象指導者及び児童
　 ・ A 指導者…25 歳，女性。新採用 3 年目。
表現運動系の実践は初めてである。1
年 1 組担任。児童数 23 名（男子 11 名，
女子 12 名）
　 ・ B 指導者…34 歳，女性。幼稚園助教
諭 2 年を経て，小学校講師 6 年目。
表現運動系の実践は前年度 3 年生で
「海底探検」を実践。今回が 2 回目で
ある。1 年 2 組担任。児童数 24 名（男
子 12 名，女子 12 名）
◆【仮説 2】
　 「③学習や踊る場を演出する力を磨く」は，
授業の導入での「ほぐしの活動」を工夫して
いく中で，「④実際の学習者とのやりとりで
発揮する指導力を磨く」は，学習者とやりと
りしながら指導内容や方法を模索していく中
で少しずつ磨かれていく。
◆【仮説 3】
　 「⑤授業を評価する力」は，実践を重ねなが
ら「活動全体や動きを見る目」を養っていく
ことで，より確かなものとなっていく。
Ⅲ．研究の目的
　本研究では，実践経験の少ない 2 人の指
導者が「実技研修」と「2 つの表現リズム遊
びの実践」を通して，表現運動の授業で求
められる「5 つの力」を身に付けていった過
程に着目した。そして，実際の授業の様子，
インタビュー，アンケ トー調査から，2 人の指
導者が，「5 つの力」を，どのように身に付け
ていったのか，また，身に付けることが難し
かったのか，共通点や差異点を明らかにしな
がら，表現運動の指導力を身に付けていく
ための指針を得ることを目的とした。
Ⅳ．研究方法
1．全体の概略
　本研究は，平成 24 年度，岡山県内 K 公
立小学校の表現運動の校内研究にかかわっ
た中での実技研修や授業実践を研究対象と
している。全体の概略を以下に示す。
4 月 第 1 回・校内実技研修（参加者 11 名）
6 月 第 2 回・校内実技研修（参加者 11 名）
8 月 第 3 回・校内実技研修（参加者 8 名）
9 月
1 回目の表現リズム遊びの実践
1 年生 2 クラス「アニマルランド」
9 月下旬 2 人の指導者へ 1 回目のインタビュー
3 月
2 回目の表現リズム遊びの実践
1 年生 2 クラス「ゆうえんちへ行こう」
3 月下旬 2 人の指導者へ 2 回目のインタビュー
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・2 回目のインタビューのみの質問
2 −⑤
1 回目の実践の反省から，2 回目の実践で
特に気をつけようと意識してのぞんだこと
は何か。
2 −⑥ 2 つの実践を通しての成果と課題は何か。
2 −⑦
実技研修と 2 つの実践を通して，表現リズ
ム遊びに対する見方や考え方が変わった
か。どのように変わったか。
5．アンケート調査
　実技研修と 2 つの実践に取り組む前と取
り組んだ後に、同じアンケートに答えても
らった。調査項目の概要を以下に示す。
○表現運動に対する認識に関して（16 項目）
　・ 「表現」「リズムダンス」「フォークダ
ンス」に対する好き嫌い
　・「踊る・創る・見る」に対する好き嫌い
　・学習効果
　・学習に対するつまずき
○指導計画に関して（4 項目）
6．分析の観点
　表現運動の授業で指導者に求められる「5
つの力」をどのように身に付けていったの
か，または身に付けていくことが難しかっ
たのか，2 人の指導者の共通点や差異点を
分析しながら以下の観点から考察していく。
　（1）実技研修の成果と課題
　（2）導入における「ほぐしの活動」
　（3）指導内容や方法を模索する中で
　（4）授業を振り返り考察する視点
　（5）表現運動に対する考え方の変容
Ⅴ．研究と考察
1．実技研修の成果と課題
（1）実技研修の成果
　表 1 は「2 人の指導者の実技研修での学
びと研修内容に対する要望」である。
　Ａ指導者の研修の成果は，次の 4 点にま
とめることができる。1 点目は「心と体が
オープンになる体験」であり，この感覚を
（2）実践の概要
　「アニマルランド」の実践
1 時
動物のイメージを出し合い，動物に変身し
てみよう
2 時 動物になってエサを探しに行こう
3 時 動物になって，遊んだり戦ったりしよう
4 時 大変だ！○○が○○になった！
5 時 大変だ！○○が起きた！
6 時 お気に入りの動物・場面メドレー
　「遊園地へ行こう」の実践
1 時
遊園地のイメージを出し合い，遊園地の乗
り物に変身してみよう
2 時
いろいろな乗り物で，動きに変化をつけて
楽しもう
3 時
お気に入りの乗り物を選んで，変化のある
お話にして楽しもう
（3）授業観察と録画
　本研究者が授業観察できたのは，「アニ
マルランド」の第 1 時〜第 4 時。「遊園地
へ行こう」の第 2 時である。授業は，イン
タビューの際，指導者が話題にした授業の
様子を確認するため，ビデオカメラにて録
画した。
4．2人の指導者へのインタビュー
（1）時期と方法
　1 回目は 9 月下旬，2 回目は 3 月下旬で
ある。2 回とも，インタビューは，同日別々
に行った。インタビュー内容はボイスレ
コーダーにて録音し，全て活字に起こした。
（2）内容
・2 回のインタビューに共通の質問事項
① この実践で一番難しかったのは何時目か。
② どの部分が難しかったか。
③ この実践で一番手応えのあったのは何時目か。
④ どの部分に手応えを感じたのか。
・1 回目のインタビューのみの質問
1 −⑤ 3 回の実技研修は，今回の実践に役立ったか。
1 −⑥ どの内容がどんなところに役立ったか。
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項　目 Ａ指導者 Ｂ指導者
第 1 回・実技研修
「いつのまにかダンサ 」ー
〜表現の導入で大切にし
たいこと〜
（研修後の感想から）
実際に体を動かしてみるという活動を
通して，心と体がオープンになるのを
感じました。 授業でも取り入れ，私
が味わった感覚を子どもたちにも味あ
わせてやりたいと思いました。また，
座った状態でリズムに乗るというのが，
お話をうかがっただけでもなるほどと
思っていましたが，音楽に合わせてやっ
てみて，より理解が深まりました。
笑顔がこぼれる研修をありがとうござ
いました。体育は私自身に苦手意識が
あり，まして表現だなんて…という後
ろ向きな気持ちにおおわれていました
が，今日の研修を受けて，正解はなく
て自由で OK の動きに安心して取り組
むことができました。苦手意識のある
子どもも同じかなと思います。Ｙ先生
の言われていた，心と体があたたまる
ことで豊かな表現に結び付くことは，
実践の中で感じるところです。
第 2 回・実技研修
「 表 現の 学 習における
『やってみる（習得）』『ひ
ろげる（活用）』」
〜何を身に付け，何をひ
ろげるのか〜
（研修後の感想から）
ジャングル探検という単元は，以前に
小体連の伝達講習会でしたことがあっ
たのですが，そのときはカードをめく
るタイミングが各グループに任されてい
て，子どもたちが実際にやると十分に
動けないまま次々めくってしまうのでは
ないか，逆に考えすぎてなかなかめく
れないのではないかと疑問に思ってい
ました。今回の研修を受けてみて，は
じめのうちは合図を出してやること，
慣れてくれば任せてもよいことがよく
分かりました。
表現というだけで「苦手だな〜」と思っ
てしまいます。今日のように何かをイ
メージして動くというのは特に…。で
すが，今日の研修はとても楽しく動く
ことができました。周りの人がそれぞ
れイメージする中で踊り，体育館全体
がジャングルになったような雰囲気で
した。動きのイメージを広げ，教師も
一緒になってなりきる，踊るというのも
大切だと感じました。
研修内容で実践に役立っ
たところは
（2 つの実践後のインタ
ビューから）
自分たちが活動しているときに、かけ
てくれた声かけによって、自分や周り
の人の動きが変わっていったのを実感
し、どんな声かけをしたらいいのか、
自分で経験できたことが役立った。
「やってみる」「ひろげる」を実際にど
のように展開していくのかが分かった。
すごく苦手意識があったが、やってい
るうちき気持ちが変わり、こうゆう気
持ちにもっていくということがよく分
かった。授業の雰囲気づくり、言葉か
け、テンポなどが授業をする上で大事
だと分かった。
このような研修の内容が
あったら実践につながり
やすいと思うものは
（2 つの実践後のインタ
ビューから）
研修では人間がする探検を行ったの
で、人間ではないものになりきる内容
もできたらよかった。低の「動物」も
そうだったが、中学年で「ポップコ ンー」
などになる場合、どう動くか困ると思
う。
単元計画の立て方を、実際につくりな
がら学ぶ内容。試行錯誤しながら悩
んでみて、グループごとにその場でア
ドバイスがもらえるような研修があると
いい。
「動物」から動きになりそうなイメージ
を出して、それを仲間分けしたが、ど
う分ければいいか、いろいろやってみ
たが分からず苦労した。どのようにグ
ループ分けをしてどう並べるかという
大枠が分かると助かる。
（下線は本研究者）
表 1　2人の指導者の実技研修での学びと研修内容に対する要望
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Ｂ指導者からは，「グループに分かれて実
際に単元計画をつくる中で，アドバイスを
もらえるような研修があるといい」との要
望があった。
　これらの要望は，表現運動の実技研修の
内容を考える上で，取り上げる題材が，人
になる場合と人以外のものになる場合の 2
タイプあると分かりやすいという点と，実
技と単元づくりの両者が入ると，より実践
に結びつきやすくなるという点を指摘して
いる。
2．導入における「ほぐしの活動」
　導入において心と体をほぐす「ほぐしの
活動」は，学習者が心と体を解放させ，表
現の世界に没頭していくうえで重要な活動
である。山崎（2012）は，自身の初めての
表現運動の実践を通して，「即興を中心と
する表現運動の授業は，あらかじめ決めら
れた動きを子どもたちに与え身に付けさせ
るという学習観には立たない。そのため，
『子どもが踊らなかったらどうしよう』『何
を教えればよいのか分からない』という不
安をもつ教師が多い。しかし私は，『案ず
るより産むが易し』，とにかくみんなで（教
師も含めて）踊ってみることが大事だと考
えている。」と述べている。「とにかく教師
が子どもと一緒に踊ってみること」は，「5
つの力」の中の「③学習や踊る場を演出す
る力を磨く」第一歩であり，Ａ指導者，Ｂ
指導者もそこから授業に踏み出した。
　Ａ指導者もＢ指導者も，ほぐしの活動で
は，2 人組で両手をつないだ状態から，軽
快な曲のリズムに乗ってその場で弾む動き
から入っていた。その後，両手を左右に揺
らしたり，上下に揺らしたり，回ったり，
片手をつないでスキップで移動したりする
簡単な動きで踊った。そして，少しずつ動
きの種類を増やしていった。2 クラスの児
童とも，ほとんどの児童たちが笑顔で楽し
子どもにも味あわせたいととらえている。
2 点目は「座った状態でリズムに乗るとい
う指導法を体験して理解できたこと」であ
り，聞いただけよりも理解が深まったとと
らえている。3 点目は「イメージカードを
使った活動でカードをめくるタイミング
への疑問が解決されたこと」である。4 点
目は「指導者の適切な言葉かけが動きを変
えていくことを実感できたこと」であり，
指導者の言葉かけの重要性を実感してい
る。
　Ｂ指導者の研修の成果は，次の 3 点にま
とめることができる。1 点目は「表現に対
して後ろ向きな気持ちだったが，安心して
取り組めたこと」であり，正解はなくて自
由でＯＫの動きに安心して取り組めたと述
べている。2 点目は，「動きのイメージを
広げ，教師も一緒になりきって踊ることが
大切だと実感できたこと」である。3 点目
は「『やってみる』『ひろげる』」を実際に
どのように展開していくのかが分かったこ
と」であり，その中で，気持ちの持たせ方，
雰囲気づくり，言葉かけ，テンポなどが大
事だととらえている。
　Ａ指導者，Ｂ指導者ともに，教員養成課
程の中で表現運動の指導について学ぶ機会
がなく，今回の実技研修が，表現運動の学
習へのとらえ方を変えるきっかけとなった
と思われる。心と体が解放される楽しさ，
動きが自由であることの楽しさなどを実感
し，授業の進め方についてある程度の見通
しをもつことができたことは，実践に向か
う原動力になったと考えられる。
（2）実技研修の課題
　全ての実践終了後，実技研修への要望を
尋ねたところ，Ａ指導者からは，「ジャン
グル探検は人間がするものとして行ったの
で，動物やポップコーンなど，人間ではな
いものになりきる内容もあるとよかった」，
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における「一番手応えのあったところ」と
「一番難しかったところ」についてまとめ
たものである。
　Ａ指導者は，第 3 時の「戦う動物の動き」
について示範したところを一番難しかった
場面としてあげている。A 指導者は，ホ
ワイトボードと児童たちの間の 1 メートル
ほどの狭い空間で，1 人の児童と「戦う動
物の動き」の示範をした。指導者も児童も
ほとんど四つ足の状態で戦う動物を行っ
た。一緒に示範をした児童は，攻撃しなが
ら指導者に近づいていき，指導者の体に当
たっていった。指導者も児童も四つ足の状
態のままで動きは小さく，迫力のない戦い
であった。
　その後もＡ指導者のクラスの児童たち
は，四つ足や床を這っている状態からなか
なか抜け出せなかった。戦う動物を行って
いる児童は，Ａ指導者が児童と示範した動
きのように，四つ足の状態のまま相手にくっ
ついていくようにして動いていた。Ａ指導
者が「迫力のある戦いの動きをどう教える
か，教師自身に迫力のある戦いの動きのイ
メージが持てていなかった」（表 2）と述
べているように，押さえたい指導内容が明
そうに踊っていた。ただ，どのほぐしの活
動も，2 〜 3 分と短めで，児童たちが乗っ
てきたところで終わっていたことが残念で
あった。
　今後の課題として，次の 2 点があげられ
る。1 点目は，「ほぐしの活動」を，軽快
なリズムに乗って自由に踊る活動と簡単な
フォークダンスを組み合わせるなどして
「リズム遊び」として位置付け，「表現遊
び」と「リズム遊び」の両方の遊びを豊か
に体験できるようにする点。2 点目は，指
導者の動きの真似だけでなく，児童の自由
な発想で動けるところを加えて，楽しさを
広げられるようにしていく点であると思わ
れる。
3．指導内容や方法を模索する中で
　2 つの実践において，共通に質問した「一
番難しかったところ」「一番手応えのあった
ところ」についてインタビューした内容か
ら，以下の 3 つの授業場面における「指導
内容や方法を模索する姿」をとらえていく。
（1） 「戦う動物」の指導内容や方法を模索す
る姿
　表 2 は，1 回目の実践「アニマルランド」
時 Ａ指導者 Ｂ指導者
第３時 【一番難しさを感じた第 3時】
▲迫力ある戦いの動きをどう教えるか。
▲ 迫力のある戦いの動きのイメージが教師自
身持てていなかった。
▲子どもと組んで師範する難しさ。
【一番手応えを感じた第 3時】
◎ 「やった、やられた」のところで子どもた
ちの動きが大きくなったと感じた。
◎ 手や足が床から離れなかった状態から、大
きく動く、跳んだり回転したりなど、動き
が広がった。動きが変わった。
第４時 【一番手応えを感じた第 4時】
◎ 「大変だ！」によって動きが変わることが
明確で押さえやすかった。
◎ 竜巻の周りは強い風が吹いているよと声か
けしたら、地べたを這っていた子どもが竜
巻に入っていった。
【一番難しさを感じた第 4時】
▲大変だ！の内容をどうとらえるか。
▲ 「自分の体が何かになる大変だ！」と「気
象条件の変化で大変だ！」の 2 つの内容で
とらえてみた。
▲動物のままでいられる大変だ！にした。
▲ 敵が襲ってきたという内容を入れてもよ
かった。
表 2　１回目の実践「アニマルランド」の手応えと難しさ
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四つ足の動物になったり，立ち上がった動
物になったり，跳び上がって高いところの
物を取ろうとしたり，体をクネクネさせた
りするなど，多様な動きの状態が見られ始
めた。戦う動物をしている 2 人組は，指導
者の示範で確かめたことを生かして「やっ
た，やられた」の動きを入れながら動いて
いた。B 指導者が「やった，やられたのと
ころで子ども達の動きが大きくなったと感
じた。手や足が床から離れなかった状態か
ら，大きく動く，跳んだり回転したりなど，
動きが広がった。動きが変わった。」（表 2）
と述べている。この時間を境に，Ｂ指導者
のクラスの多くの児童たちは，動きに変化
と多様さが加わったと思われる。
確でなかったため，意図的な示範にするこ
とができなかったと思われる。
　B 指導者は，示範する児童と全員からよ
く見える所に移動し，「エサを取り合って
戦う動物」の動きを，異なる 2 タイプの
動きで示範した。1 つ目は，相手の児童と
くっついてじゃれ合うようにしながら戦う
動き。2 つ目は，相手の児童から少し離れ，
真剣な表情で相手の攻撃に大げさにひっく
り返ってやられる動きだった。そして，ど
ちらの動きの方が戦っているように見える
かを尋ね，「相手と少し離れて，大きな動
きでやられている方がいい」ということを
児童と確認した。
　その後，B 指導者のクラスの児童たちは，
時 Ａ指導者 Ｂ指導者
第 1時 【一番難しさを感じた第１時】
▲ 遊園地のイメージをどういう方向に広げさ
せると授業の流れにうまくかかわってくる
のかが難しい。
▲ いろいろな乗り物を出させるのがいいの
か、乗り物を絞って動きをいろいろ出させ
るのとどちらがいいか迷った。
▲乗り物を絞って動きをいろいろ出させた。
▲ 遊園地の乗り物に乗るのか、乗り物になる
のか曖昧だったことが分かった。
第 2時 【一番難しさを感じた第 2時】
▲ 変化をつけさせたくて声かけをしたが、言
い過ぎてしまって，子ども自身でする時間
がとれなかった。
▲ 走るばかりで同じ動きになってしまうとき、
どこまでを許して、どこから声をかけて指
導するのか加減が難しい。
▲ ただ走ってしまっているとき、よくない方
向に動きが変化しているのが分かる。
【一番手応えを感じた第２時】
◎ ずっと同じことをしなくても、自分たちで
言っていたように速さや高さを変えてみよ
うと声をかけると、動きが変わっていった。
◎ 動き出す最初のポーズを工夫しだして、な
りきり度が高まっていった。
第 3時 【一番手応えを感じた第３時】
◎ アドバイスを受けて、自分が指導した後、
子ども自身にさせてみる時間を意識してと
ると、回るときに高さを変えるなど、自分
で考えながらする姿が見られて、動きが変
わっていった。
◎ 最後に３人組で好きな乗り物を３つ選んで
やったがが、子どもたちはすごく楽しかっ
たようだ。
表 3　2回目の実践「ゆうえんちへ行こう」の手応えと難しさ
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容と深く関係しているとの認識を持って模
索していたと思われる。
（3） 「ゆうえんちへ行こう」の指導内容や方
法を模索する姿
　表 3 は，「ゆうえんちへ行こう」の実践
において「一番難しかったところ」「一番
手応えのあったところ」についてインタ
ビューした結果である。
　A 指導者は，第 2 時に学ばせたい動き
のおもしろさを，「変化をつけたゴーカー
トの動き」ととらえてのぞんでいる。教師
主導で，次のような言葉かけをしながら，
「変化をつけたゴーカートの動き」を全員
で行った。【　】の太字は，児童の様子を
示している。
① ゴーカートが出発。【最初はそれぞれ
がゆっくりスタート。次第に先生の
周りをグルグル反時計回りに勢いよ
く回り出す。】
② ギザギザコースだ。右に行ったり，
左に行ったりするよ。【左右に体を傾
けながら進む児童が半数ほど】
③ 急ブレーキ！【尻もちをついたり，
後ろに反ってとまったりして全員止
まる】
④ もう１回行くよ。くねくねしている
よ。あっ！坂道だ！あっ！下り坂！
【坂道は少しスピードを落とし，下り
坂ではスピードが速くなるが，体の
形はあまり変わらない】
⑤ 急ブレーキ！【体を後ろに反らして
止まる者，後にひっくり返るもの，
前に倒れるなど，１回目よりも多様
な動きで全員止まる】
⑥もう１回スタート。
　A 指導者は，児童たちが動いている中で，
ただ走り回っているだけの動きになってし
まっているという問題点を感じ取り，ぐね
ぐね道であったり，急ブレーキであったり
という動きを変化させる言葉をかけて，児
童の動きに変化をつけていた。この，児童
　以上のことからＢ指導者は，「戦う動物」
の動きの「相手の動きに対応する動きのお
もしろさを」を，動きを比較させながら指
導し，児童の動きに変化をもたらすことが
できたととらえられる。
（2） 「大変だ！」の指導内容や方法を模索す
る姿
　Ａ指導者は，この第 4 時を一番手応えの
あった時間としてあげている。第 4 時は，
えさを探したり，戦ったりしている中で，
何か「大変だ！」という事件が起きること
で，急変する動きのおもしろさをとらえ
させることをねらっていた。Ａ指導者は，
「大変だ！によって動きが変わることが明
確で押さえやすかった。竜巻の周りは強い
風が吹いているよと声かけをしたら，地べ
たを這っていた子どもが竜巻に入っていっ
た」（表 2）と述べている。「竜巻がきて大
変だ！」を全員でやってみた時に，飛ばさ
れてすぐに床に寝そべってしまった児童た
ちに，まだ強い風が吹いていることを指摘
したことによって，子どもたちの動きはさ
らにつながっていった。このように，子ど
もたちから動きを引き出そうとする意図的
な言葉かけが見られたことは 1 つの成果で
あるが，その動きを，「強い風だからもっ
と大きな動きで，もっといろいろなところ
へ飛ばされるよ」などの言葉かけによって，
極限を意識させた動きにまで高めることは
できなかった。
　一方 B 指導者は，第 4 時において，「大
変だ！」の内容をどうとらえたらいいのか
が難しかったと述べている。　具体的には，
「『自分の体が何かになる大変だ！』と『気
象条件の変化で大変だ！』の 2 つの内容で
とらえてみた。動物のままでいられる大変
だ！にした。敵が襲ってきたという内容を
入れてもよかった」（表 2）と述べており，
「大変だ！」の状況のとらえ方は，指導内
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ン！【先ほどの動きよりもさらにため
をつくっているので，急降下の度合い
が増している。キャーと言う声がさら
に大きくなる】
　児童たちは，2 人組で縦につながった
ジェットコースターになってゆっくり動き
出したが，すぐに勢いよく走り始めた。し
ばらく見ていた B 指導者は②「上に行っ
たり，下に行ったりするよ」とジェットコー
スターの特徴的な動きを引き出すような言
葉かけをしている。約半数の児童はその言
葉かけに反応して上下に蛇行する動きを入
れていた。ここで B 指導者は音楽をかけ
たまま全員の動きを一度止め，③「それで
は，ちょっとずつ，ゆっくりゆっくり上
がっていくよ。まだまだ伸びるよ〜，せー
のっ！」の言葉かけで急降下するジェット
コースターの動きのおもしろさを体験させ
ている。そして，④「今度は，さっきより
高いよ。上がるよ。下から，下から，ちょっ
とずつ，まだまだまだまだ，せーのっ！
ビューン！」によって，「変化のあるジェッ
トコースターの動き」をさらに高めて動き
のおもしろさをとらえさせている。
　ここに，Ｂ指導者が実際の学習者との
やりとりで指導力を発揮した注目すべき
姿が 2 点見られる。1 点目は，「だんだん
上がっていって急降下する」というジェッ
トコースターの動きに変化をつける言葉を
かけた時に，「まだまだのびるよ〜，せー
のっ！」「さっきより高いよ」「まだまだま
だまだ，せーのっ！ビューン！」という箇
所で，子どもと一緒に動いて見せた点であ
る。ジェットコースターが高いところに上
がっていって，上のところで「ため」をつ
くり，一気に急降下するところを，指導者
の動きと児童の動きが響き合いながら，教
師が意図する動きが引き出されていた。2
点目は，「ジェットコースターが高いとこ
の動いている様子から感じ取って指導を加
えたタイミングは適切であったと思われ
る。
　ところが，その一方で，2 つの課題が明
らかとなった。1 点目は，②〜⑤のような
動きに変化をつける言葉をかけた時に，指
導者自身の動きが言葉かけと共に明確に変
わらなかった点である。ぐねぐね道や坂道，
急ブレーキなど，教師が誇張した動きで一
緒にやってみせることができていれば，児
童たちにその動きのおもしろさが響き，児
童たちの動きの質を高めることができたの
ではないかと思われる。2 点目は，児童自
身にまかせて行う児童主体の時間をとるこ
となく，教師の言葉かけでこの時間の最後
まで進めてしまった点である。学んだこと
をもとに児童が主体となって活動する時間
をとることにより，より確かな力が身につ
いていくと思われる。
　B 指導者は，第 2 時に学ばせたい動き
のおもしろさを「変化をつけたジェット
コースターの動き」ととらえてのぞんでい
る。教師主導で次のような言葉かけをしな
がら，「変化をつけたジェットコースター
の動き」を全員で行った。【　】の太字は，
児童の様子を示している。
① ジェットコースター，ゆっくりスター
トします。ゆっくり，ゆっくり。【縦
に 2 人つながってゆっくりスタート
したが，すぐに走り出す】
② 上に行ったり下に行ったりするよ。
【半数ほどの児童が上下の動きをつける】
③ それでは，ちょっとずつ，ゆっくり
ゆっくり上がっていくよ。まだまだ
伸びるよ〜，せーのっ！【低い姿勢
から，少しずつ高い姿勢に上がって
いき，背伸びした状態からキャーと
いう声と共に急降下する】
④ 今度は，さっきより高いよ。上がるよ。
下から，下から，ちょっとずつ，ま
だまだまだまだ，せーのっ！ビュー
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いたためだと思われる。Ｂ指導者のように，
授業をふり返り考察する視点として，1 時
間の中のある指導場面をふり返る目と，1
時間全体をふり返る目と，単元全体をふり
返る目の複数の目を持つことにより，「5
つの力」の中の「①表現運動の思想をもつ
力」と「②表現運動の授業をデザインする
力」が少しずつ磨かれていくと思われる。
5．表現運動に対する考え方の変容
（1）実践前と実践後のアンケート調査から
　表 4 は，表現運動に対する認識と指導
計画について尋ねた実践前と実践後のア
ンケート結果である。2 人の指導者ともに
実践前後に数値が上昇しているのは，「内
容別」の①，「踊る・創る・見る」の④⑤，
「学習効果」の⑦⑧⑨⑩，「指導計画」の⑰
⑱⑲⑳の 11 項目である。その中で最も顕
著に数値が上がっていたのは，「学習効果」
の 4 項目である。「想像力や創造力の向上」，
「個性の発揮と相互理解」「心身の解放」「非
言語的コミュニケーション能力」などの効
果にかかわることは，2回目のインタビュー
の「⑥ 2 つの実践を通しての成果と課題
は何か。」の中でも次のように語られてい
る。主なものをあげると，Ａ指導者は，「実
践をしていく中で，だんだん自分の個性が
出せるようになってきた。」「大変おとなし
かったＹくんが，帰りの会で前に出てき
て踊り出したりした。」「表現の授業をする
中で，自分の思っていることを体で表すと
いうことをしてもいいんだということが分
かったんだと思う。」と述べている。
　Ｂ指導者は，「体の小さなＦさんは，ク
ラスに慣れるまでにすごく時間のかかった
大人しい子だったが，授業の中で，こんな
動きをするのかとすごく驚いた。」「表現っ
て学級づくりというか，みんながまとまる
というか，みんなが笑顔になるというか，
そういうのがすごくいい。」「発達障害のあ
ろに上がっていって，上のところで『ため』
をつくり，一気に急降下するところ」を 2
回行い，2 回目を「さっきより高いよ」と
さらに極限の動きにもっていっている点で
ある。
　この指導の仕方を，他の内容の指導場面
においても応用していくことが重要であ
る。課題としては，学んだことを児童自身
が生かしていく後半の活動において，乗り
物を 1 つにしぼって行わせていたが，複数
選ばせることにより，学んだことをより広
げていきやすくなると思われる。
4．授業をふり返り考察する視点
　2 つの実践後に共通に質問した項目は，
「一番手応えを感じたところ」と「一番難
しかったところ」である。この質問に対し
てＡ指導者は，一番手応えがあったところ
も一番難しかったところも，自分が指導し
た指導内容や，活動の仕方などをあげて考
察している。具体的には，「◎竜巻の周り
は強い風が吹いているよと声かけしたら、
地べたを這っていた子どもが竜巻に入って
いった。」「▲迫力のある戦いの動きのイ
メージが教師自身持てていなかった。」で
ある。
　一方でＢ指導者は，一番手応えのあった
ところは「◎『やった、やられた』のとこ
ろで子どもたちの動きが大きくなったと感
じた。」のように，自分が指導した内容に
かかわるものであったが，難しかったとこ
ろは，「▲大変だ！の内容をどうとらえる
か。」「▲遊園地のイメージをどういう方向
に広げさせると授業の流れにうまくかか
わってくるのかが難しい。」のように，題
材や小テーマ自体のとらえ方がどうだった
のかという点についてふり返っている。こ
れは，Ｂ指導者が，実践をする中で，学習
の土俵をどう形づくるかという授業のデザ
インにかかわるところに問題意識をもって
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項　　　　　目
A指導者 B指導者
前 後 前 後
指導者自身の表現運動に対する認識
内
　
容
　
別
①  表したい題材やイメージ，思いを自由に動きで表現する「表現」が好きだ。 ３ ４ ３ ４
②
軽快なロックやサンバなどのリズムに乗って自由に踊る「リズムダンス」が好
きだ。
４ ４ ３ ３
③
外国や日本の伝承されてきた踊りを身に付け，みんなで一緒に踊る「フォーク
ダンス」が好きだ。
４ ４ ３ ３
踊
　
創
　
見
④ 「表現」は，題材から思いつくまま即興的に踊るのが楽しい。 ２ ４ ３ ４
⑤ 「表現」は，動きを工夫して１つのまとまった作品をつくって踊るのが楽しい。 ２ ５ ３ ４
⑥「表現」は，互いの動きや作品を見るのが楽しい。 ３ ５ ４ ４
学
　
習
　
効
　
果
⑦
「表現」は，動きでかかわり合って踊る中で，イメージを広げる想像力や，新し
い動きやアイデアを生み出す創造力が向上する。
３ ５ ４ ５
⑧
「表現」は，動きでかかわり合って踊る中で，１人１人の個性が際立ち，互いの
理解が自然に深まる。
３ ５ ３ ５
⑨ 「表現」は，自分を出し切ると，すっきりして心が軽くなる。 ３ ５ ３ ５
⑩ 「表現」は，ノンバーバル（非言語な）コミュニケーション能力が向上する。 ３ ５ ３ ５
⑪「表現」は，運動量が多く，結果的に体力が向上する。 ４ ５ ４ ４
つ
　
ま
　
ず
　
き
⑫「表現」は，表したいイメージを見つけられなくて楽しめない。 ５ ２ ２ ３
⑬「表現」は，イメージは浮かぶが動きにしていけなくて楽しめない。 ４ ２ ３ ３
⑭「表現」は，上手な動きと比較して気持ちが縮こまり，楽しめない。 ５ ２ ３ ３
⑮「表現」は，動きをもっとよくする方法が分からなくて，楽しめない。 ４ ２ ３ ２
⑯「表現」は，見られるのが恥ずかしくて楽しめない。 ５ ３ ３ ３
指
　
導
　
計
　
画
⑰ 自分の力で指導案づくりが可能だ。 ２ ３ ２ ４
⑱ 学年の先生方と一緒に指導案づくりが可能だ。 ３ ５ ３ ４
⑲ ４〜６時間単元の表現の授業実践が可能だ。 ３ ４ ３ ４
⑳ ４〜６時間単元の表現の授業実践をやってみたい。 ４ ５ ４ ５
5…非常に当てはまる　４…当てはまる　3…どちらでもない　2…当てはまらない　1…全く当てはまらない
表 4　2人の指導者の実践前・実践後のアンケート結果一覧（ 網掛けは２人とも数値上昇項目）
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もたちはどんどん自由に動いていける楽し
いもの」という考え方に変容した。2 人の
指導者は，実技研修と 2 つの実践によって，
「見た目の真似」「何かを完成させる」といっ
た自分自身の思い込みから，「動きの特徴
をとらえる」「動きのポイントを押さえる」
という学習内容の重要な柱を含む考え方に
変容している。 
る子もいて，最初の頃は本当に手をつなぐ
のもいやだったのに一緒に遊べるし，楽し
いし，学級経営にもすごくプラスになる。」
と述べている。2 人の指導者ともに，表現
リズム遊びの実践を通して，子どもたちの
様々な可能性が引き出されたことを実感し
ている。
　学習効果の次に顕著な変化が見られたの
は，「指導計画」にかかわる項目である。
全ての項目において，数値が上がってい
る。インタビューの中で今後の課題につい
ては，Ａ指導者は「単元をつくる中で，ど
の時間にどの動きの何を押さえるのかが難
しいこと。また，目の前の子どもの動きを
見て，その場で動きを取り上げていくこと
も難しかった。」と述べている。Ｂ指導者
は，「自分で単元を構想していくところが
課題。その題材の何をどう取り上げて計画
を立てていくのが難しかった。」と述べて
いる。指導計画の⑰⑱の指導案づくりにつ
いての項目の数値が上がっていることは，
難しかったとしながらも，少し見通しを持
つことができたことを表していると思われ
る。また，2 人の指導者ともに，自分自身
が踊ったり創ったりすることへの数値も上
がっており，指導者自身もおもしろさを実
感しながら実践できたことで表現に対する
認識が変わったと思われる。
（2）インタビューの内容から
　表 5 は，実践前と実践後における 2 人の
指導者の表現に対する考え方の変容を示し
たものである。
　A 指導者は，表現は，「見た目を真似し
ていたらいいというイメージ」から，「動
きの特徴をとらえるということが大事であ
る」という考え方に変容した。B 指導者は，
表現は，「何かになって，それをつくって
見せないといけないというイメージ」から，
「動きのポイントをおさえていけば，子ど
表 5　実践前と実践後における 2人の指導
者の表現に対する考え方の変容
Ａ指導者 Ｂ指導者
実践前
表現は、見た目を真
似していたらいいと
いうイメージ。四つ
足の動物だったら、
ずっと四つ足のまま
でいいと考えてい
た。
表現は、何かになっ
て、それをつくって
見せないといけない
というイメージ。時
間をかけてもいいも
のができなかったつ
らい経験がある。
実践後
表現は、「動きの特
徴をとらえる」とい
うことが大事だと分
かった。ずっと四つ
足のままではなく、
特徴をとらえて、獲
物をねらってバッと
動いたりすることの
方が大事だと分かっ
た。
表現は、何か完成し
たモノをつくらない
といけないとか、正
解を追い求めていく
とかではなく、動き
のポイントを押さえ
ていけば、子ども達
が自分たちでどんど
ん自由に動いていけ
る楽しいもの。すご
く気が楽になった。
（下線は本研究者）
Ⅵ．まとめ
　以上のことを踏まえて，3 つの仮説の視
点から研究をまとめると以下のようにな
る。
1．「①表現運動の思想をもつ力」「②表現
運動の授業をデザインする力」について
◆【仮説１】
「①表現運動の思想をもつ力」と「②表現運動
の授業をデザインする力」は，実技研修によっ
てある程度見通しをもつことができれば，③④
⑤を繰り返す中で少しずつ確かなものとなって
いく。
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で、子どもと一緒に踊る場が，子どもが主
役となっていく方向へ向けて工夫を重ねて
いくことで，学習や踊る場を演出する力を
磨いていくことができると思われる。また，
指導者自身が体幹部（へそ）を中心に全身
で踊る実技力をさらに高めていくようにし
たい。「実際の学習者とのやりとりで発揮す
る指導力を磨く」については、B 指導者の
ように，指導すべき内容を明確にしていき
ながら効果的な指導法を探る中で、学習者
とのやりとりで発揮する力を少しずつ磨い
ていくことができることが確認された。
3．「⑤授業を評価する力」について
◆【仮説３】
「⑤授業を評価する力」は，実践を重ねながら「活
動全体や動きを見る目」を養っていくことで，
より確かなものとなっていく。
　Ｂ指導者はインタビューの中で，児童の
動きの評価について，「最初は，十分満足
できるＡ規準の子は分からなくて，努力を
要するＣ規準の子しか見えていなかった。」
「最初はみんな同じようにしか見えなかっ
たが、途中で何か違うことを始めた子の動
きが良いと感じられるようになり，その辺
りから、いろいろな子どもの動きが見えて
きた。」と述べている。こうしたＢ指導者
の動きを見る目は，2 回目の「ゆうえんち
へ行こう」の実践の中で，目の前の児童の
動きの課題を捉えながら，極限の動きを引
き出すところに生かされた。「児童の動き
を見る目」が，「授業を評価する力」を確
かにしていく上で重要であることが確認さ
れた。
4．今後の課題
　本研究は，表現運動の指導者に求められ
る「5 つの力」を，どのような取り組みの
中で身に付けていったのか，実践経験の少
　教員養成課程の中で表現運動の指導法に
ついて学ぶ機会のなかったＡ指導者とＢ指
導者は，実技研修で「表現運動は何がおも
しろい学習であるのかの実感」と「学習の
進め方に対する見通し」を得たことを原動
力として，授業にのぞんだ。そして，表現
運動に対する考え方が，「自分の思い込み」
から，「動きの特徴をとらえる」「動きのポ
イントを押さえる」という目標を達成する
うえで重要な考え方に変わり，「表現運動
の思想をもつ力」が確かな方向へ一歩前進
した。「授業をデザインする力」について
は、「5 つの力」の中でも高度な力であり、
今後の課題として残った。学校単位や学年
単位などでの共同的な学びによって高めて
いく必要がある。
2．「③学習や踊る場を演出する力を磨く」
「④実際の学習者とのやりとりで発揮す
る力を磨く」について
◆【仮説２】
「③学習や踊る場を演出する力を磨く」は，授
業の導入での「ほぐしの活動」を工夫していく
中で，「④実際の学習者とのやりとりで発揮す
る指導力を磨く」は，学習者とやりとりしなが
ら指導内容や方法を模索していく中で少しずつ
磨かれていく。
　「表現する」「踊る」ことに対して苦手意
識があった 2 人の指導者が、子どもたちの
前に立って「とにかくみんなで踊ってみる
こと」から始めたことにより、子どもたち
の「おもしろそう」という意欲を引き出す
ことができた。ほぐしの活動の内容につい
ては、位置づけ、活動時間、進め方などに
課題が残ったが、こうでなければならない，
と構えてしまうのではなく，「どういう活動
であれば自分が子どもと一緒に踊ることを
楽しめるか」からスタートさせることが重
要であると思われる。実践を重ねていく中
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る」，さらに自分でこだわりをもった内
容について探究していく部分を「ふか
める」と位置付けている。
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ない 2 人の指導者に着目して検証し，指導
力向上に向けての一定の指針を得ることが
できた。
　しかし，今回の研究では，「5 つの力」
をどう身に付けていったかを概観すること
に留まり，最も根本的な，指導者が「子ど
もの動きを見る目」をどう変えていったの
かについて，具体的に踏み込むことができ
なかった。今後の課題とし，次の実践研究
へつなげていきたい。
注
1） Plan（計画）→ Do（実行）→ Check（評価）
→ Act（改善）の 4 段階を繰り返すこ
とによって，業務を継続的に改善する。
第二次世界大戦後，品質管理を構築し
たウオルター・シューハート（Walter 
A. Shewhart），エドワーズ・デミング
（W.Edwards Demingt）らが提唱した。
現在，授業を継続的に改善するための
サイクルとしても重視されている。
2） 細江が「小学校体育における習得・活
用・探究の学習　やってみる　ひろげ
る　ふかめる」（2009・光文書院）にお
いて提唱した体育の学習過程の考え方。
その時間に共通に学ばせたい内容を指
導者のリードで習得させる部分を「やっ
てみる」，習得した内容を学習者が主体
となって活用していく部分を「ひろげ
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管理栄養士養成課程学生の自己効力感に関する研究
―1年生と4 年生の比較―
若本ゆかり※・小山　洋子※
A Study on Registered Dietetic Students’ Self-Efficacy :
Comparison of first and fourth year students
Yukari Wakamoto and Yoko Koyama
　The aim of this study was to clarify the description of registered dietetic students’ 
self-efficacy. This study examined the first and fourth year students.
　We conducted a self-administered questionnaire survey at the beginning and end 
of the semester. The questionnaire included Task-specific self-efficacy scale, Locus of 
Control scale (LOC), General Self-Efficacy scale (GSES) and questions to measure stress 
levels. These items were compared and examined.
　In the examination by the year of the students, the LOC score of first year students 
was significantly lower at the end of the semester (p<0.05).
　In the examination by stress level, the high stress group of fourth year students had 
a significantly lower score of GSES compared with the low stress group at both the 
beginning (p<0.01) and end (p<0.05) of the semester. One cause of stress was related to 
their studies. Only in the first year students at the end of the semester, the high stress 
group had a significantly higher percentage of students who felt stressed about their 
studies (p<0.01).
　An annual longitudinal survey needs to be performed to further examine the 
relationship between life events and stress characteristics of students.
Key words :  registered dietitian, self-efficacy, stress
キーワード：管理栄養士、自己効力感、ストレス
※　本学人間生活学部食品栄養学科
緒　言
　自己効力あるいは自己効力感（self-efficacy：
セルフ・エフィカシー）とは、Bandura 1）
によって体系化された社会的学習理論の 1
つの概念である。ある行動を起こす前にそ
の個人が感じる「遂行可能感」、自分自身
がやりたいと思っていることの実現可能性
に関する知識、あるいは自分にはこのよう
なことがここまでできるのだという考え
を、自己効力感であるとしている。何らか
の課題や問題に対して、その解決や改善に
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じると考える外的統制（external locus of 
control）に分かれるとしている 21，22）。自己
効力感とローカス・オブ・コントロールの
概念は、人の行動を解明する上で、重要な
鍵とも考えられている。したがって、今回
はローカス・オブ・コントロールも測定し
た。さらに一般性自己効力感との関連を検
討するために、学業に関する自己効力感（課
題固有的自己効力感）23）も測定した。今回
は１年生と 4 年生を対象に、自己効力感の
学年間差と年内の変化、およびストレスの
感じ方との関連を検討し、これらの差異に
ついて比較検討することを目的とした。
対象および方法
1．調査対象者および調査期間
　本学の管理栄養士養成課程に在籍する
女子大学生 1 年生と 4 年生を対象として、
2012 年 7 月（第 1 四半期末）および 2013
年 1 月〜 2 月（第 4 四半期）の授業中に無
記名自記式の質問紙を配布し、口頭および
文書で研究の目的、意義、内容について十
分な説明を行った。質問紙は授業終了後
に回収し、本研究の主旨に同意が得られな
かった学生からは無記入のまま回収した。
　同意の得られた人数は、第 1 四半期末が
1 年生 81 名、4 年生 87 名。第 4 四半期が
1 年生 80 名、4 年生 82 名であった。なお、
本研究はノートルダム清心女子大学「ヒト
を対象とする研究」に関する研究倫理審査
委員会の承認を受けたものである。
2．質問紙の構成
　質問紙には次に示す尺度および質問項目
を取り入れた。
1）課題固有的自己効力感尺度
　大内 23）による課題固有的自己効力感尺
度（14 項目、5 件法、得点範囲 14 〜 70 点）
を用いた。この尺度は、課題に対する興味
や不安といった特定の場面に特異的である
向けた行動を起こし遂行できるという自信
であることから、大学生の場合は、日々の
学業や試験、サークル活動および就職活動
にも関連すると思われる。実際に教育場面
でも活用されるようになってきている 2，3）。
　自己効力感については、看護学生 4 〜 9）
や一般大学生 10 〜 13）を対象とした報告およ
び市町村栄養士を対象とした栄養士業務と
の関連についての報告 14）はあるが、管理
栄養士養成課程学生を対象とした報告はな
い。
　そこで本研究では、管理栄養士養成課程
学生の自己効力感を検討するための基礎
的データを得るために、一般性自己効力
感 15）の測定および関連する因子について
の検討を行った。今回は、自己効力感に強
く関連する因子としてストレスを取り上げ
た。大学生は、企業従業員や小・中学生な
どとは異なり、様々な生活場面や対人交
流・社会的立場などに所属箇所を持つとと
もに、自由な立場でもあるため、個人の発
達段階や年齢に対応したストレッサーにさ
らされる 16）。特に、学年に特有のライフ
イベントが存在することがいくつかの研究
でも明らかにされており 16 〜 20）、そこから
受けるストレスが学業や学生生活全般に影
響するとも考えられる。このような場面に
おいて、高い自己効力感を持っていれば、
特定の課題や状況における問題解決に役立
ち、意欲的に学業や大学生活を送ることが
可能と考えられるからである。
　また、人の行動を説明する概念として、
Rotter が社会的学習理論の中で提唱した
ローカス・オブ・コントロール（locus of 
control）がある 21）。これは、行動と強化
の随伴性をどのように認知しているかに関
する人格変数であり、自分のとる行動に
よって結果は統制できると考える内的統
制（internal locus of control）と、結果は
自分とは関係なく環境や他者によって生
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度は、個人が一般的に自己効力感をどの程
度高く、あるいは低く認知する傾向にある
かという、一般的な自己効力感の強さを測
定するために作成されたものであり、高得
点者ほど自己効力感が高いことを示す。
4）ストレスの状況
　ストレスをよく感じるかについて 「よく
感じる」、「時々感じる」、「ほとんど感じな
い」から自己評価してもらい、「よく感じる」
と回答したものを高ストレス群、「時々感
じる」あるいは「ほとんど感じない」と回
答したものを低ストレス群とした。今回は
この感じ方をストレスレベルと表現した。
また主なストレスの原因について 10 項目
（① 勉強、②進路、③友人、④ 恋愛、 ⑤ 
家族、⑥ 金銭、⑦ アルバイト、⑧ 自分の
時間がない、⑨ 身体的な不調、⑩ その他）
を挙げて選択してもらった（複数回答）。
　以上の計 3 つの尺度とストレス状況の質
問からなる質問紙を用いた。
3．統計解析
　いずれの尺度得点も 1 サンプルによる
Kolmogorov-Smirnov 検定で正規性が棄却
されなかったので、各尺度における学年
間の得点比較は独立したサンプルの t 検
定を用いた。ストレス状況と学年との関
連はχ2 検定を用いて検討した。統計解析
には、統計ソフト IBM SPSS Statistics 20 
for Windows（日本 IBM 株式会社）を用い、
有意水準は 5％とした。
結　果
1．学年間・学年内尺度得点
　学年別の第 1 四半期末と第 4 四半期の得
点を図 1、2 にそれぞれ示す。第 1 四半期
末の LOC に有意差が認められ（p<0.01）、
1 年生の得点が高かったが、第 4 四半期に
は有意な得点差は認められなかった。
という場面依存的な状態的認知変数と関連
が高い学業自己効力感尺度である。承認に
対する自己効力感と、習熟に対する自己効
力感の 2 つの要素からなる。5 件法で回答
を求め、各項目について、自己効力感が高
いと思われる方から 5 点〜 1 点を与え、得
点が高いほど、それぞれの自己効力感が高
いことを示す。本尺度では、14 項目の総
得点とあわせ、承認に対する自己効力感得
点（7 項目、5 件法、得点範囲 7 〜 35 点）
と習熟に対する自己効力感得点（7 項目、
5 件法、得点範囲 7 〜 35 点）をそれぞれ
集計した。
2）Locus of Control 尺度
　鎌原ら24）による成人用一般的 Locus of 
Control 尺度（以下 LOC）（18 項目、4 件
法、得点範囲 18 〜 72 点）を用いた。今回
用いた尺度は、先に述べた Rotter21）によっ
て開発された尺度に、鎌原らによってさら
に検討が加えられたものである。4 件法で
回答を求め、各項目について Internal 傾
向が高いと思われる方から 4 点〜 1 点を与
え、得点が高いほど Internal 傾向が強く、
目標に向かって積極的に働きかけるような
方略をとることを示す。
3）一般性セルフ・エフィカシー尺度（GSES）
　坂野ら15）による一般性セルフ・エフィカ
シー尺度（General Self-Efficacy Scale：以
下 GSES）（16 項目、2 件法、得点範囲 0 〜
16 点）を用いた。この尺度は、個人の一
般的な自己効力感認知の高低を測定するた
めの質問紙（尺度）であり、「はい（1 点）」「い
いえ（0 点）」の 2 件法で回答を求めるも
のである。先に述べたように自己効力感と
は、何らかの行動をきちんと遂行できるか
どうかという予期のことであり、そういっ
た予期の一般的な傾向を測定するために開
発されたのが GSES である。今回用いた尺
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3.　ストレス群別集計	
　同一学年内で高ストレス群と低ストレス
群の 2 群間の得点を検討した結果を図 6、
7 に示す。
　得点の変化を学年別に図 3、4 にそれぞ
れ示す。1 年生の LOC が第 4 四半期に有
意に低くなったが（p<0.05）、それ以外に
は有意な得点の変化は認められなかった。
2．ストレス状況
　学年別および調査時点別のストレス状
況を図 5 に示す。学年間では第 4 四半
期のストレス状況に有意差が認められ
(p<0.05)、4 年生のストレスをよく感じる
者の割合が 1 年生に比べて高かった。また
有意差は認められなかったが、第 1 四半期
末も 4 年生のストレスを良く感じる者の割
合が高かった。それぞれの学年内では調査
時点別のストレス状況に変化は認められ
なかった。
**	p<0.01
1		課題固有的自己効力感総得点	 2		承認に対する自己効力感
3		習熟に対する自己効力感	 4		LOC　　　　5		GSES	
図 1　学年別尺度得点（第 1四半期末）
**	p<0.05
図 5　学年別・調査時点別ストレス状況
*	p<0.05
1		課題固有的自己効力感総得点	 2		承認に対する自己効力感
3		習熟に対する自己効力感	 4		LOC　　　　5		GSES	
図 3　尺度得点の変化（1年生）
1		課題固有的自己効力感総得点	 2		承認に対する自己効力感
3		習熟に対する自己効力感	 4		LOC　　　　5		GSES	
図 2　学年別尺度得点（第 4四半期）
1		課題固有的自己効力感総得点	 2		承認に対する自己効力感
3		習熟に対する自己効力感	 4		LOC　　　　5		GSES	
図 4　尺度得点の変化（4年生）
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　学年別にみると、1 年生では有意差が認
められた得点はなかったが、4 年生では
第 1 四半期末に LOC（p<0.05）と GSES
（p<0.01）、第 4 四半期に課題固有的自己効
力感総得点（p<0.05）、承認に対する自己
効力感（p<0.05）および GSES（p<0.05）
に有意差が認められ、いずれも低ストレス
群の方が高ストレス群より高かった。ま
た第 4 四半期の承認に対する自己効力感
では低ストレス群で学年間差が認められ
（p<0.05）、1 年生より 4 年生の得点が高かっ
た。
　ストレスの原因を学年別・ストレス群別
および調査時点別に表 1 に示す。両学年と
も最も多かったのは「勉強」であった。
　学年別に第 1 四半期末と第 4 四半期のス
トレス原因を見ると、１年生は両調査時点
ともに 2 位に「アルバイト」があがってお
り、第 4 四半期の割合の方が高くなってい
た。また「進路」の割合も第 4 四半期に高
くなっていた。4 年生は両調査時点ともに
2 位に「進路」があがっていたが、第 4 四
半期の割合の方が低くなっていた。
　ストレス群別に「勉強」の割合をみると、
最も高かったのは両群ともに１年生の第 1
四半期末であった。また 4 年生の第 1 四半
期末以外は高ストレス群の方が低ストレス
群より高かった。
　ストレスの原因としてもっとも多かっ 
た「勉強」と回答した者の割合を学年別・
ストレス群別・調査時点別に図 8 に示す。
1 年生の第 4 四半期にのみ、ストレスの感
じ方とストレスの原因「勉強」について有
意な関連が認められた（p<0.01）。4 年生
の第 1 四半期末は低ストレス群の方が「勉
強」と答えた者の割合が高く、ストレスの
*	p<0.05,	**	p<0.01
1		課題固有的自己効力感総得点	 2		承認に対する自己効力感
3		習熟に対する自己効力感	 4		LOC　　　　5		GSES	
図 6　ストレス群別・学年別尺度得点	
（第 1四半期末）
表 1　学年別・ストレス群別・調査時点別ストレス原因（複数回答）
*	p<0.05
1		課題固有的自己効力感総得点	 2		承認に対する自己効力感
3		習熟に対する自己効力感	 4		LOC　　　　5		GSES	
図 7　ストレス群別・学年別尺度得点
（第 4四半期）
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第 4 四半期にはいずれの得点にも有意差は
認められなかった。しかし高ストレス群と低
ストレス群とに分けて検討した結果、有意な
得点差認められたのは全て4 年生であった。
これより、今回の結果においては１年生より
4 年生の方が自己効力感に与えるストレスの
影響が大きいと考えられた。
　1 年生と 4 年生の第 1 四半期末と 4 年生
のストレス群別の第 1 四半期末に有意差が
認められた LOC は、鎌原ら25）の中学、高校、
大学生を対象とした年齢的変化の報告にお
いて、加齢にともなう内的統制傾向の減少
が認められている。また大学生を対象とし
た鈴木らの報告26）では外的統制者（LOC
得点低群）が内的統制者（LOC 得点高群）
に比べ、高い心理的ストレス反応を表出し
ているという結果が得られている。今回の
結果はこれらの報告と一致するものであっ
たが、１年生の第 1 四半期末と第 4 四半期
とで有意な得点の減少が認められた原因に
ついては、1 年生の第 4 四半期にのみ、ス
トレスの感じ方とストレスの原因「勉強」
について有意な関連が認められたこと、ス
トレス原因に占める「勉強」の割合が、高
ストレス群と低ストレス群ともに１年生の
第 1 四半期末で最も高かったこととあわせ
て今後さらに検討を進めたい。
　4 年生のストレス群別の第 4 四半期と、
同じく第 4 四半期の１年生と 4 年生の低ス
トレス群間で有意差が認められた承認に対
する自己効力感は、テスト不安と有意な負
の相関が認められている27）。坂野27）は高校
生を対象とした研究において、学期中間や
学期末の定期試験、入学試験などさまざま
な試験場面で誘発される不安が「テスト不
安」と呼ばれ、自己効力感が低下せず一定
のレベルを保つことができた者は、低下し
た者に比べて試験に際しての状態不安の上
昇が少ないことを報告している。承認に対
する自己効力感は 4 年生の低ストレス群の
感じ方に関わらず、ストレス原因に占める 
「勉強」の割合が高い時期であると推察で
きた。学年間の有意差は認められなかった
が、前述したとおりストレス原因に占める
「勉強」の割合が最も高いのは、高ストレ
ス群と低ストレス群ともに１年生の第 1 四
半期末であった。
　GSES は 4 年生の第 1 四半期末と第 4 四
半期ともに高ストレス群と低ストレス群の
2 群間で有意差が認められた。
　ストレス群に分けずに集計した結果（図
4）では第 1 四半期末と第 4 四半期とで有
意な得点差は認められなかったことから、
GSES はストレスによる影響が顕著である
ことがわかる。また学年内で高ストレス群
と低ストレス群それぞれの第 1 四半期末と
第 4 四半期の得点を比較したところ、有意
差は認められなかった。
考　察
　齋藤の報告9）によれば、自己効力感は学
生生活の中で様々な出来事や問題に対して
問題解決したことを学生自身が経験をとおし
て実感し、解決能力が育まれていくと考えら
れている。1 年生よりも在学年数の長い 4 年
生の方が自己効力感は高いと推察されるが、
本調査では課題固有的自己効力感や GSES
には有意差は認められなかった。第 1 四半
期末に LOC に有意差が認められたものの
図 8　学年別・ストレス群別・調査時点別ストレス
原因（勉強）
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の割合が高かった。
　管理栄養士養成課程特有のライフイベン
トやストレスとの関連をさらに検討するた
めに、今後縦断的・経年的に調査する必要
があると思われた。
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高齢者介護施設における褥瘡ケアに関する一考察
濱﨑　絵梨※ 1・小坂　和江※ 2・菊永　茂司※ 3
A Study of Pressure Ulcer Treatment in Nursing Facilities for the Elderly
Eri Hamasaki, Kazue Kosaka and Shigeshi Kikunaga
　The issue of pressure ulcers is becoming more and more significant as the number 
of elderly in need of nursing care continues to grow in Japan’s increasingly aging 
population. The treatment of pressure ulcers is essential for sustaining activities of daily 
living (ADL) and the quality of life (QOL) of such elderly people. Based on research 
findings, this report examines current conditions and issues concerning the treatment 
of pressure ulcers in nursing facilities for the elderly. 
Key words : Pressure ulcer, Nursing facilities for the elderly, elderly in need of nursing care
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※ 3　本学人間生活学部食品栄養学科
1．はじめに
　褥瘡は「身体に加わった外力は骨と皮膚
表層の間の軟部組織の血流を低下、あるい
は停止させる。この状況が一定時間持続さ
れると組織は不可逆的な阻血性障害に陥り
褥瘡となる」（日本褥瘡学会 2005 年）と定
義されている。キーワードは、圧迫・ずれ・
摩擦を含む外力であり、「外力が高齢者な
どの虚弱な組織にベッドや車椅子から加わ
ることで組織が損傷し、さらに失禁によっ
て悪化するという、極めて日常生活に密着
した要因で発生する…（略）…糖尿病や低栄
養などの全身管理が大きく影響する1）」も
のである。
　すなわち、寝たきりや認知症など重度の
要介護高齢者が生活する高齢者介護施設
においては、高齢者の ADL を保ち、QOL
を維持するために褥瘡予防が欠かせない。
褥瘡ケアのポイントは、外力の除去、皮膚
の清潔保持、栄養管理である。褥瘡は一度
できてしまうと急速に悪化し、繰り返し発
生することも少なくない。高齢化の進行と
要介護高齢者の増加にともない、褥瘡はま
すます重要な問題になっている。
　褥瘡に関する研究は、治療にはじまり、
早期発見と早期介入、予防、現在では予測
の重要性が指摘されている。1998 年に日
本褥瘡学会が発足し、近年急速に研究が進
められている分野である。
　医療分野では、2002 年の「褥瘡対策未
実施減算（褥瘡対策が行われていない場合
には、入院基本料から減算）」に始まり、
適切な褥瘡対策が実施された際に加算評価
される「褥瘡患者管理加算（2004 年）」お
よび「褥瘡ハイリスク患者ケア加算（2006
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礎的知識を有し、日常的なケアにおいて配
慮することにより、褥瘡発生の予防効果を
向上させることを想定している」とされ、
次の 5 点が示されている。
　イ．褥瘡ハイリスク者に対し、褥瘡予防
のための計画の作成、実践並びに評価
をする。
　ロ．専任の施設内褥瘡予防対策を担当す
る者を決めておく。
　ハ．医師、看護職員、介護職員、栄養士
等からなる褥瘡対策チ ムーを設置する。
　ニ．褥瘡対策のための指針を整備する。
　ホ．介護職員等に対し、褥瘡対策に関す
る施設内職員継続教育を実施する。また、
施設外の専門家による相談、指導を積極
的に活用することが望ましい。
　このことによって、高齢者介護施設にお
いて、褥瘡予防の具体的対策をおこなうこ
とが明確に義務付けられた。各施設で、褥
瘡対策指針の整備や褥瘡対策委員会が設置
され、これまで職員個々の力量で実践され
てきた褥瘡ケアが、組織的に実践されてい
くことになった。
　先行研究における高齢者介護施設の褥瘡
有病率は、1999 年調査 3）で老人保健施設
3.8％、2006 年調査 4）で介護老人福祉施設
2.47％、介護老人保健施設 2.67％、2010 年
調査 5）で介護老人福祉施設 1.89％、介護
老人保健施設 2.20％である。先行研究の結
果からも、高齢者介護施設における褥瘡ケ
アが改善されていることが分かる。その一
方で、介護職は褥瘡ケアに関する基礎知識
が不十分であり、低い有病率の信憑性につ
いては検討が必要であるといった指摘もあ
る 6）。
3．調査概要
1）対象と方法
　聞き取り調査の調査対象は、岡山県内の
介護老人福祉施設 4 施設および介護老人保
年）」の新設、その後も褥瘡にかかわる診
療報酬の改定が行われている。現在では、
適切な褥瘡管理を実施しなかった場合、入
院基本料そのものが算定できないように
なっており、これまで以上にチームによる
褥瘡対策が実践されている。
　高齢者介護分野においても、褥瘡は介護
の恥という認識や、2006 年から介護保険
施設において褥瘡予防の体制が義務づけら
れたことなどから、施設を挙げて褥瘡ケア
に取り組んでいるところである。したがっ
て、今日の高齢者介護施設における褥瘡ケ
アは、以前に比べると確実に改善されてい
る。とはいえ、その実態については明らか
にされていないところも多く、先行研究に
おいても、ケアの詳細について今後さらに
調査する必要があると指摘されている 2）。
　そこで現在、高齢者介護施設における褥
瘡発生状況や褥瘡ケアの現状と課題を、ア
ンケート調査および聞き取り調査によって
明らかにし、特に介護と栄養管理に視点を
おいた褥瘡予防について研究を進めている
ところである。
　本研究ノートは、聞き取り調査結果およ
びアンケート調査の自由記述結果から、高
齢者介護施設における褥瘡ケアの現状と課
題について、特に介護面を中心に考察した
ものである。
2．高齢者介護施設における褥瘡予防体制整備
　2006 年の介護保険法改正により、高齢
者介護施設には、褥瘡予防の体制整備が義
務づけられ人員、設備及び運営に関する基
準（老企第 43、44、45 号）の介護に「褥
瘡が発生しないよう適切な介護を行うとと
もに、その発生を防止するための体制を整
備しなければならない」と追加された。
　具体的対策は解釈通知において、「施設
において褥瘡の予防のための体制を整備す
るとともに、介護職員等が褥瘡に関する基
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アの課題」をまとめた。アンケート調査の
自由記述結果から、「褥瘡ケア内容（臥位、
座位、その他）」をまとめた。
　アンケート調査の単純集計結果より、
褥瘡を有している者の割合は 3.7％（1 施
設 1−3 名：アンケート調査に回答いただ
けなかった入所者もいるため実際にはさ
らに低い割合である）、平均要介護度は 3.7
であった。
1）聞き取り調査対象者の属性
　聞き取り調査の対象者は表 1の通りである。
表 1　対象者の属性
性別 年齢 職　種
施設 A 女性 40 代 看護師
施設 B 男性 30 代 管理者
施設 C 女性 50 代 介護課長
施設 D 女性 50 代 看護師
施設 E 女性 30 代40 代
作業療法士
看護師
2）褥瘡ケア内容
　褥瘡ケア内容について、アンケート調査
の自由記述（褥瘡ケアにおける工夫および
留意点）を、臥位（表 2）、座位（表 3）、
その他（表 4）にまとめた。
表 2　臥位時の工夫および留意点
■マットレス
・ 耐圧分散マットレスは一部のハイリ
スク利用者のみ使用する
・上敷きエアマットレスを使用する
■ポジショニング
・ ポジショニング写真をとり統一した
ケアを行う
・ ナーセントパットやビーズクッショ
ンなど、ポジショニングクッション
を使用する
・ 関節拘縮箇所にクッション等を使用
して除圧する
・ クッションがない場合は、タオルな
どを丸めて代用する
健施設 1 施設である。調査方法は、施設で
褥瘡ケアの中心的役割を担っている職員へ
の聞き取り調査である。
　アンケート調査の調査対象は、岡山県内
の介護老人福祉施設 3 施設および介護老
人保健施設 2 施設に入所中の要介護高齢
者 190 名である。調査方法は、診療録を用
いた後ろ向きアンケート調査である。アン
ケート調査は現在分析中であり、今回は褥
瘡を有している者の割合および平均要介護
度の単純集計結果、自由記述結果のみ使用
する。
2）期間
　2012 年 8 月〜 2013 年 3 月
3）内容
①聞き取り調査
　・褥瘡ケア体制
　　　発見時の対応の流れ
　　　褥瘡対策委員会
　・褥瘡ケアの課題
　について、半構造化面接による聞き取り
調査を実施した。調査場所は各施設の面談
室や談話室である。調査時間は 1 時間程度
であった。
②アンケート調査の自由記述
　アンケート調査の最後に、臥位、座位、
その他に分けて、対象利用者の褥瘡予防 
（ケア）における工夫および留意点を自由
記述形式で質問した。
4）倫理的配慮
　美作大学研究倫理審査委員会による承認
を得た。同意確認は、各施設の包括同意、
または、利用者の個人同意を書面で得た。
4．調査結果
　聞き取り調査結果から、「褥瘡ケア体制
（褥瘡対策委員会を含む）」および「褥瘡ケ
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は要介護 4−5 レベルの利用者に多い生
活リズムである。さらに、日毎に変化
する利用者の状態に応じた離臥床時間
の調整を行っていた。
■皮膚観察
・ 入浴時には、発赤、水泡、傷などがな
　いか全身を観察し早期発見に努める
・ 糖尿病や皮膚疾患がある利用者はよ
り注意する
・ 乾燥する場合はクリームで保湿に努
める
・ 皮膚が弱い利用者は、アームカバー
やレッグカバーで保護する
■清拭
・ 入浴日以外は清拭を行う
・ 手浴や足浴をする
■トイレ誘導
・ 日中はできる限りトイレ誘導し、洗
浄・清拭して清潔保持に努める
・ 利用者の排尿回数に応じて、トイレ
誘導時間および回数を調整する
■栄養
・ 可能な限り口から食べる
・ 食事摂取量、水分摂取量に留意する
・ 摂取量が減少している時は、回数を
分けて少量ずつ進める
・ 栄養状態の改善を図るため、栄養補
助食品を摂取する
■残存機能の維持
・ リハビリやレクリエーションによっ
て残存機能の維持に努める
・ 日中は、なるべく歩行介助するなど、
日常生活リハビリに努める
■勉強会の実施
3）褥瘡ケア体制
　聞き取り調査結果から、褥瘡ケア体制に
ついて、①発見時の対応の流れ、および、
②褥瘡対策委員会をまとめた。
①発見時の対応の流れ
　褥瘡を発見した際の対応は、①発見→②
看護師に報告→③ミニカンファレンス→④
ケアの変更→⑤情報共有→⑥経過観察で
あった。これは、5 施設ともほぼ同じ対応
の流れであった。具体的には、
■ギャッジアップ
・ 膝関節にクッション等を使用して体
のずれを防ぎ、背抜きを行い姿勢を
整える
・ ベッド上で水分補給等を行った後の
ギャッジアップは 30℃までとする
■体位変換
・ 2−3 時間毎の体位変換
・ ハイリスク者は二人で対応する
・ 体位変換時は、衣類や寝具のしわを
のばし、摩擦やずれを防止する
・ 同一体位を好む利用者へは声かけを
行う
■清潔保持
・ おしめ交換時に洗浄・清拭を行い清
潔保持に努める
・ 衣類や寝具の清潔保持に努める
表 3　座位時の工夫および留意点
■車いす（シーティング）
　除圧クッションおよび姿勢保持クッ
ションを使用する
■椅子への座り替え
　車いすは移動用とし、両足が床面に
つくよう下肢の高さに合わせた椅子に
座る
■座位姿勢
・ 同一姿勢や長時間座ったままになら
ないように注意する
・ レクリエーションや体操等で体を動
かす
・ 適宜姿勢を直し無理な負荷がかから
ないようにする
・ 体の傾きが激しい場合などは臥床時
間を設ける
表 4　その他の工夫および留意点
■離臥床時間
　すべての施設で、利用者の状態に応
じた離床時間を設けていた。例えば、「朝
起床し晩臥床する」「昼食後に 1 時間〜
2 時間程度臥床する」などで、これは要
介護 3 レベルの利用者に多い生活リズ
ムである。長時間離床が難しい場合は、
「3 時間離床後に 1 時間臥床」「1 時間 30
分離床後に 4 時間臥床」などで、これ
154
②褥瘡対策委員会
　5 施設とも、褥瘡対策委員会を設置し定
期的に開催していた。メンバーは概ね、管
理者、医師、看護師、介護職員、介護支援
専門員、管理栄養士、作業療法士、生活相
談員、事務であった。
　開催頻度は施設によって異なり、1 か月
に 1 回が 3 施設、2 か月に 1 回が 1 施設、
3 か月に 1 回が 1 施設であった。主な検討
内容は、褥瘡発生状況（およびハイリスク
者）の報告とケアプランの確認、マットレ
スやクッション等の購入検討、使用する薬
や医療用品の検討、研修計画であった。
4）褥瘡ケアの課題
　聞き取り調査結果から、施設における褥
瘡ケアの課題をまとめた。5 施設とも概ね
同じような内容であり、以下の 4 点にまと
めることができた。
①マットレスやクッションの不足
　マットレスやクッションが不足している
ため、優先順位をつけて使用している。不
足していない場合でも、古くなってきてお
り更新したいと言われていた。マットレス
はレンタルが可能であり、レンタルで対応
している施設もあった。クッションは施設
備品も使用しているが、必要に応じて利用
者に購入してもらっていた。しかし、費用
負担が難しい利用者もいるため、機能と価
格の両面で検討せざるを得ないのが現状の
ようである。
②職員不足と知識不足
　知識不足について、基本ケアはできるが、
利用者の体調変化を察知した予測的対応な
ど応用が利かないと言われていた。例えば、
通常は自力体位変換が可能な利用者が、体
調不良などで状態が変化した際の対応など
である。また、介護職員は、寝たきり予防
のため離床は積極的に行うが、離床時の姿
勢の変化や圧迫時間への認識はまだまだ薄
　①持続発赤（Stage1：消退しない発赤）
を発見したら、②看護師に報告する。③そ
の場で、カンファレンスを行い原因の分析
と対応を協議する。発生状況にもよるが、
主な協議内容は、ポジショニング、クッショ
ン、体位変換、マットレス、離臥床時間、
食事摂取量、軟膏塗布やガーゼ保護、など
である。主なメンバーは、看護師、介護職
員、作業療法士、管理栄養士である。
　④ケア内容の変更を行い、⑤申し送り・
議事録・日誌・個人カルテなどで情報を共
有する。嘱託医には回診時に報告する。真
皮損傷（Stage2 以上：真皮の部分欠損以
上）を発見した場合は嘱託医に報告し処置
の指示を受ける（ごく軽度の場合は看護師
対応）。施設によっては、臨時の担当者会
議を開催する。
　⑥検討したケア内容をしばらく継続し経
過観察する。定期カンファレンスや栄養マ
ネジメント会議に挙げ、ケアプランに追記
する。悪化の場合は病院受診とする。
　特に、持続発赤（Stage1）の発見と連携
に力を入れることで、早期発見と早期対応
を徹底していた。こうすることで、ほとん
どの褥瘡が、1 週間〜 1 か月以内に治癒す
ると言われていた。
　施設によって異なっていた点は、施設独
自の褥瘡ケアシートや褥瘡フローシートの
活用、ハイリスク者スペシャルプランの作
成である。この 3 施設は、看護師や作業療
法士が中心となり、介護職員や管理栄養士
と協働で褥瘡予防に取り組んでいる印象を
受けた。例えば、看護師が必ず入浴ケアに
入り全身観察を行う、作業療法士がポジ
ショニングやシーティングの責任を持ち、
マットレスやクッション等の管理をするな
どである。
　また、5 施設とも入所前に必ず褥瘡歴な
どリスク確認を行い、入所時からの褥瘡予
防ケアを徹底していた。
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う。高齢者介護施設は生活の場である。し
たがって、褥瘡ケアに重要なのは、「日中
を座って過ごし、トイレで排泄をし、テー
ブルで食事をするという生活の質 5）」であ
る。褥瘡予防を徹底することは、単に褥瘡
を予防するのみならず、要介護高齢者の
ADL および QOL の維持・向上という介
護の本質にもつながるものである。
　本調査を通じて、不十分なハード面をケ
アというソフト面でカバーしながら奮闘す
る高齢者介護現場の実態を社会に発信して
いく必要性を強く感じたとともに、今以上
に高く評価されてしかるべきであると考え
させられた。
　今後は、さらにアンケート調査結果を詳
細に分析し、高齢者介護施設における褥瘡
ケアについて引き続き検証していきたい。
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い傾向にあるといった意見もあった。
③情報共有の徹底
　申し送り毎の看護師の指導や、議事録、
日誌、個人カルテなどの閲覧で情報共有と
ケアの統一に努めているが、徹底はなかな
か難しいようである。また、ポジショニン
グ指導をしても同じようにできない職員が
いるため、繰り返しの指導が必要であると
言われていた。
④入所者の重度化に伴うケア量の増加
　「平成 23 年介護サービス施設・事業所
調査」によると、2011 年の平均介護度は、
介護老人福祉施設が 3.89、介護老人保健
施設が 3.31 であり、年々高くなっている。
今回のアンケート調査でも、入所者の平均
介護度は 3.7 であった。当然、ケア量は増
加し、入所者のほとんどが褥瘡危険因子保
有者である。さらに年々、高齢者介護施設
に求められるケア内容の量・質ともに高度
なものとなっており、利用者や家族からの
要求も増えているのが実態である。
5．まとめ
　聞き取り調査結果およびアンケート調査
の自由記述結果から、高齢者介護施設にお
ける褥瘡ケアの現状と課題について、介護
面を中心にまとめた。
　入所者の平均要介護度は3.7であり、ベッ
ド上で自力体位変換ができない、座位姿勢
の保持および除圧ができない、関節拘縮や
麻痺がある、入所者も多い。また、入所者
のほとんどに失禁がみられた。つまり入所
者の多くが、褥瘡危険因子保有者である。
それにもかかわらず、褥瘡を有している者
の割合は 3.7％（1 施設 1〜3 名）と低かった。
　これは何よりも、離床時間を設ける、車
いすから椅子に座り替える、口から食べる
ことを継続する、トイレ誘導を行う、など
介護現場ならではの、入所者の状態に応じ
たきめ細やかな日常ケアの結果といえよ
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雲母書房、p.597） 三好春樹、小川意房、下村恵美子（2009）
介護現場が提案する新しい褥瘡ケア、
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